


待
望
の
全
稼
書
生
る

卒
易
完
勝
五
の
講
義

m
m仰
品
川
は
抽
H
U
M仰泳
知
の
組
リ
始

阻
泌
総
ヒ
人

の
代
民
的
句
制作r
で
r

が
m
m鮮
の
骨
坤
迫骨
制
収
扮縫

合
が
わ
リ
土
d
uん
で
乙
hh
。
品
州市
川知
恩
院
山
応
酬
制

耳
士
似
の
持
川
町
』
障体
ハが
ヲ
ヂ
す

れ
崎
山
で
山
骨
川

な
り
-
m付金
抑
・ι
出
版
嬰
叙
の
m
y
e政
の
海
艇
に

納
訂
ι

て
山
制
限Z
H
H主
・
し
れ
れ
・

検
-
L
〈

h
比
抵
り。

本
・
い
な
リ
土
L

れ
e
n
r
・
山
川側係
の
山n
mMは
H1
L

弊
一
本
を
の
へ
て
、

上
人
の
法
相
聞い
総
・
し
て
ゐ

れ
ず
さ
れ

い
.

内
容
の
偉
装
械
の
美

帥V
ムZ
広
E
H
川

知
g
附
門
叫
回
出窓
品
骨
智
海
大
僧
正

値

鍍

阿
木
村
刊
一
三
五O
H
A上
質
紙

本
文
務
総
九
ポ
イ
ン
ト

組

国
資
御
膨
そ
の
他
日
給
一
-
一
茶

'品
血
病
抑
女
学す
y

セ
ヴ
ト

UV

AU
制
法
然
よ

人
崎
川谷
災
級

先
制
岨
法
雌mf
人
の
創
作H
M仰
が
極
め
て
不
問
に

政
争
切
か
き
いて
ゐ
る

・
-
d

-

H
付
主
リ
枕
刷出
時

で
す
。
:

h
い
に
絞
り
て
刊さ
え
か
・L

り
か
d
y
L

トh
n
仰
全
ね
て
下
2

も

二
ヨ

シ
沼
ん
日
正
や
み
主

f
・
、
d
d

，
、
‘
a
，

!s 

“
日
大
谷
田
宮
却
益
下

圏
三

十
銭

(
内
地
沿ME
M
.自
〉

定

慣

一

仰
動n
g仙
民
の
・火
山取
化
印
勺
刊
叫
じ
でtf
v
・ι

柿W
L
慌
じ
必
何
Z

A仙
れ
いドf
-

H
汗

ワ
断
か
ら
川
町

広
れ
て
ゐ
ろ
僚
で
わ
る
。

A
-
m
げk
円
引
り
刷
叫
瓜
て

わ
り
怜
太
れ
山
内
飲
料
川口
L
m
漫
な
地
位
じ
め

る
選
間
後
公
判

H
hιか
川
定
例M師
じ
よ
り

て
叫
以
内
ぬ

さ
い
一
的
制
大
陣
取
に
多
大
の
6
H
Mを
町
内
へ
ιむ
れ
れ

-o
w
は
ぷ
じ
級
制
・
いr
h
嶋
市判
帽
鵬て
ゐ
る
。
今
氏

川
刊
金k
u押
d
-
H，A
-

、
.
ド岱
り

W吋
ぴ
抗
な
な蹴
聞

き

仏
に
方
-
u

聞
き

困
問・
し
れh
h
qも
一
兆
ド
h
口
旬
。
換

に
山
川す
Z
M間
企罰金
拠
へ
ら
れ
に
る

事
e
vh駄
官
官す

る
L

の
で
わ
る
・

.新 実
録隠 坂

路央 5
関七 八 ご

3ii!ttI 



• 

明--.ー可. 
-・・回'回・明開岡町ーーーー

併
殺
喰
、
宗
敏
串
、
哲
蟻
旬

、

庇
都
、
踊
文
事
、
支

那
文
準
、
英
文
皐
科
、

大
畢
理
科
第
一
撃
年
較
第
二
皐
年
級

事
門
部
偽
敢
科
第
一

幅増
年
級
第

二
畢
白川
叡

岡
高
等
師
範
科
別
一

闘争
年
蔽
岡
路
波
文
科
、
公
民
歴
史
科

目
本
精
神
講
座
開
設

λ

串
賦
験
各
科

ト

宅
四
月
五
日
ョ
，

畢

部

大
正

生事

大

事

募

集

特

典

愚
部
卒
業
者
一
文
事
士
ト
稽
ス
M
Fヨ
ト
ヲ
得
、
中

停
世
良
及
ピ
腐
勿
教
員
無
試
厳
槍
定
資
格
ア
9
、

高
等
師
範
・科
卒
業
生
二
網
帯
、
漢
文、
公
民
歴
史
、

預
科
川
英
跨
ノ
中
等
較
員
無
試
験検
定
ア
9

，

願
書
受
付
四
月
四
日

F
迄

詳
細

胞申
則
容
照
郵
務
封
λ
申
込
T
V

タ
ジ

所
花
束
京
市
豊
品

w
M丙
巣
鴨
四
丁
目

(市
尉同
省
線
バ
ス
共
便
利
」

竃
院
大
家
臨
八
九
四
、
九
九
六

, 

-• 

• 
,. 



• 

八V
浮
土

綿
一
=
鵬
三
月
続
目

次
A
V

一二
上
人
遠
忌
を

迎
ヘ
奉
り
て
開ヰ

港
土
列
組
櫨
讃
の
敬
〈
八
百
谷
順
版
制
)
・
・
・
・
・

山
石
井
智
海
士
一
〉

日
時
悦
三
上
人
の

功
績
柴
田
玄
鳳

ハ
回
〉

"
=
一町

四
μ川

内一mu
叫-
3

三監
a::l 

r、

。

、J

lJ:;;Jロヨ

鎮
西
岡
師
の
生
涯
高

山

龍

側
枇
糊
の勢
観
房
中
村
勢
康

ハ
一C

記
主
禅
師
佐
藤
賢
順

ハ
-一c

一

記
主

総
師
・

明
鏡
の

夢
・
・
・
:
・

・
・
・

:

:
・
:

:

:

・
・
・

ハ
E
Z
V

せ
舟
誌
谷
孫
六
さ
ん
の
信
仰

戸

松

拳

川
柳
浮
世
さ
ま
ざ
ま

必
殺
)・
・

・
:
・

・

:

代

瑛
〈
盟

〉

回

重

雄
:
ハ
き

〉



、
ち
リパ
，
汁

‘

、.

• 

間名
髭士話童と説小

私
の
目

、
ら
見
に

t
t
'
t

・
・

1
1
1
1
1

』

1
8

鍍大

一
人
閣
の-B天
気

-

藤

西

洪

鐘

・

，江

の

谷

庵
・
・
井

の

伊
勢
路
に
於
け
る
記
主
蹄
師
岸

仰母、鳩:

と

鎖

仰
運
動

編

輯

キ目

談

中

康上i
 
l
 

--,
f 村原回

A
V浮
土
綿
一
一
ニ
m
三
月
続
目
次

A
V

を

守

れ
(
誌
側
)・

浅

少:

年:

兵;

士L

中

ー・回・・

エ&

ス

r、

き
、d

後

R笑秀疋受努事
..... 
，、龍

卒
・ハ
さ

一
V

静
:ご
一回
〉

慶
:
〈
聞O
V

勇
人
喜

一
〉

康
:
〈
さ

期
ハ
g
u

夫
二

こ

記



J4・;・:・:4・:・ニ・二・JL・:争ニー:+:+:・:+:・:・:・:・:・:

.3・ i絶七剥淘憩一一本願のでLt と
Ri酎貨に民本'!OI竺駐でfIあ話・も
:~， ~ 砲式 よ 像出‘ 室 はあ常 9 にず
さi芭椛りを知午=zY4p tLi傘、れ
れ辞色、、J思 亙白血l ん まf[;・t限tぎ
は制をそ会院 !~^~でナの O ~1旨
討 し施の民間 :*.'''J多 0'1 1 ~、た担
，..~ 悲しまに都「ー「大今にも舎と
さl せたま本館! ... 'の法見る光16a
t計んも.fJl社のLF曹司自暗然mu明企
列 。のし成法 占ー「牧1 '，し斬1:殺を
討 で 、特然 I A I を人た合興rた
さi 永美の K 4、 争奪強い訟へひ
号i 久鹿彫人 r .... ひ仰の撚て 、

~ ~ -. -，~øQt:誌のは 1.. < 時
計慣 定[極方法人M
~j ~ -~:ー ト てでー ー一 致，1: I "Jのるに

漁民!/ji唱ぷ3妥結i
~U~ 1t'S (惜 - mなる飽持主

計言 語 it l己的多量ZT8
3i置 31 1? !，n1 42両主総
計答 者 ?(T i征 )すよの弘法語
科詰 銭銭二 - 。り念出t志の

2j宝寺思 11弘首
ヌ烈~:t ~像空ム翌 !竺そ士 下む民之〈 御
~JiI戸寝 開桜法れ号恐桜訟ぜilfl]急 さ御 、露

c沼j位2お将誌hh訟一一.j?\
3従: f自説ゐF附ぶ恥店芯l十.三 !け! :文丈‘ぢちな

?久:0 1 .宇FJ『 念金
号 2注主 I「- E lk すι::.: . ド. . r. Ù' つ tTL

:g 二 前321
丸会 宮I ム.、 ..... 肩上様
3 実 刑 f:/l孟川人卸

iZ 35-窓会的;忠告
迫感j巾必-堅議- ig
-- TE仇吊応倒火Plf 主義

凶作品Z管言鈎
有ー干 一八足; 仁 j也 fk‘

誌面白工支ニ控訴 認
;:3 22 場蒜答肩; it 
Jt・:・:・:・:・ニ・i・:・:・:・:・ニ・:・:・て・:・:・:・:・:・



• 

戸

, 22 
滋

』、

の

つ

銀，、 11 
、、

は
.C\竺T司-, 

た

四
:1), b --

り
• 

ま

に
同

も・ 宜主

ー、堂
金』' 

も IW 
る 'n苦

tこ
る

事置
、d

人E iま

. 
心、

も 13: 
の

行tli3 
}‘、

t-,-

を ろ
ひ

助字

』ヨp -It 

せ、 も

、 け

ζ ~l. 

ん
て

円も すこ
る ど

と
、

ま
も

::. 偽3
餓

も
，、、

�' 

御
、

包 も

、、
阿必

r 

"'. 
の

. 潟、
も・

本望

，)、

• 高
な

陀抱

豆E 願をE 
日 偽き

と

‘ 
fじtfk 

回

て

時

飾

自市

••• • •• j事
••••
•• 一一 土務 月

一

、，

〈円 111 rl J且知除 a SJ) 



(10 ) 銀一一西問間!l, 一一泥
. 

/ 

比一
服門流
の

鎖:

の

三
高
僧

主

人:

上二

人組

鎮
西
図
師
の
生
涯

• 

rF1l 

龍

銭円

山

対
断
開
制
は
殺
の
仰
そ
間
航
邸

酢
のm
r
M
M

と
智
前
な
さ
い
ま
し

た
・
邸
に
抗
限
は

、

対
は
阪
・
般
の

対
な
る
よ
り
、
川刊は
一
艇
の
ん
町

一砂

に
諮
る
滋
、
m
Z鮒
隊
ひ
と
瞬
M
Vの

紗
へ
な
い
暇
で
あ
る
・

m
m純
は
鑓
り
伊
の
伊
れ
な
か
っ
た
ヱ
チ
オ
ピ
ヤ
が

、

V
M
A叩仰
と
隠
っ
た
が

、

さ

し
も
獄
悦
な
間
山
崎
も
対
燃
の
紳
砕
に
は
一
た
ま
り
も
な
く
、

ω闘
に
併
併
の
駒
山
肌

b
t

bた
.
ヤ
レ、
一
般
事
静
ん
だ
か
と
脱
ふ
と
引

A
r
rれの
附
縦
が
限
り
併
に
取
払
叫

が
部
い
てmrる。



、‘

( ~ ) ーーてり号車へ迎を忌主主人上三 ーー

一.ー
晶hーー一一一

日

一一一一一ーー~句帽回4‘~ー4・--・岨h-

三
E
ド
ル
定
忌
を
匙
ヘ
奉
り
て

調
印
土
内
川

智
長

岩

井

矢口
同

海

止
し

再
ず
菅
軒
・

'
E
ん
I
I
E
M
V
B

H
V
A
K
h
v
e
を

E
ふ
叫
ん
し
串今
住
ん

E
t
m
ta33
ん
に

m
a
N
eん

E

⑤
五
ぱ
ん
に
ん

F
-
m

背
水
の
清
議
遺
品Y
E

施
れ
て
と
\
に
八
百
歳

、

元
組
法
然
上
人
の
法
燈
燦
と
し
℃
け

本
会
土
記
普
く
、

湾
人
救

s
h
v
S
A
V

E
-

品
品
‘
ん
去
す
J

1
A
p
t
・
陶

Z
'

か
奪
怠
ゐ

・

M主
主

9
E

‘
，

v
E

ヲ
・

a
'
s
h

主

b
r

怖
の
搾
土
の
法
問
惜
益
々
、
氷
這の
光
を
郷
や
か
し
〈
廊e
bま
し
免
。
乙
\
民
主
れ
る

伊
土
門
の
典
険
は、
元
組
上

舵
ん

3
t
c
E

昨
ま

E

t
z
?
2
3

ぷ
9
3

か
た
ご
し
ん
ね
ん
忠
聖
堂

τ

人
の
山
知
荷
主る
御
人
格
と
、

深
川r
内
各
向
低
か
ら
生
れ
た
念
悌
一
行
の
聞
い
御
信
念と
に
よ

る
と

と
は
巾

す
迄
も

C

し
ん
ね
ん
で
ん
J
I
-
-
'
u
・4
令

E
A
E
吹
管
い
だ
い
つ
在
お
ほ
ど
か
ラ

-
a
f
m

古

c
f
b

ラ

と

の
御
信
念
を
体
や
相
承
し
τ

今
日
の
連
代
に
体
へ
ら
れ
党
多
く

の
御
高
徳
の
貨
い
御
帯
勢
も

わ
ず忘
れ
て
は
な
b

ま
せ
泊
。

b
'
q
h

，

A
v
b
A岬
プ
ラ

A
V

ご
と

t
B

‘

A
W酔
向

別
け
〈
も
、

器
か
ら
器
へ
水
を
移
す
が
如
く
一
滴
も
洩
ら
昌
ず
、

元

聖
'
レ
雪Z
ん

c
-
f
I

ゅR
F
bヲ

a
d
d

を

'
vん
ぜ
い
E
f
L
E
f
L

利
上
人
か
ら
直
々
に
正
統
を
授
け
ら
れ
允ニ
飢
鋭
阿
悶
師
、

問
師
か
ら

ま
〈
主

管
M
V
Kう
っ
た
を

B
L

抽
唖
ん
じ
年

b
p
h
b
h

直
接
に
そ
の
王
統
を
停
へ
ら
れ
た
三
組
記主
腕
師

‘

並
に
元
胤
上
人
の

鰍
む
に
…
制
限
と
し
て

、

総
川
町
総
・
か
ね
的

b
せ
ら
れ
た
新
時
間

m
m仇
和
岐
川
の

か
，
と
f
t

号
越
B
U

つ
だ
い
!

一
ニ
高
徳
の
功
税
は
貨
に
大
攻
る
も
の
が
あ
b

ま
す
。

S

内
三
し
す
に
ん
ぽ
弔C

な
ん
と
段

f

札
い

u
'
M，J
K
9
官
命
令
た
い
は

f
H
い
草

A
B

-
X組
上
人
後
後
、
市
都
北
偵
の
念
仙
奥
行
代
到
す
る
辿
併
は
非
常
に

あ
A
V

ま
せ
ん
が
、

司同・・F・・崎司._園町四・- -- - よ

, 
" ‘・._ー一一，一一

-、，田・・ー，司，

一
『句，一一一，



(a) 一一てりホヘ迎を忌諸人J:三 一一

一今 4 牟牟 . . ーー--_.-・ ー 一 一一-一
一 一一

の
で
あ
b

ま
す
。

己
主

L
E

ち
ん
ぜ
い
己
f

L
H
A
B

L

噛
ぜ
ん
巳
叫
ん
ぜ
い
《
肘
ん
・

4
令
に
ん

U
ん
し
を

-
4ん
聖
ん
古

今
年
、

期
せ
ず
し
て、
鎮
西
岡
師
七
百
年、
記
主
総
師
六
百
五
十
年
、
勢
甑
上
人
七
百
年
と
、
一
二
上
人
の
泣
忌

し
抽

E
と

E
A
6
Z
E

晶
'
h
A

J
I

寝
Z

'E
N

タ

r
，

B

を
勤
修
す
る
事
に
な
b

ま
し
党
準
は

、

持
土
宗
の
我
冷
に
と
っ
℃
誠
に
千
誠
一
・
過の
好
機
で
あ
b

ま
す
。

か
円
。

げ
ん
か
れ
が

f
v
h
E
e

品
。

e
が

な
い
S
い
宮
市

冨
長

H
V
U
仲
・
す
っ
せe
a
Z
ζ

れ
1
9
9
0
s
a
p
u

--
z

願
み
て
現
下
の
我
凶
の
同
情
を
眺
め
ま
す
と
、
内
外
に
一
息
っ
て
重大
都
件
稽
私
し
τ
前
古
来
竹
有
の
非
常
時
局

芯
い
忌
い
い
た

E
f

再
ん
り
ま
ぜ

R
V
I
P
-

だ
い

O
る

MV
内
々
定
三

t
命
令
民
ん
F
J
V
b

す
に
ゐ

に
際
A
W致
し
て
ゐ
ま
す
。
岡
氏
の
貨
資
は
愈
々
大な
る
も

の
が
あ
b

ま
す
。
錬
っ

て
元
組
上
人
並
に
三
上
人
の

じ
党
い
叫
て
ん

W
4

か

E
f
6
ψ
S
B

O
K

-
wps

じ
だ

H
F

・
-
ι
τ

ん

時
代
に
似
を
特
じ
ま
す
と
、
現
下
の
閥
的
川
氏
相
似
た
も
の
が
あb
ま
し
た
。
新
し
い
時
代
が
則
は
れ
ん
と
し
た
特

ん
じ
だ
い
レ

ι

じ
芳
、
-

z

s
f

」F
Z

花
守
む

ん
し
ん

B
L
-
e
p

・

E
E

ん
ι

ん
砂

u
e
A
3

慌
時
作
で、
続
時
代
を
税
索
し
て
未
だ
逃
せ
ず
、
人
心
は
そ
の
蹄
処

a
r
か
な
ら
ず
し
て
根
皮
に
枇
飢
し
た
非
常

u

じ
だ
い

ふ
曜
のん
じ
ん
し
ん
る

A
じ
ん

伊
串く
だ
う
て

い
じ
じ

だ
い

L

史
認
，

o
t
g

ぐ
ゃ
ん
与
し
雪
に
ん
厄'
B

時
代
で
あ
b

ま
し
た
。
と
の
不
安
な
人
心
に
安
心
の
白
道
を
提
示
し
て
時
代
を
指
導
し
た
人
と
そ

、

元
制
上
人
並

に
三
品
川
で
あ
b
ま
す
。
触
っ
て
向
山
似

し

は
ル
小
山
川
は
政
獄
す
る
と
は
い
で
か
併
昨
叫
ん
肪
の

佑
釘
取
引
山
は
和
が倒
的
主

仲
う
よ
仕

か
か

f

し
ん
い
た

教
に
依
る
外
は
な
い
と
確
信
致
し
ま
す
。

忌
S
K
ん
菅
ん
B

U
h
r
t

t
ま

q
u

宮
ど
仲

9

a

・

0ヲ
九
ん

阻
ん
E
f
R
ん
ミ
た
今
睦

か
く
考
へ
ま
す
と
と
、

、

に
三
上
人
越
忌
を
迎
へ
悲
る

と
と
は
伊
土
敬
徒
は
勿
論

一
一
般
凶
民
に
と
っτも
亦
紙

ぃ
'
』
V
V
ζ
&
u
-

c
・
旬
。

t
f
k
ん
ご

a
r，
a
f

し
肉
食

c
-
a
守
兵
‘

H
L
'

2
n
e
$
&

め
て
桁
な
畿
な
恥
で
あ
る
と
思
ひ
ま
す
。
心
か
ら
三
上
人
の
御-
M絡
を
似
ぴ
出
ゆ
る
と
共
に
、
協
力
一
致
り
下
け
い

聖
ん
B

々
い
だ
い
己
主

‘司
令
φ
内
世

法
忌
の
盛
大
な
る
取
を
祈
願
し
て
居
b

ま
す
。

開
時
札
q
f
w

悼
し
雪
に
ん

C
L
B

ヲ

ι
&
a
b
a
-

寓

A
7
K
A

略
，
pリ

p・
f

し
情
。
叫
ん
ぷ
噌
・
ん
せ
い
と
ヲ

激
烈
で
、

そ
れ
に
加
へ
〈
上
人
の
御
思
想
を
殊
真
に
説
b

体
へ
る
鞘
も
族

出

し
て
、

念
的
門
の
正
統
は
た
め
に

的
唱

加
‘

と
@

与
会
ほ
ふ
と
ぢ

た
晶
し
ん
同
い

R
me
E

、

ふ
ん
B
U

中

減
せ
ん
と
忌
へ
思
は
れ
ま
し
た
。
乙
の
時
に
正
法
護
持
の
角
氏
身
命
を
地
っτ
、

雄
ん
ザ
し
く
も
裕
起
せ
ら
れ
、
邪

w
u
ゐ
た
ん
し

P

ぞ
ヒ
雪

E

枠
'
h
v

し
ず
A

か
f

ゅ
う
じ
っ

b
e
Z
ん

-
b
#
ι
い

H
β
官

強
兵
端
を
榔
け
ら
れ
て

、
浄
土
教
の
礎
を
確
立
せ
ら
れ

た
の
は

、
氏
に
と
の
三
上
人
の
体
大
な
る
御
力
に
よ
る

一一
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柴

鳳

田

1. 
A 

‘ 

元
組
の
創
業

駅
し
て
俄
、
服
亦
倣
山
町

の
船
底
は
伽
対
必
恨
の
糊
僻
創
艇
に
あ
り
と
の

齢
制
般
を
ゆ

て
、
制
抑
制
判断
み
併
れ
た
川
町
艇

の
織
を
玲
り
、
府
捗
り
配、
例

‘.
e

《
雪
量
主q
E
H

曹

h
wず
・
・

8
句
aヲ
'

の
薬
品
止
め
光
明
寺
の
あ
た
り
に
、
さ
与
や
か
な
即
時

b
a結
ん
で
居
住
さ
れ

た
が
跡
も
な
く
鵬峨
市
対のほ
と
り
に
砂
紛の
ゆ
を
恥
峨
し
、

m
w除へ

附
を
税
し
て
、
い
よ

く

銃
密
耐
の
議
ず
鮮
さ
れ
た
の
で
あ

一、

鰐
慨
に
も
対
伽
は

m
m滋
に
、
対
肱
は
殿
前
に
、
埼
島
町
は
邸
側
に
膨
ら

れ
た
と
卦
ふ
繊
り
、
鶴
川
械
が

w
m
h
w

は
郎
官
跡
側
側
凶
品
々
を
対
脈
問
聞
と
酔

び
俳
れて
ゐ
る
。

現
跡
弘
樹
概
五
一
明
の
統
一
一
五
刷

、

m
m四十
一
一
一
齢
、
般
路
か
一
蹴
鰍
を
際
る
。

• 
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( 6) 一一 一一
上人の功一一 絞

宮号 鉄
の下門⑬'柄、

(r(cγ ιむ

な
い
蛾
船
別
で
あ
っ
た
。

ぷ

n
A
T
S
u
b

白
話
&
、

'
d

'
t
's
'e

a-
-
-

s
z
T
υ
"・
ら

《

炎
治
一
知
年
八
月
、
東
大
寺
の
大
品
開
時
か
内
政
さ
れ
、

k
h
v紗
し
く

閉

山
跡
的
仰
の
凶
蛾
に
純
輸
般

は
さ
れ
た
持
駒
か
ら

、

山r附6
脈く
脱
税
し

誠
一
一的
刊
の
械
に
は
従
前
九
加

の
腕
m間
約
た
る
純
ぬ
似
隙
の
問
問
に
僻

っ
て

u
m織
の
駅
叫
仰
が
側
齢
し

、

d
M齢
を
描
い
て
剛
山
村
議
鈴
の
臨
防
献
と
も
・
対

ふ
べ
き
、

蹴
鞠
苅
蹴
械
設
な
る
も
の
が
慌
は

れ
た
。
そ
の
鶴
絡
は
踊
る

諮
問
附
に
栴
枠
と
な
り

、

酔
配m
m恨の
郎
防
出
峨
を
械
め
、
総
監

の
町
一
山
陥

れ
も
倣
僻
せ
し
ぷ
に
、
践
を
彫
れ
ば
滋

ωmM
M九
ま
こ
と
は
静
除
脱
獄
の

前
総
か
と
ま
で
鰍
似
し
て

、

一
階
創
艇
の
情
叫
仰
と
な
っ
た

。

そ
れ
よ
り

郡
脈
のm
m砕
は
い
や
が
ぷ
に

も
m
mり、
鮮
日
開
鰍
m
m、
付
制
任
ty
山
リ一
波

よ
り
m
wぽ齢
印
刷

…脳
部
純
一
僻
の
悌

一郎を
締
め
と
し
て
、

一
仰
の
似
坊
は

滑
か

ら
地"山
叶の併
に
締
ま
っ
た
の
で
あ
る
・

段
品法

叫
ゆ
る
に
舵
聴
な
る
諮
鮮
は
、

伽
山
げ
に
融
税
制

r
h
r
が
政
る
も
、
慌
に

関
山
絢
の
和
勘
に
恨

ん
ぜ
ら
れ
た
の
み
な
ら
ず
、

部
川
九
八
純
の

ニ
ハ
十六

総
v
の
斜、
い
き
h
・
かの
鰐
齢
を
勝
と
し
て
蜘
鮮
は
一
切
除
都

内
時
以
刊

に
も
蹴
かで、
取
ら
九
日
前
黙
机
怖
と

h
r
m
m

の
剛
山
削
に
鋭
め

て
膨
ら
れ
たが

、

均
し
お
鰐
の
箆
に
つ
れ
、

誌
の
附
終
に
み
併
の
践
を

ら
ぬ
純
も
あ
っ
て

、

齢制
仲
以内
附
邸そ
慨
し、
m
m
wの仰
聴が市
い

だ
け
動
総
の
臨d
hm
対き
く

W
M
LV開
制M
m
m
川
の
開
献
に
限
成ψ
殴

二
、

難2

け
る
も
あ
り
、

隣
骨
ず
る
も
あ
っ
て

、

松
山の
附
ね
は
叙
僻
の
m
mど
を

骨
脚
し、
加
料W出
すの
恥m
m
w
は
-
m品目
を
航
せ
よ
と
附
び

、

町
山
に
術
一
犯
「
前
例

安
暗
ゆ
凶

包
t

s・'
・
z
・

・
.
，
、
.
E

・
u引

b

，

ρ

レ
&
a
e

A，
a

ち
。

一
一
月
に
は、門
弟
快
犯
山見出
掛の
州
省
が
死
刑
に
山
崎
せ
られ
、
制
へ
が
也

鰍
七
十
冗
の
対
飢
ま
で
が
問
府
船
酔

へ
昨W
内
陸
き
榊
に
ゆ
ひ
、

潟
町
制

九
日
批
に
は
似
し
も
訟
そ
取

H
m仰と
せ
ず
、

的
帆ろ戦・が
に
制
い
て
も

wmさ
せ

て
舵
く
こ
と
は

、
「
駆
るζれ
抑
制
尉
な
り
」
と
燃
は

れ
た
が
、

針
艇
の
問
団

佐
一
郎
に
と
っ
て
は
磁
に
幅
ぷ
も
な
い
倍
般

で
あ
っ
た
。

m
m酬
は
蹴
脈
に
静
る
こ
と
一
靴

、

鈍
く
の
抑
制
締
役
粧
し

、

却
制
さ
れ
て

脇
町
市
の
限
蹴
ぽ
以
前
ま

で
m
v部
し
、
加
(
恥
町
に
蹴
る
こ
と
内
側

、

七
十
九
蹴

の
鈍
十一肘
m
w品
川
し
、
町
る
山

b
mご
制
政
山
川
品

Hぷ
山
町
、

市
加
の
閥
、

対

慌
の
御
成
に
似
て
鰍
燃

の
聡の
慨
に
切ら
け
〈
店
側
せ
ら
れ
た

の
で
あ

.
‘
‘
，“‘」
柄
ひa

-

u

a
&

・
ゐ
幡、
hn
v
a
'
宵
宮

湿
E
，
，a，

る
-

R
a
一
た
び
地
に
略
ち
た
後
の
門
約
制
行
の
み
じ
め
さ
は組
織
す

る
に
雌
く
な
い
。
そ
の
訟
郎
な

m
vーはm
Mく
町附
い
た
。
艇
の
紙
付
刊
の
勅
停

が
対
附
仇
し
て
対
椛
の
仲
町
麟

の
椛制
札T貌
ぎ
に
山
市
る
と
い
ふ
腕
を
叫
附
い
て

も
、

と
う
す
る
こ
と
も
附
帯
ず
、
船
内仏i
p村
門
向
山
側
を
肌
剛
山
し

、

品w
m府
砂

に
ぬmち
跡
げ、
持
齢
も
位
脱
だ
と
い
ふ

の
で
い
ね
鵜
へ
、

配
峨
へ
と
購
ぎ

山
町はっ
た
こ
と
か
ら
貼
て
も
、
あ
は
れ
献
し
恥
ぬ
舷
町
内
に
も
俳
た
即
時
院
が

あ
っ
た
・

一
一一、

。
ぃ

b
u
v

内
海
の
一
f且是

織
に
仰
い
て
川

、
一
脈
る
砂
四
時
か

mmは
れ
て
ゐ
た
附
にホ
内
側く、
九
州
の
蹴

• 

一



上人功一一蹴( 1 ) 

会，一
対i，.

一一 一一の

持
ゆ
に
あ
っ
て
、
齢
跡
部
川

、
とし
て
佐
川
利
昨
俄
艇
の
対
麻
秒
・
齢
り
臆

し
て
P
M
.刻、
主
主
の
一
昨
、
態
域
紛N
M凡
で
あ
っ
た
・
ニ

齢
は
搬
す
と
こ
ろ
な
く
対
鮮
の
動
的
肋
ψ
勧
い
で

、

苅
賦
の
話
路
、
ム
ヂ
惜

の
僻
息
、
船
就
き
出
品
部
隊
載
の
ぬ
町
る
貯
畑
山
の
崎
駒

W
H
H
、

ニ
酔
の
砂
町
似
を

m
wばす
に
位
争
の
安
階
も
な
く

、

揚
ぷ
に
抑
献
の
断
骨
出
品

V停
の
胆
さ

んW陸
をm
vて、
続
磁
の
宇
限
四
十

λ
、

殺
繊
の
鶴
也
紗
十
七
織

に
準
し

た
。怠

齢
も
特
く
よ
り
一
一
酔
の
対
船
に
は
版
部
さ

れ
、
二
時
町
が
掠
め
て
郡

佐
に
店
内
し
た
の
は
獄
川
九
八
的
、
一
一
子
大
抵
の
陣
貯
の
俄
で
あ
っ
た
が

、

掛
川
符
に
は
艇
の
勾
く
の
開
時
を
統
制
問
き

、

協
は
以
協
和
な
り

、

m
m伸
に
ル
甘
え
た
り
・
明
く
山
川
悦
を
似
し
て
結
問
に

磁
む
べ
し
。

と
て
硲
抗
議
議
務
地
中
A捌
け
ら
れ
た
-
mニ
配
批
に
も
協
に

航
邸
の
翻
躍
を
舵
じ
、
拡
斡
創

M
m
4・
一叫
問
的
地
に
、

h
v下m
m
W
2
一m
wの
撚
)
は
府
郎
一
伊
川
店
よ
り

、

般
の
純
く
儲
刈
に

ω叫
ん
慌
の
滋
を
m
F協
へ
は
.
な
り

、

間
一
判
断
の
一
蹴
の
況
を
鵬

け
域
，
ら
ん
が
織
に
、
制
仇
七
慨
に
印

刷り
て
峨鮮
の
僧
職、ζ椛
じ、
わ

な
な
く
/
\
出
し
m
L
g
d
ぷ
な
り
・

、
と
一
砂
へ
て
同
町
ら
れ
る
・
苅
叩
明
れ
鰍
一
一
の
慨
燃
山
川
山
川
と
し
て
脇
か
し
か
ら

ぬ
必
憾
で
あ
る
・

偽
る
に
教
佐
の
一
一
一
昨
に
と
っ
て
蹴
が
の

m
m蹴
ゅ
は
滋
慨
な
る
俗
億
劫

の
脈
問
い
こ
と
で
あ

っ
た
が
、
階
尽の
加
納
と
骨
ーは
う
か
、

一
一
品
川

七
十
七

訟
の
お
膨
ら
予
も
此
恥
日
ル
の
眠
か
ら

、

笹
川
加
制の一
税
制
が
紛
れ

て
貯
た
・
札
Wは
入
札
加
に
協
し

m
u
u
w
問
鰐
を
般
向
、と
い
ふ
融
州
市
川
働
憾
で

こ
れ
ぞ
能hh
a野三
齢社
説
航
船
で
あ
る
・
掲
院
の
一
一
一
舶

の
…mび
は
い

か
ば
か
り
で
あ
っ
た
か
・p
rのか
乎滋
にb
rけて
、

野
れ
続
開
凶
け
跨
龍
れ
砥
世
幻
し
か
ら
ず
、
粉
婚
の
品

w
m
p邸へ
ば
脈

管
提
・
か
ら
ず

e

締
り
と
臨
(
も
野
が
越
は
鮫

m門
司
一
一
一
舶
の獄)
に
儲
け

範
ん
ぬ
・
出
船
偽
く
ん
ぞ
的
問
、
え
ん

、

燃
附
は
砕
れ
や
が
間
体
併
に
訟
れ

る
な
り
。

と
一
甘
は
れ
た
と
ら
る
が

、

掛
町
〈
h
r総
和
仰
と
い
ふ
よ
り
仰
は
な
い
。
賊

し
て
二
艇
は
牽
た
ま
で
に
対
く
繋
為
慨
を
犠
し
古
る
や

め
除
問
問
刊
の

二
府に
お
脱
さ
れ
た
の

で
あ
る
・

l珂

山
聞
東
の
一
一
一
組

勝
一
一
一
察
長
砂
はこ
酔
のゆ
炉
内
町
け
、

附く
も
撃
せ
ず
、

的

い
で
舵
織
の
甘
削
除
へ
駅
り
、
何
十
仙
川
附
山
町
山
川
悦
斜
地
内

M
Vル
引
に
似
ひ

脱
去
十
に
な
っ
て
織
附
苔
怒
し
、
船
山
削
除
制
の
山
町
に
昨
か
れ
た
の
で
あ

る
が
、
殴
殺
す
る
に
一
一
一
脈
つ
照
時

M
m
mには
伽
砲
の
対
側
仏
が
砂
め
ら

れ
て
ゐ
た
で
あ
ら
う
・m
mら
く
二
仰
向
隣
仰
に

同
町
ら
れ
た
慨
に
も
徹
郎
氏

込
執
鞘
が
鳴
ね
ら
れ
た
こ
と

L
m
m
・
品
。M
r
h
r

な
れ
ば
均
伽
の
仰
向
聞
は
鴻

向
日
一
何
の
肱
俗
に
て
沼
静
智
治
に
は
十
州
制
川
町
働
い
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。



( 8) 一ー 一一

• 

人の功一ー 鍛

/J・t.' l~ド

管事 鉄

の下門⑩
百'("'"ω

て
出
慌
を
総
び
、

六
十
郎
留
に
m
m淀
払
艇
に
幻
っ
て
動
防
和
也
の
部
泌

を
倖
し
、m
Uに
村m
mと
の
滋
鍛ψ・
慌
た
ん
臨
に
七
ト
八
抵
の
都
島
中
除

し
て
此
縦
し
滞
低
十
械
、

m
m住
町
絡
の
悌
一
札
宮
山
川
臥
し
て
山
町
ぴ
館
鋭
に

蹴
っ
て
般
に
な
町
制
さ
れ
た
。

一
一昨
は
践
に
獄
刊
行
械
の
踏
に
税
制
、
刃
向

V
M叫に一
一俳
の
獄
叫
にm

鰍
を
縦
し
、
臨
m
b
ι
昨
す
』
と
五
十
餅
献
と
い
は
る
与
も
、
郎
総
に
は
二

十
餅
炉
入
十
郎
総
に
胞
び
、
町
下
・
ま
た
併
が
慨
川
町
で
六

b
wを
世
つ
る
に

設
っ
た
魁
で
あ
る
・

都
制
械
が
の
一
昨
・一品
川
と
い
へ
る
そ

の
で
怖
はm川
町
相
対
舶

の
ニ
静
を

如
し
、一-
hほ
と
は
対
脈
侃
附

M誌
の一
一・
伽
そ
駒
ぐ
る
の
守
、
材

M
W鋭
併

の
側
主
識
は
件
の
側
一
知
山
町
伽
に
山
町
っ
て
叫
〈
邸
し
た
の
で
あ
る
。

判
明
鮮
の
蹴
純
ゆ
佐
川
世
獄

の
郎し
い
m
m肢
が
あ
っ
た
に
も
せ
よ
、
総
織
な

る
潟
町
田
の
飯
町
と
、
獄
恥
滋
の
夜
詐
知
世
と
に
よ
っ

て
、
艇
に
鮮
か
す

べ
か
ら
ざ
る
ゆ
紛
が
縮
か
れ
て
ゐ
た
。
配
総
九
州
は
縦
磁
の
縦
〈

}
一
加w

m九
日
協
の
蹴
似で
蹴
る
蹴
に
仰
向
郎
防

の
郡
山
慨
が
儲
け
ら
れ
て
あ
る
・
そ
こ
で

一
一
一
脈
は
知
づ
締
めの
十
例
慨
を
料
照
の
和
郡
に
恕
し
、
邸
て
総
鮮
のm
m

悦
附た
る
腕m
mを
酢
ざ
し
て
滋
即
聞
を
慰
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

議
の
俄p
d
d
械が
職
時
を
瞬
い
て
か
ら
六
十
郎
九
を
曾
て

、

税
制昨
船
一
執
憾
の
ゆ
附
?
と
な
っ
て
ゐ
た
。
.
吟
や

・町
内
刊
に
府
さ
ん
と
す

る
舗
は
がつ船
似へ
枇
山
間
す
べ
き
で
あ
る
。
献
を
助
て
縦
隊
撤
内
対
磁

の
m
低
を
静
飴
せ
る
三
一
僻
も
、
蹴
川

u
m
m
川
町
と
して併
砂
の
対
慨
に
慨
し

て
は
対
路
町
加
の
砕
脱
色
体
め
、
倣
州
械
部
や
へ
献
で

h
は
齢
制
掛
川
加

の
援
を
倣
ぎ、偽
に
議
議
よ
り
議
卸
艇
の
症
に
相
談
し

‘
‘
，E
キ
，

中
京

に
新
脈

城
、

っ
て
賊

秒
の
筑
傾
向
川
悔

は
苅
跡
の
臨
戦

よ
り
芯
然
、
阪

駅
伝
同
町
い
h
v
b
z

bた
の
で
あ
る

が
、
そ
れ
山
中
に

五
、

一一一一一一一
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者
一

一 一一

、

併
み
山
ま
り
・
防
波
恥

m
.
m
m

ら
対
加
の
齢
制
札

V伽
一砂
し
た
刈
は
脚
部
副
舵
山
防

総
和
民
法
で
あ
る
。
対
時
郡
制
施
脈
の
蹴
脈
搬
に
対
縦
の
限
郎

ιr・m川
町
聞

し
て
問
一
問
山
川
部
よ
り
瓢
照
山
静
剛
山
総
関
対
術
学
の
鵬

b
k黙
秘
し
、mk
h
v

酪
鰍
郡
部
な
る
苅
齢
のm
m械
をm
m蛸
し
て
佼
慌
の
が
封
印
有
関
脇
の
却

を
都
か
れ
る
輪
銀
く
波
川
伊
対
の

金

脇@
で
あ
る
。

寂
街
徹
賠
隈
隈
宇

の
内
献
に
織
が
勲
醗
川
町
恥

w
hum
m
m
蝋
ザ
と
い
ふ
税
が

あ
る
。
そ
の
嘱
の
持
続
伸
骨

bF儲
ハ前
官
民
お
尻島
掛
照〉
の
仙
w
m
m
の
部に

山m
M川
之
御
安
閑
臥
船
舶
山
則
市
米
官
官

ヲ

z
a

‘E
RE

-

-

Ese

ta

r 

時
店
保
乙
家
紋
品
向
車
サ
位
向
間
百
円

予

定
月
十
骨
ヨリ
二
十
流
飢
迄
於:品V
M

院
一
別
時
念
油
開
叫
和
市
桃

m
m
齢
制
秒

主
総
齢
で
制
さ
れ
て
あ
る

。

が
も
ル
町
の
h
p・
ゅ
は
川
町
山
川
安
佐
て
ゐ
る
た
め

に
舵
ん
ど
酔
み
艇
い
が

、

山明ひ
ωー
よ
り
聞
こ
行
二
十
制
限
に
、

附
叫
す
の

仰
即
時
臨
峨
と
い
ふ
け
川
が

wm悦
郎
に
除
み
般
か
っ
た
の

で
加
山
川・
抑
制
に
m

.

し
勝っ
て
卸
か
れ
た
か
ら
除
く
鈍
る
・
こ
れ
な
ん
対
舶
の
鰍
倣
体
慨
に

郡山
肝
の
郡
山W減
r
w制
拠
制
的
ゲ
』る
臓
な
く
こ
れ
そ
附
加ザら
れ
た
と

あ
る
獄
材
慌では
あ
る
ま
い
か
。

m
w恥
七百
二
十
般戦
b
kて
、
一
戸
川
町
蹴
叫
が
峠
の
航
附
附
止
符
蹴
航
す
る

院
は
、
蹴
惚
炉
蹴
な
る
も
の
が
あ
る

。

か
〈
て
m
m刊
に
仰
け
る
鮎
微
動

の
取
駅
も
ゆ
仰
の
抑
制
械
に
は
指
し
ゅ

ず
、
局
印
刷
の
創
出
備
は
概

亦
…叫ん川
崎
紛れ慨
に
や
況
し
て
h
wっ
た
の
で
あ

る
。

結2

足吋

山
崎
に
し
て
脱

へ
ば
野
が
税
ナ
獄
は
怖
に
料
胞
に
腿
ま
れ

て
貯
た
も
の

で
あ
る
。
概
め
対
即
開

が
m
m紛
の
い
刊
婦
に
日
山
町
船
隊
出
制
し
て
四
十
似
刊
の
眠

m

tザ・綜
け
、
般
紙
に
は
波
阪
と
は

一昨
へ
叫
山
脈
問
臨
ま
で
お
や

・磁
川崎
し、
ニ

官
は
か
紙
北
川
間
対
俗
骨
法

的
問
川
岸
た
り
し
根

叫ん
慨
に
問
じ
く
四
十
除
純

蹴
倣mmの
駆
磁
を
鯖
き
裁
問
臨
む
き
畿
は
蹴
院
議

の
純
晶t
m跡
蹴
蹴
齢
制
措
を

保
持
し
て
知
ふ
こ
と
な
く

、
一一
一抑
制
は
掛
八
燃
に
激
腕
し
て
蝦
川
崎
十
八
甑

椛
鰐
協
のmw
r
ψ

・隙
析
し
凶
て
脈
開
制
郊の臨
川
に
慨
制
的
な
る
倣
仙

の

出
械
や
献
ぎ
、
静い
て
は
蹴
件
特
釘

の
肌m，伶
ω
w
b

伽
官
邸
一
概
獄
・
村
山
に
協

和
し
ゅ
た
の
で
あ
る
。

諮
刷の
湾
問
地純
一斑
に、

川
町
に
h
wるべ
し
、
慨
がめ初
、
船
酔
を
附
い
て
m
凶
に
あ
た
れ
り
。

創
憾
の
柄
、
純
射を
猷
じて
仙
川
断
bふ
た
り

と
い
へ
る
も
似
な
る
織
である
。

-
t

f
p
F

，
、
t
3
1
4
Z
J
}
B
B
E
E
t

‘

t
J
E
t

g
p

E

‘

{
t
p
}

〉
、

i

‘
i

h
h

〉
、

t
t

t
p

』
も
t

一
釘
一
郎
節
度
思
尚
一
昨

匂
句
集
{
と
い
ふ
こ
と
は
、
あ
ま
リ
に
う

一

町

一
E
-
E

b
F
ゅ
­

一
づ
お
〈
い
み
じ
き

棋
な
れ
ば
、

吹
身
の
い
ふ
に
か
ひ
な
く
、
い
0・
し

一

町
内

d

絢
‘.
L

A
P-内
必
ん
­

一
き
に
付
け
て
も、
い
か
ピ
あ
ら
ん
と
思
ふ
は
、

之
μ
却
り
て

一一位
の
一

一
悦
ば
と
も
い
ふ
べ
き
か
、
掲
械
は

W
峨
に
て
こ3
0
を
縦
ず
る
に
、

一

一
あ
重
り
に
併
し

き
的
を
ザ
ら
せ
ん
と
い
ふ
を
附
き
て

、
約
伊
?
』
と一

~
"
、

z
a
.，
‘
品
細

い

主
'
r
Z

ふ
か

『

一
も
あ
ら
ん
ず
ら
ん
と
思
・
山一は
、
先
築
物
に
品
川
て
欲
心
の
撚
き
に
よ
る一

u

h
y
n，M
e'
aJ

h
v
'己
駒
A
Y
W

一
な
り
。

・
てn
いが
往
生
の
せ
ま
￡
し
き

に
、

も
し

伎
山比
一
せ
で
も
や
あ

~

一
ら
ん
k
成
立
同
一
、
起
か
へ
担
て
僧

l
huv悦
川
い
と
も
い
ふ
べ
き
か

d

一
一

町一一一一
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比一
服門流
の

鎖:

の

三
高
僧

主

人:

上二

人組

鎮
西
図
師
の
生
涯

• 

rF1l 

龍

銭円

山

対
断
開
制
は
殺
の
仰
そ
間
航
邸

酢
のm
r
M
M

と
智
前
な
さ
い
ま
し

た
・
邸
に
抗
限
は

、

対
は
阪
・
般
の

対
な
る
よ
り
、
川刊は
一
艇
の
ん
町

一砂

に
諮
る
滋
、
m
Z鮒
隊
ひ
と
瞬
M
Vの

紗
へ
な
い
暇
で
あ
る
・

m
m純
は
鑓
り
伊
の
伊
れ
な
か
っ
た
ヱ
チ
オ
ピ
ヤ
が

、

V
M
A叩仰
と
隠
っ
た
が

、

さ

し
も
獄
悦
な
間
山
崎
も
対
燃
の
紳
砕
に
は
一
た
ま
り
も
な
く
、

ω闘
に
併
併
の
駒
山
肌

b
t

bた
.
ヤ
レ、
一
般
事
静
ん
だ
か
と
脱
ふ
と
引

A
r
rれの
附
縦
が
限
り
併
に
取
払
叫

が
部
い
てmrる。
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訟
や
川
町
鵬
り
の
都
品

Wに
除
て
も
ヤ
レ
総
松
山
川
勝
い
た
蹴
倒
川
和
一
郎
た
と
邸
寺
弘
も
な

き
抑
倒
。
九
即
を
慨
じ
て
駅
械
の
山
町
奴
そ
勧
て
も

m
V制
燃
に
隊
問
般
に
、

W
た
蹴
山
町

般
に
蹴
て
も
、
殺
だ
拙
併
の
鶴
野

tザ
・
保
て
勝
る
と
は

h
pひ
餅
ら
れ
な
い
。
杭
へ
て

炉
れ
ば
仲
砕
か
ら
仲
齢
滋U付
税
制
樹
、
お
ち
つ
き
の
な
い伽
櫛
で
あ
る
。

か
や
う
な
即
妙
に
備
政
政
や
は
毅
仰
向
と
し
て
、

h
M
M
げ
な
る
陳
舶
に
潤
泌
す
る
も

熱
っ
て
芯
そ
溜
へ
、
飴M
hと
し
て
殴
し
作
く
鵠
似
の
克
ゆ
を
将
め
て
応
部
に
官
き

て
伊
き
た
い
。

同
町
僻
す
れ
庄
町
八
百
五
十
純
の
齢
、
郡
部
械
は
慰
し
て
蜘
附
。

ヂ
滋
も
な
く
、Wぎ
に
は
態
誇
の
蹴
あ
り
、
倣
に
は
制
仰
の
訟
あ
り

、

怖
は
刈
掛
の
艇
れ
に
隊
れ
、
鈴
や
間
総
ひ

m
m
m
榔
昨
ぎ
、
川
川
は
お
ど
/
\
と
し
て

的
き
必
も
な
く
、
山
川
町
却
の
併
悦
・
和
賠

t
r・
郎
け
L
る
嶋
、
似
ド
γ
限
よ
り
出
向
ひ
が
っ

て
蹴
仇
し
て
官
き

m
wる
猷
や
・
峨
ら
か
に
都
市
せ
ら
れ
た
伽
蹴
が
あ
る
。
そ
は

m
vふ

滋
も
な
〈
郡
創
出
聞
の
諮
齢
出
燃
品
川

v
h
v
ら
せ
ら
れ
た
。

対
伽
肢
は
川
の

m
w対
な
る
倖
蹴
似
の
慨
は
、
制
限
付
加
山
糊
す
る
滋
[
も
な
い
が
、
蜘
川
町

に
対
日
川
併
に
馬
、
慾
眠
一
都
宮
き
な
悌
な
け
れ
ば
、
あ
た
ら
綿
一
蹴
の
滋
臨
し
も
、
一

隊
駐
て
に
な
り
蹴
っ
て
、
能
慨
に
艇
は
ら
な
か
っ
た
で
あ
ら
ふ
。

斡
ひ
な
る
齢
、
総
鍛
臨
対
必
ま
し
ま
し
て
、
低
限

m憾
と
し
て
併

に
F
、
緊
裟
艇
に
七
行
七
十
斜
、
齢
的
民
へ
に
版
本

般
の
刈
川
町

b
E射
的
ひ
、
紙
日
川
も
耐
附
俳
仰
静
紗
仰
の
臨
の
玲
に
、
官
か

さ
れ
棋
は
れ
部
て
ら
れ
て
、
山
川
邸
主
十
側
役
一
川
磁
く
静
み
し
め
つ

L
、
俄
の
酔
を
か
け
て
、
慨
る
く
酪
し
く
悦
よ
く
猷
み
伊
く
べ
き

邸
か
・
恕
さ
れ
た
の
で
あ
る
・
脱
へ
ば
ニ

m
r附
附
附M
W紙
品
店
七
十
七

制
刊
の
山
抑
制
仰
の
臨
郡
山
、

M川
を
助
て
か
叩
閉
山
鵬
し
減
，
ら
ん
。

働
ゆ
り
融
じ
て
服
飾
品
町
き
ま
し
て
よ
り
側
側
叫

m
m
w
七
判
例
旬
、
鰍

m
v

は
都
島
に
山
川
村
~
郡
山
や
山
総
へ
必
，
る
の

m削
除
に
閥
的
し
た
。
料
品

Wた

る
も
の
仰h
r
m
v
る
限
り
の
対
そ
航
し
て
、
均
体
酔
鍛
仇
ゲ
・
間
似
せ
ね

ば
な
ら
ん
。

綜
限
公
μ川

、
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.. 
‘
L
・

t

・ω
Z
A

，
、

元
館
内
門
下
は
多
士
惜
別
叫
ん
で
は
お
ゆ
っ
た
が
、

て
は
、
そ
ん
な
に
、
ざ
ら
に
あ
る
も
の
で
は
な
い
。

m明
が
伊
っ
て
も
慨

が
貯
ら
な
け
れ
ば
い
か
ず
、
般
か
い
伊
っ

て
も
掛
が
除
ら
ず
で

は
い
け
な
い
、
駒
山

M縦
m
wの
刈
とm
rへば
、

N
-も
拙
町
も
踏
め

て
似
い
。

総
郡
山
店
店
は
齢
あ
る
仰
向
伊
予
の
叫
に
も
縦
断
射
に
航
れ
さ
せ
縦
ふ
た
艇
は
鈴
の

動
肱
川
町
制
舵
山
伊
織
の
船
織
で
も
鈍
る
@

舵
町
一
円
一
一
~
・

i
l
、
や
ゆ
…
慨
も
』
レ
・
込
し
み
総
い
船
酔
で
あ
ろ
ふ

i
l

鋤
-
Wと
は
和
制
九
州
一
蹴
を
ヂ
島
町
で
あ
る
が
、
九
州
に
も
か
椛
エ
ラ
イ
ば
は

情
川
山
川
町
た
が
、
時
な
る
「
九
州
の
抑
制
」
と
い
・
掛
か
勝
で
な
し
に
、
強
〈
九
州
封

か
そ
ほ
お
し
た
、

ヱ
ラ
イ
刈
で
紗
っ
た
と
い
ふ

、
縫い
r
m蜘
の
静
を
除
め
た
か

h
r

に
限
て
、
償
配
球
と
中
び
吟
る
、
い
と
ど
協
か
し
い
叫
切
符
で
あ
る
・

し
帯
型
企
，
で
ん
じ

正
統
的
時
持

の

--

~ - x 

• “一
• 

一ー

ー- ..，.司-

一一

. 

一
勃mm砂
の
低
に
砂
ゆ
る
も
の
と

鵬
践
は
な
か
く
の
す
す
静

っ
た
貯
け
に
、

ほ
の
税
は
鎚
り
静
め

な
か
っ
た
と
い
ふ
偽
記
が
、
二
一
鮒
岡

崎
附の
叫
邸
をm
uがれ
た
料m
m俄
僻
邸

持
隔
を
.
紙
慣
し
て
、

『
対
織
は
さ
ま
で
山

h
b
r
と
い
ふ
却
に

は
伊
か
ぬ
が
、
掲
部
却
に
は
蹴
ぜ

ず
に
は
酔
ら
れ
ん
』

と
い
は
れ
た
砺
に
島
て
も
、
伽
仰
に

郡
創
出
ぬ
い
脱
棉
榊
艇
い
、
獄
ま
れ
る

放
で
い
伊
っ
た
税
は
除
滋
ひ
は
な
い
・

そ
れ
搬
に
こ
そ
渇
仰
は
鰍
併
の
仙

w
h
v

干
の
叫
に
雌
一
ば
を
撚
ん
で
、
部
品
町
織

の
帰
山
加
と
な
り
静
敵
対
の
仰
苧
漉
し

と
な
っ
て
、
縦
二
m
wと
磁
め
ら
れ
た
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に
溜
ひ
は
な
い
。

年
な
る
織
・

沼
町
山
十
純
一

M
M川
中
ハ
川
町
船
ぬ
の
闘
は
、
ほ
拘
滅
的
地
く
も
凶

n

し
て
M
m
m
印
刷
あ

'

t

，
‘

‘
，
b

食
a

同
筋
と
下
脇
あ
ら
せ
給
ふ
た
・

部
し
、
対
仰
の
時
m
m
V誠一
昨
に
紙
邸
せ
・
ヲ
れ
た
山
崎
ペ
句
と
い
ふ
川
町
山
認
し
ゃ
昨
め

ζ
a

・

駒
4

5
z
ζ

亀

4・

・
‘

さ
せ
ら
れ
た
も
の
だ
と
い
ふ
政
宮
、n
n察
し
岬
ゆ
る
ゆ
が
出
来
る
。

の

-〉ペ4.r

日J
a

%
も
ぜ
い
レ
キ

'
'
h
'
h

銀
西
上
吹
い
と
は

ど
ん
な
御
方
?

一一

、
・司
、
¥
 

-a 

偵
をm蹴
る
悦
七
百
七
十
七
純
の
悦

一
一
隅
日
付
邸
の
鵬
僻
こ
戦

r
A
M
T

ハ
伊
、

指
紋
瞭
讃
到
蹴
叡
別
邸
ロ府U
Kの範

4
T僻
げ
さ
せ
ら
れ
、
昨

W似
拘
引
慨
を
地
取

れ
川
憶
と
材
鼠
た
。

制
ん
獄
は
鰍
峨
の
鰍
対
航
政

h
r
m
町
内

服
齢
、
献
滋
は
前
川
郎
、
件
目
品
川
料
体

一
一一一双
山
伊
ら
せ
ら

れ
た
。
一
一
舶
は
抑
次

男
坊
で
あ
る
.

んw横
倒
縦
の
鴻
い
御
船
で
伊
っ
た

と
ル
ヘ、
j
m
A

M
mも仰
向
に
峨
恥
し
て

コ
一
一
伊
郎

、
と仰
せ
ら
れ
た
。

伐
崎
一
一
議

、

mA制
対
隙
蹴
七
誌
に
し
て
L
v
m
め
やの
脱
出
臨
持
跡
に
応
能
し
、
十
四

能
鰍
加
持
し
て
純
れr
h
m
m
総
m
m鰍m
mと
聡
か
れ
た
。
械
が
勝
沼
の
際

は
眠
らm
m伸排

除
艇
と
仰
せ
ら
れ
た
。
齢
的
抑
止
一
郎
の
腕
滋

、
九
州、
一
m
の
内
山
剛
山
知
桃
そ
附
加

し
て
、
ド
ん
さ
に
附
郎

b正
時
ね
部
誌
を
即
輔
ら
れ
た
が
、
前
川
町

一夜
慨
側
部
て
紙
同
に

喰
ら
し
仲
町
山
川
町
山
掛
川
胤
榔

M
Wに
跡
加
し
.
邸
川
川
郡
仙
川
駅
岬
町
山
崎
齢

、
か織
に
繊
札
T
-
m
慨
・
り

削
山
口
剛
一
開
似
の
丸
山
川
叫
ん
腐
と
ホ

m
mすベ
ぎ
泊
山
のm
m
mに
町
き
、MM拡

ハ
ニ
凱
同
副
丙
上
人
制
め
t
由H
木
骨
官制
跨
に先
制
法
然
上
入
念
館
ムa
v

'
L
V・
-

4
、
T

詩
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の
舵
払ψ・
邸
り
た
か
っ
た
が

、

品
川
て
配
仙
川
即
日
附
の
卸
小
川
に
蹴
き
て

、

邸
め
て

叡
艇
に
問
を
貯
め

、

金
ハ
鉱
鵬
島
町
ず
の
守
本
一
附
の
縦
一
宮
野
町
し
て
、
誠
一
利
航
似
を
就

航Wに
溜
ふ
る
蹴
、

ゆ
く
り
な
く
m郡
山
胤
此
必
に
蹴
織
し
て

、

郎U
m服
、
縦
に
鈍
叫
円
一
跡

〉』
慨
宮
、

判
的
品
加
齢
の
鵬
踏
を
撒
慨
し
て

、

械
が
時
に
除
芯
し
前
日
昨
八
靴

、

対
処

期
制
問十阿
誠
に
し
て
悩
総
限
り
な
く

、

総
に
娘一
一一
昨ψ・
紙
撤
し
、

仰
向M
W併
も
だ

し
が
た
く
術
開
叫
に
駅
っ
て

、

七
十
七
燃
の
川
内
郡
山

U縦
諮
ら
ぬ
臨
も
な
く

、

千
か
や

m
の
対
政
蹴
を
虚
し
て

、

静
脈
問
一
明
二
府

4
H九
民
間
山
総

と
し
て
船
舵
対
俄
恥

b
v
m
w

慨
を
砕
け
さ
せ
縦
ふ
た
の
で
あ
る
。

侃川
飾
郡
山
駅

の

「
静
蹴保
てmwた
る
鍛
や
腕
峨
」
一
一
一

十
六
一
瞬
鈎
け
る
が
傾
き
蹴

峨
の
特
に
も
、
鷲

に
伊
都・
守i臨
時
一
附
、

作
で
こ
そ
七
一
M
M附
勝
一
瞬
舎
雌
り

、

砂
し
も
ゆ
き
れ
も
せ
ぬ
鯨

椛
州、
心
川
沿
に
総
た
る
出

町腿
悶
で
は
あ
る
が

、

八
行
仙W純
の
怖
は
、

件
m
w
J
情
砲
る

て
ふ
、
応
v
m献
の
肘
{
ひ
蜘
る

、

ルw
b
r
仲
町制ケ
限
一
慌
の
伽

喝
、ル
町
砕
に
制
服
を
僻
ん

で
、
腕
か
に
叙
備
し
て
静
る
獄
都
が
静
っ
た
。

併
は
熔
掲
の
識
に
臓の
斡
砕
、鶴
川u

m
T
と
九
町
線
ら
れ
捕
な
船
艇
知
ら
、

m
mに
駅
め
る
叫
郎
総
は
帥
ら
併
に
慨
は

れ
、
h
v

を
砂
ふ
て
叫
慨
ひ
終
る
も
の
路
島
の
艇
〈

、

m
M・燃
の
抑
制
に
創
艇
の
脳
は
敵
ま

り
九
か
っ

た
。
特
す
滋
も
な
く
滋
縦
訓
山
内
の

h
wり
の
俄
艇
で
あ
る
。

獄
b
r叫
川
勝
は
伐
の
品

H
}丸
山
剛
四
一
眼
の
対
伽
同
紙
獄

、

悦
均
峨
践
の
滋
り
に

、

取
猷
一
一
五

M

mり
慨
抑
十
奴
昨
り
て
ふ
村
や
か
な
峨
に
山
崎
町
附
し
て
砕
ら
れ
た
。
船
酔
に
脈
問
と

し
て
航
れ
純
っ
た
寸
仰
の
倣
械
執
が
伊
っ
た
。

あ
T
w
u
p特
す
内
併
の
繁
で
答
る
、
慾
山
内
恥
ひ
た
い
』

膨
は
釘
俊
一
恥
一
昨
の
砂
町
に
滋
し
た
。

郡
山
艇
の
白
川
和

、と
あれ
ば
お
舵
かしい
吹
誌
叫
を
践
し
ま
す
る

4

院
はw
u
m
m
H

ハ
斜
路
一
h
一
郎、問
削
除
附
く
艇
も
訴
し
き
鰍
艇
の
獄

l
l
。
一
加
は
陪

材
紙
一
の
対
収
柿
対
級
品
川

、

一
一
却
は
九
州
鰍
一
の
対
樹
林
対
鰍
柿

、

楠
慨
し
て
ん
千

倖
の
こ
除
問
よ
り

、

磁
の
十
二
除
砂
ぎ
滋
、
蹴
川
十
時
附
一
仰
の
取
訟
を
隣
け
て

鵬
刈
羽
町
、
純
一
静
の
対
総
慌
の
献
に
は

、
さ
し
も
m川
町
治
政
刈
も
耐
べ
却
が
ら
ず

、

特
剛
町
駅
澱
に
鴨
び
つ

h
、

僻
げ
ば
駅
以
降
く
艇
が
ば
紘

J制
限
し
、

磁
踏
の
対
跡
蛾

耐い
は
抑
猷
燃
は
殺
な
り
と
、
必
か
ら

m
m附
し
て

『
脳
級
の
開
き

を
仰
ぐ
が
縦
く
部
配
の
艇
を
鰐
む
に
跡
た
り
』

と
趨
誠
蛇
せ
ら
れ
た
階
の
紛
娘
、

慨
仇
ザ
の
印刷
臨
ぞ
、
m
wに一
附
の
対野
敏
m
mであ

る

か
く
て
川
町
内
山
の

m
mり
儲J刷
協
く
、

m
m悦
よ
り
似
肱
m
m山V鰍
純
一m
r山
町
く
る
械

な
ら
銭
を
字
、

間
援
接
続
舶
の
鋲
を
慨
ひ
っ
弘
、

『
齢
制
川
駅

η
ナ
タ
は
船特
融
市町Yの
件
鰍
椴
も
さ
る
税
特

、

げmM川
は
慨
併
の
体
都

臨
時
に
一
間
倣
は
仰
憎
み
し
て
は
い

W川
町
で
す
。
』

断
防
和
阿
川
聞
か
に
仇
削
減
品
川
川
も
附
闘
の
惚
り

、

一
間
制
い
て
腕
に
品
川
航
り

駅

臨
し
縦
ふ
て
ゐ
た
の
で
伊
ち
伽

x
h縦
ふ
伽
の
抑
制
は

、

『
射e
mVの
m官
邸
倣
憎
か
あ
る
、
品
付
く
鋭
ら

れ
よ
佐
山
田
の
探

せ
ん
』

似
般
を
黙mwし
た
丸
山
山
知
は
品
々
は
、
峨
蹴
伊
く
般
は
ず

、

a
wなら
h
m
m
泌
を
そ
れm訟
にω
ゆ
す
川
間
さ
m
m酌
た
さ、川川
と
畑
町
聡
の

特
し
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-a' 
m
も
な
し
a

Fa持
出
品Wせ
説
じ
て
般
指
令
敵
地
せ
ら
れ
た
と
い
ふ
脱
で
あ
る
。

m
v
m
怖
と
い
ふ
跡
統
慨
加
の
畿
や
か
な
る
艇
よ
、
制
州
仇
ザ
は
幅
一
…
仰
や

-
bて
も
いw

m
wに
地
-
昨
日

h
m
m
紛
品
川
に
殿
場
せ
ら
れ
た
か

、

佃
町
総
泌
総
の
渇
か
ら
ざ
る
を
脱
は

ざ
る
そ
惨
な
い
.

m
w眼
目
々
の
却
が
体
. 

の

民
間
川
は
慌
に
瓜
に
も
錦
、
制
は
勝
け
縦
へ
府
船
w
m
w
静
貯
備
と
職
へ
ら
れ
た
と
い
ふ

ζ
&
 

w叩
で
ゆ
め
る
。

仙
椛
戦
続
出
H鰍
釦
同
船
配
備
は
、
話
恥
肘
滋
燃

u
A
A
V
材
開
配
制
併
の
村
岡
で

h
vって
、

m
A併
問
般
協
の
鰍
限
で
あ
る
ゆ
断
抑
制
殺
そ
麟
れ
て
慨
が
叫
加
は
な
い
。

倣
し
む
に
織
は
れ
て
、
脳
件
も
T
m
m
れ
、

一
にも
こ
に
も
阪
府
け
w

封
ぷ
純
ノ
ヘ

仙
即
時
に
叙
併
せ
よ
と
い
ふ
の
で
は
な
い
・

件
除
に
対
銃
似
の
慌
紙
吹
臨
め
、
援
す

r
p
っ
て
、

脳
内
徽
仇
緩や

舶
の
限
減
、
備
制
制
限
聴

の
和
銀、
取
仲
か
ら
御
船
指
鮒
掛
川

W
M
m
敵
"
泌
が
せ
る
も

の
に
は
一
一
診
成
紙
村
山
川
悦
仰
の
体

仲
卸
そ
蹴
じ
ゅ
ベ
き

m
mは
時す
m
mもな
い
。

山
町
か
併
に
M
mて
俄
蹴
対
必
は
お
そ
舵
隠
し
て
、

『
似
品
併
と
は
や
酌
僻
郎
官
鉱
備
の

L
r
M
凶
プ
とb
rし
鵬
け
て
紗
駅
め
に
な
っ
た
、
抑
制

m
v

p
p
p
T
F

峨
r
p
隙
れ
併
と
繊
ざ
か
り
つ

L
あ
る
嶋
で
あ
る
・

蹴
都
知
山
明
鏡
慨
す
る
時
仲
昨
し
か
純
総

m怖
や
の
蹴
村
に
印
り
路
中
が
慨
に

、

波
川

併
の
砕
鋭
戦
h
A椛
に
官
き
て
、
山
取
引

u儲
念
、
側
きmw
f
一
艇
が
仰
h
rるの
で
あ
る
。

同
断
し
て
叫
抑
制

m
mの
郎
か
り
伊
く
位
、
防
臨
が
制

ι
v一
州MhのM
r
w山
け
川
川

μ
r
-
駒
川
の
慨
に
燃
す
咽
て
ふ
譲

Z
F
の
で
あ
る
。

m本
版
椛
偽MH械
の
創
併
が
い
W川
町
に
脱
却
仲
川
町
の
刊
川
勝
や
・
獄
伸
し
縦
ふ
悦
で

は

な
い
か
・

の
模
範
と
し
て
の

以
訟
の
舵
く
、
総
事
は
肢
に
政
猷
飯
島

Wの
酔
静
と
し
て
鮫
似
せ
る
の
み
で
は
な

い
、
眠
術
齢
蔀
の
m
w
m
払
と
し
て
も
、
あ
な
た
の
体
一

m
mに
は
邸
中
べ
き
も
の
が
、

船
引
あ
る
が
、
併
悦
航
た
一
一
一
一
一
た
腕
臥
し
て
ル
よ
ふ
。

英
一

般
日
開
抗
と
し
て
・

l
h
m
m
縦
訓
店
十
掠
縦
倖
に
は

、
嚇胤
併
のm
m
h
w

と

し
て
、
腕m
w混同Wに
舷
散
し
俗
ふ
た
が

、
お
た
い
と
け
な
き

M
H川
、
峨
に
は
燃
に

俄
獄
終
り
縦
ひ
し
も
駒
市
即
か
ら
ざ
り
し
が

、

伽
併
に
よ
り
、

機
繊
の
椴
ぞ
似
縦
に

苧
即
け
ん
と
て
様

ψ
・
紛
糾
ら
ん
と
し
縦
ふ
に
も
、

m
m山
叫
蹴
く
し
て
桝

h
wにm
mる
税
鰍

か
り
し
た
、
隙
急
対
し
て
怖
くす
り瓜
り
抑
制
る
ぬ
や
か

た
る
階
、
働
側
、

」
して

品
川
蹴
鵬
き

、

叫
取
得
叫
が
。
縦
し
と
品
川
め
ば
、

M
Mに
飾
る
を
仰
ぢ
る
べ
き
に
と

献
に
務
部
の
航
路
『
安
保
ら
れ
し
と
い
ふ
悦
で
あ
る
。
搬
船

m
Xも
ず
れ
ば
椴
縦
に
m

e
e
&

曾

WA
-
e
'
"
-
a
-

宮
、

a

L
T・
Mぬ
ゐ

-
S
M

迦
ず
る
の
時
、
抽
町
折
せ
ん
と
す
る
如
きM
Uひ
が
あ
る
肘
叫
が
あ
る
が
、LL
人
の
幼
時

限
に
恥
争
に
、
思
絞
貯
が
の
除
節
"
ザ
即
応
へ
総
ふ
て
仲
る
で
は
な
い
か
。

第
二

裂
の
奪

l

館
配
片
付
七
飯
の
慨
よ
り

、

慾
に
葱
な
る

m
w
m
同
限
配
にこ机w
m
mり
だw
t
v
・
接
け
ん
幌
中
~
町
肱し、
隣
剛
山
山

m
w、
九
r
の
は
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l
'
a

・

1

1

1
8
g
'
f
t
s
'
'
t
1

井
川
定
慶
著
関色回
u刷六
締法判
断'.ItE
;çよ蕊
他人O
n締官ip11 

lItt電
車己級紙

一

石
川
日
出
鶴
丸

一

一
弁
川
器
使
仰
の
翠
柑
絡
が
見
詰
闘中継
で
一

一
一
欽
怨
さ
れ
ま
し
た
。
現
代
的
な
縦
波
で
要

一

一
駄
が
悉
〈
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
少
し
も
紙一

一駄
が
な
〈
総
き
古
し
て
ゐ
る醐設
に
も
随

一

一ら
ず
新
し
〈
数
へ
ら
れ
"
。
駄
が
少
な
〈
あ一

一リ
ま
せ
ぬ
。

一

一圃
今
皮
そ
れ
を
知
怨
さ
れ
御
出
版
に
な
る
一

一
と

泳
り
餓
に
務
ぴ
に
幣
へ
ま
せ
ん。
一

定
債
一
周
三
十
銭

〈送
料
十
二
銭
〉

唇
候
補
陣
土

法
然
上
人
の
濯

『浮
土
』
誌
上
で
も

沿
馴
染
の
深
い
、
京
都
知
思
院
史
編
纂
所
主
任
弁
川
定
鹿

師
が
み
一問
中
縫
で
放
送
さ
れた
聖
典
静
議
。
法
然
上人
が

「
私
の
所
存
伐
と
と

ど
と
く
つ
く
し
て
あ
る
」
と
云
は
れ
も
凡
退
持
集
が
と
主
に
現
代
に
ふ
さ
は
し
い

衣
裳
を
纏
っ
て
硯
は
れ
た
。
明
快
で
要
髄
を
継
さ
れ
た
近
旅
の
名
講
義
!

践
を
一
千一慌
に
国
り
階
鋭
せ
ら
れ
し
と
い
ふ
。
終
判
に
も

一一一伊
坂
官
の
針
奇
怪
の

材
、
川
町
陀
郷
さ
は
烈
獄
静

の
純
情
き
m
w船で
は
な
い
か
。

骨
骨三

創
備
の
勝
脱
税
と
し
て
。

l
i
二
一
昨
雌
必
は
脱
あ
る
艇
に
、
脱

出向
、
ぬ

鰍
の
m
m
m
r

紋
併
な
鴎
倣
せ
ら
れ
た

。
協も
聡
は一
向時
磁
は
千
問
、
続
腕
刈
の
服
び
も

つ
か
ざ
る
摺
肘
の
伽
僻
併
は
搬
や
の
悌
似
に
ゆ
ザ
へ
な
い
附
桜
島
己
御
宇
持
で
あ
る
。

料
MM制
艇
部
品
吋
峨
は
酔
砂
の
四
十
八
艇
に
臨
み
て
、
間
十
八
時
服
郎
総
艇

の
縦

献
で
あ
る
艇
は
制
限
り
に
郁

m
mな
砂
脱
だ
が
、
械
に
純

の
郷
服
す
る
の
は
ア
/
郎
鵠

め
千
時
の
砕
加
除
で
あ
る
。

千
ヂ
』
い
へ
ば
町

一一一械
、
志
向-L
z
e
へ
船
舶
如
、

ζ
法
一
鵬
そ
飽
え
お
ふ
挙

対

山
町

民
山
川
の
鰐
仰

の
鍛
対
と
、
邸
側
を
紗
る
畿
の
飢
餓
さ
に
は
慨
惜
の
澱
脚
燃
と
し
て

撚
ぜ
ら
れ
な
い
。
時

λ
一円
問
問
測
に
巡
り
限
叫

が
」m
mて
織
る
慨
停
の
鈍
ぎ
を
問
問
み
、
和
・

目了三町茨底絞裁可I京耳E

新英
。遺志四五渡来事書緩

枇

剛
山
静
限
っ
て
波
都
宮
山
m刈
に
蝋
へ
ん
と
す
る
の
酔
あ
る

や
!

司
慨
は
ぽ
低
せ
に
す
る
が
よ
い

川町
は
純
郡
山
に
椴
叫
し
、
脇

町
ザ越慨
は
川
町
駅
な
い
ぞ

恥

慨
と
い
ふ
か
縦
た
る
蹴
除
よ
、

h
w川
町
に
凶
品
川
の
艇
に
川
崎
川

、倣
鋭の
総
さ
と
時
さ

札
管
制
慨
す
る
艇
が

m
m
r
る
。
職
も
さ

町
吋
に
服
部
跡

mw献
、川明て
敏
郎
儲
い
れ
綴
っ
た
と

い
ふ
。
l
i
p
る
緩
み
で
あ
号
ぞ|l
。

役
時
の
川
川
は
似
刊
に
伎

一隅
放一眼
の
み
に
判
的
ず
、
野
一
慨
縦
一
料
も
椴
・
軒
町
炉
伊
静
…
開

一鯨

れ
に
な
り
獄
い
併

の
判
。l
l
潟
村
に
鍛
対
と
し
て
械
踏
の
膨
蹴
を
磁
ね
、
回
ら

瞬
く
訟
も
て
儲
じ
、
仰
向
で
お
を
般
に
悦

へ
ん
と
す
る
除
伽
m
wさ
、
か
く
て
こ
そ
縦
て

総
慨
に
が
め
り
、
川
…
献

の
脱
俗
も
あ
る
。
部
一
秒
件
除
に
も
紘
一
繁
一
昨
?
と

一
一除

爆
し
て
蕗
裁
に
繊
ち
、d町
議
接・

裁
縫
し
た
いで
は
な
レ
か
。
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「
倣
げ
唱
、
仰
げ
わ
が

の
り
の
、
械
が
撒
桁
の
崎
、
さ
を

仰
ぎ
た
た
へ
ん
時
給
の
、
な
が
れ
を
く
ま
民
的
を
」

M
F
a

'
 

「
に
ご
る
こ
こ
ろ
の
あ
〈
た
川
、
し
づ
み
は
つ
べ
き
わ

れ
ひ
と
ぞ

隣
訟
の
お
し
ゑ
の
灯
硲
断
、

と
け
る
が
危
か

に
と
り
わ
け
て

砂
防
の
ち
か
ひ
を
寸
ひ
ら
の
、
総
に
の
こ
し
て
お
し
ゑ
て
し

前
給
対
配
の
た
ふ
と
き
を
、

'
4
m
r

を
と
な
へ
て
む
く
ゆ
ぺ
し
」

「
餅
企
き
お
し
ゑ
併
に
う
け
て

、

対
織
政
部
→一
一
昨
瞭
跡

醍
に
こ
こ
ろ
を
被
熱
様
、
協
の
い
さ
ほ
は
能
川
叫

み
ね
よ
り
た
か
く
か
が
や
き
て
て
ら
さ
ぬ
く
ま
も
な
か
り
け
る

あ
ふ
ぎ
た
た
へ
ん
そ
の
と
く
を
、

み
h
wな
臨
へ
て
む
〈
ゆ
ペ
し

」

「
な
が
れ
も
き
よ
き
前
科
の
、
み
あ
と
を
う
け
し
時
こ
そ

恨
の
織
の
協
の
服
、
減
蜘

u
A
e
M川勝
脱
mm

m町
脱
の
か
が
み
っ
た
へ
た
る
、

総
時
の
触
は
と
こ
し
ゑ
に

z

aR
b

忠
告
・

の
り
の
泉
ぞ

品
。と
け
れ
、
み

u
nを
明
へ
て
む
く
ゆ
ぺ
し
」

『
跡
め
ど
っ
き
せ
ぬ
税
対
の、
一
一
一昨
川
崎
川
町
仰
劫
航
伽

弔
-
a句
凶

z
a，
‘
，
，

み
の
り
を
う
け
て
浪
路
に
、
法

m
uた
か
く
か
け
た
も
ふ

償
制
峨
や
級
官
税
、
治
則
と
は
に
か
が
や
き
て

a守
弘
写
生
-

惑
み

の
潟
ぞ
は
て
も
な
く

、

み
g
nも7・
哨
へ
て
む
く
ゆ
ぺ
し
」

〈
八

百
谷
随
感
編

』

‘
l,‘
l
p
f‘,, 

の

マ_.. ~事 ah.a.a.-v a-a.a.awah.ah , ah w a‘ ，品.-"可A • ...... .... .‘， a r・・‘
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知
思
院

第
二
世

浮
土
教
の

し

ぢ

吋戸

ん

せ

‘，、

• 

中

村

弊

康

喧
H
v
fれ
ゐ
信
タ
甘
い

J

勢
槻
房
の
系
図

m
m船
山m蹴
mrH
M川
の
お
針
削
聞
は

、

抑
制
体
慨
に
山
町

る
と
、

脇
村
山
明
足
利
減
一
鵬
鰍
と
一
昨
ふ
こ
と
に
な
っ
て

仲
向
。
。
m
m櫛と-t
ふ
刈
は
が
仰
向
附

M
問
問
削
似
内
印
刷

}
み
や
で
、

お
蹴
倒は村
蹴
相
官
獄
櫛
献
の
娘、
附
仰
向問

主
総
刷
鵬
と
は
附
砂
の

m
m
m
叫
ん
と
の
慌
で
あ
る
が

、

楠
椛
輸
は
濃
か
っ
た

鵠
で
あ
る
・

悦
し
ろ
総
鴎
を
m
m
h
?

と
し
て
紛
樹
、

m
m館
、
郁
駒

と
島
問
時
し
た
誠
弁
き
の

d
Jだ
か
ら
、
そ
れ
に
密
地

の
践
臨
は
鵡
紙
一
一
一
物
の
峨
二
十
五
都
た
っ

た
か
ら
、



一-li} lI!~~号待停の敬土浮 一一(1!) ) 

. 

そ
の
民
岡山邸
の
低限
もま
だ
鰍
判
明
と
一
昨
・0ゆ
か
の
康
弘
即
に

砂
ぎ
な
〈
、

備
は
的

か
に
的手
俗一い
あ
た
り
に
恥
航
し

て
ぬ
町
た
だ
け
だ
か

ら
、
ま
だ
慨
が
仲
っ

て
m
rな

，

a，
a、
‘

ζ

島
U
‘
.
句

.

か
っ
た
w
mが
ほ
ど
却
相
似さ
れ
る
の
で
あ
る
・
班
ぐ
上
の
兄
で
あ
る
府
時
か
従
間
的

N

W
・m
m腕
、
潟
ぷ
の
服
m
m将
か
船
内
一
m
w
m一
村
山
柄
、
仇

w
m蛾
w
mの
附
州
側
縦
怖
か
問

じ
く
似・
一砕
和
村
槻
と
骨
ふ
敵
伽
敵
悦
の

R
h
w
チ
ヤ
キ
チ
ヤ
キ
の
佼
泌
で
あ
る
。

も
し
榊
伊
の
た
り
と
僻
引
が
織
り
協
は
な
い
な
ら
ば
、

m
m
m
m

と
し
て
の
ん
町
り
伊
ひ
か

ら
や
車
総
例
腕
ぐ
ら
ゐ
に
な
っ
て
酔
て
も
よ
い
鰐
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
ゆ
械
か
ら

場
へ
る
と
、
十
六
で
蹴
践
し
た
船
主
俗

w
v
m
和
樹
ゃ
、

開
ど
続
の
費
削
敬
協
関

U
Vた

り
の
制
限
と対齢
なか
っ
た
と
跡
て
よ
い
。
きれ
ば
鵬邸
一
の
椛
職
舟
十
問
館
と

柏
・

9
s

畠

￡
同
旨
9

備
、.
"

。
軍
軍
.

‘
.

云
ふ
殻
も
あ
る
伎
で
あ
る
が
、
此
授
な
ど
さ
う
大
し
た
繰
り
は
無
さ
き
う
に
仰
は

L

る
・叫

ゆ
る
に
勝
郎
総
胤

m
r
M
M
川
は
蹴
以
内

-
一特
の
鑓
れ
で
あ
る
か
ら

、

hvし
れWり
に
M
M

邸
の
十
同
一
郎
聡

m
r脱
が
践
し
い
と
す
れ
ば
、
十
一

}訟
と一昨
ふ
と
て
も
紛
い
お

m
k協

だ
っ
た
と
骨
ふ
こ
と
に
な
る
。

き
れ
ば
こ
そ
島
都
も
鋭
い
瞬
な
の
で
あ
ら
う
・

仇
ん
と
し
て
は
獄
船
融

、

m
m
m
仙
路、
郵
船
龍
、
=
一

m
M
M
h

腕
総
な
ど
、
白
.
が
め
っ
て

、

ま
こ
と
に
臨
地
と
し

て
砂
る
。

似
し
、
む
し
ろ
蹴
蹴
と
し
て
仲
る
の
が
将
慌
で
は
な
い
か
と
腿
ふ
。

R
h
w
側
目

倖
十一
戦
も
殴
れ
て
酔
て
、
仲の
特
も
だ
ん
だ
ん
獄
ヂ
て
や
時
慨
に
昨
か
れ
た

m
m対
抗Vも
脱
獄
さ
れ
、

対
腕
純
駒
慨
が
域
新
し
て
叫
ん
術
供
却
を
脚
叫
ん
に
戦
前
し
ゃ

う
と
し
た
れ
仇
に
、
怖
く
部
制
対
応
の
臨

へ
つ
れ
て
恥
ら
れ
た
の
だ
か
ら
、
一
昨
は
ば

「
股
し
ャ
ど
で
あ
っ
て
、
制
リ
駅
に
け
山
っ
て

h
uな
か
っ
た
刈
で
あ
っ
た
に
関
川
町
な

い
-

除
しろ
航
ゅ
のゆ概
念一
炉開で
、の
っ
た
か
ら、
ハ
タ
キ
目
し
て
酔
たの
で
は

'
4
治

.
，
e
r

-

e
A
9
5

ゆ
崎

m
聞
の
隊
泊
も
あ
り
、
か
た
ん\
n
h
に
殺
し
て
m
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の

で
あ
る
.

m
d
が
““ρ
ト
民
陪
ら

e
e
e
j
地
ねh，
‘
.

け
れ
ど
も
依
然
上
ん
に
は
設f
w
っ
て
m
mた
こ
と
で
ゐ
ら
ろ
。

援
態
に
は
『
科
脚
部
般
の
俄
、
秒
の
は
ば
か

2
の
り
て、
定
-
t

ド

ハ、
、い
もて
り
け
る
を
1
郡
川
♂
ハ
制
蝕
一
戦
十

一一
一
鯨
の
と
き

M
M川
に
戦
す
」
と
あ
るι

か
まR
m艇
の
一聞
をh
wる織
に
狩
即
日
h酢
静
ナ
る
。

一
訟
は
対
取
材
山

川m
w酔
敵仰
向
び
隙
b
r対
酔
阪
な
ど
で
鰍
べ
た
も
の
で
あ
る
が

、
倒

れ
も
対
問
刊
列
島

に
跡
っ
てm
Vるか
ら
即
時w
m
m
m
航
そm
wて
仲
る
怖
で
あ
る
。

一
一一
伽
判
腕
鰍
は
ふ
と
の
仲
鉛
で

h
mると
、
鰍
邸
、
制
限
、
航刷
、
加
闘
のい即
ね
ニ

山
川
知
加
で

、

滋
伽
ゅ
の
悦
鰍
に
ピ
ア
タ
リ

h
pって
m
vり、
加に
m
m略
か
似
州Hm・
刊
で

が
鑑
俄
帆
鵬
に
な
っ
て
ゆ
る
の
は
、
い
即

日刊
紙
の
械
樹
が
航
村

W
慨
に
な
っ
た
か
ら

、

甥
鍵を
脱
った
も
の
で
は
な
い
だ
ら
う
か
。
一
誌
を

m
w駒
艇
と
骨ふ
踏
に
倒
す
と
、

館
時
総
邸
、
郵
船

、

の
m
mの伊
ち
ら
か
と
卦
ふ
艇
に
な
る
。
臨
し
む
と
て
郵
船
聴

に
は
伊
ふ
が
、
椛

一
一恥
村
総
慨
に
は
が
は
な
い
。

都
船
艇
は
掲
m
m識
が
将
山
me
郎
〆
十
九
蹴
で
微
舵
料、
郎
官
駄
に
繊
る
浴
料
で
、

献
に
総
じ
て
貯
ん
だ
得
ど
と
一
昨
ふ
の
で

、
一泊冷
静
紙
し
ゃ
う
と
す
る
ほ
も
あ
る
が

・

似
f
し
も
や
ど
も
は
時
慨
に
防
っ
た
地

で
も
な
い
か
ら
や
総
吋
崎
弘
献
と
し
な

い
隙
夕
、mm叩
か
仇
ん
た
る
こ
と
そ
静
恋

す
る
掠
粉
に
は
な
ら
な

い
・

似
し
郡一一
九
回

。
av
a
雪
@

-
a
w
-

-
，
a
1

で
は
あ
る
が
中
将
で
は
な
く
且つ
双
盛
の
向
系
で
も
な
い
・
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・
令-
z
a
v
、

a
'
q菅

を
た
敦
盛
般
も
相
常
有
力
ら
し
い

が
、
期
脇
は
概
削
船
「
川
町
除
船
蹴

」
別
問

び
お
縦m
m
w
「
-
m
'
m駒
山
勘
」
に
山
町
て

m
v

る

ー
「盛

|

鋭

出
燃
品
川
口
r
p
bの搬
蹴
へ
税

制
川
一昨
齢
、
印
り
齢
の
も
と
で
、

一
一
部
ば
か
り
の
鶏
し
い
蝶
の
干
の

苧
恨の
叫に
h
rれて
W
て
L
お
る

の
を
制
ひ
勝
り
お
を
鵡
敵
し
た

が
、
も
号
十
総
鰐
に
も
な
っ
て
跳
り
に
鈴
般
の
こ
と
そ
な
げ
〈
の
で
、
鳩
山
広
郎
総

め
院
に
脳
艇
を
践
る
と

、
搬
船Mり日
刊
か
ら
、
統
い
い

WMが
球
り
川
町
て
、
そ
の
干
は

船
船
の
お
平
で
あ
り
川
町
は
獄
献

で
あ
る
と
m
m即
け
た
・

と
(
対
ふ
m
m
h
vら
、
一
慌
の
肘w
bT・配
めて
、
ひ
き
仇
んに
が
ひ
除
い
と
、
町
世の峨
掛
川

に
一卵
白
怖
を
か
け
、
協
に
猷
昨
の
紛

で
仇んの
獄
絵
の
郁
慌
を
m
mに
島
る
と一
昨ふ
酪
に

な
っ
て
同
町
る

-
m松
山
削
減
仲
品
川
口
炉
、
仇
町
船
な
つ
か
し
が
っ
て
伽
併
の

叫
制服
昨
に

し
た
と
一
昨ふr
rと
知
的
び
伊
け
て
あ
る
‘
と
こ
ろ
に
、

m
m教
の
山
市
桝
な
ず
間
引
が
ほ
の

肋
えて
蹴
酷い・

脳
結
に
靴
し
て
的
抑
制
十
四
蹴

り
わ
?
と
示
品
川
誠
か
ら
、
側
ぜ
ら
れ
な
い
と
一
昨
っ

て
る
心
も
あ
る
。
的
し
鶴
船
の
お
脱
色
し
て
阿
臨
聞
の
附
静
作
僻

二
時
の
僻
で
あ
る

陀
仰
と一
野
ふ
干
が
あ
っ
た
と
一
対
ふ

臨
も
あ
り
、
巾
つ
幅
慌
の
縦
凶
M
p
m断r
r

で
静た
か
ら
、

事
H
u
h
v

り
さ
う
に
な
い
か
ら
と
卦
・
世
間
慨
は
、
ち
と
煎
献
に

b
F
t

、
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は
し
な
い
，
た
ら
う
か
。

き
た
屯
衡
は
が

.

航
慨
に
僻
る
と
、
仏
紙

一特
b
H川
七m
rに
政
・
・
が
に
な
り
同
八

川
伸
悦
し
て
隙
紘
に
山
附
い
た
峨
で
あ
る
。

T
?
と
材
・
・
山
山
村
慨
は
版
印
川
よ
り
川
市
に

な
い
か
ら
、
時
駅
』
そ
剛

m
m山
仰
の
仇
ん
で
あ
ら
う
と
骨
っ
て
る
刈
も
あ
る
が
、
そ
れ

代
砂
だ
取
る
一
間
加
を
総
服
し
た
だ
け
で
あ
っ
て
、
舵
か
な
榔
で
は
紛
い
。

こ
ん
な
や
う
な
鳴
で

、

即
時
し
て
醜
が
お
勉
綴
な
の
か
、
配
が
ど
の

・』
と
は
地
ら

な
い
の
で
あ
るが
、
徽
融
持
に
斡
戸
駅
間
臨
時
間
な
町
僻
に
あ
っ
た
必
の
や
で
あ
る
縦
だ

け
は
匙
概
し
て
停
る
。

w
w
m
の
船
鰐
か
ら
綜
鰐
し
て
も

、

いW川
町
に
も
械
の
よ
い
お

と
な
し
や
か
な
磁
保
な
峨
協
が
争
え
る
か
ら
、
磁
ら
く
さ
う
で
あ
っ
た
ら
う
と
脱

は
れ
る
・

が
郎
防
の
ど
肱

獄
魁
防
瓶m
r
u
M
M
V

十
一
一
一
の
階
、
山
品
川
占
ハ
抑
刊
に
、
駅
織
に
世
れ
ら
品
川
蹴
縦
日
山
山
川

の
臨
へh
r
た
。
そ
れ
っ
き
り
お
蹴
憶
に
は
伊
っ
て
静
な
い
。
総
し
お
蹴
慌
に
伊
ひ

た
か
っ
た
で
あ
ら
う
こ
と
は、
山
川
悔
の
株
ら
し
む
る
と
こ
ろ

、

期
ぷ
概
→hN
K
s

→

h
wなの
に
、
続
惜
燃
の
日
刊
に
蹴
て
ら
れ

て
般
の
副
む
に
は
刈
一
時

m
rへ
て
伊
っ
た
の

だ
か
ら
、
献
な
つ
か
し
さ
は
ま
た
徽
搬
な
も
の
が
あ
っ
た
鰐
で
あ
る
。

持
倖
十
八
特
崎
容
た
組
問
問
ご
純
の
政
刷
什
一
一
院
に
、
ゆ
る
寸
ぃ
仰
の
知
泌
が
、
出
刊

か
か
っ
て
、
溜
m
A
M
V織他
府hr
mに併
ら
れ
た
艇
が
あ
る
。

出
制
ふ
し
臨
も

m
rらず
、

鰍
船
山
肌
も
m
m官
邸
の
併
に
伊
た
が
、

の
で
、
勝
倉
市
ん
を
お
て

ι
仲
る
と
、
婚
の
・
」
ゑ
で
、
ふ
と
蹴
し
臨
が
す
る

• 

「
も
っ
と
必
〈
お
潜
駄

で
h
Vつ
れ
ま
す
や
う
に
と
蹴
っ
て
伊
り
ま
す
の
に
、
除

m
m
M
m
V

お
縫い
と必
ι
uり
ま
す
』
と
は
、
持
慨
に
抑
制
し
く
悦
縦
い
こ
と
で
体
酔

まV
E
e
r
-
-
-
e

肉

い
ま
す
・
ま
た
こ
れ
は
必
に
よ
く
き
く
療
だ
き
う
で
す
か
ら
、
有
し
上
っ
て

m

e
た
'
L似
じ
ま
す
。
そ
れ
に
つ
け
て
も
倖
俄
鉱
炉
仰
向
は
、
お
俄
備

の
み
を
し
へ

を
ど
な
た
に
料
足
っ
た
ら
よ
ろ
し
う
砕
砂
い
ま
せ
う
」

と
萌
ね
ら
れ
て
静
る

m
w様
で
あ
る
・
す
る
と
泌
総
品
川
配

、

「
れ
仰
の
陀
抵
は
酸
ら
ず
漉
勝
鉱
山

h
-
F
せ
て
あ
り
ま
ず
か
ら、
乙
れ
に
皆
か
つ
て

酔
な
い
こ
と
を
特
す
刈
な
ら
ば

、

山
町
の
特
す
訟
も
線
り
な
〈
僻
へ
ら
れ

て
跨
る

も
の
と
m
仇
し
て
刊
す
っ
て
獄
し

L
w
m貯い
ま
す
」

た
犠
へ
ら
れ
、

そ
の
う
ち
醗
〈
続
鵬
駆
り
般
は
さ
れ
て
、
や
が
て
ま
た
特
に
砕
き

定
、
‘
，a、
，

a
o少

、
、
、
、

“
‘

‘
い

れ
お
立
Mmり
に
な
っ
た
が
、
そ
の
関
子
が
た
Y

び
と
と
も
胤
は
れ
な
い
の
で
、
融W

船
脱
が
潟
山
帽
を
か
ひ
か
け
て
伶
く
と
、
仲
限

へ
叩
刊
を
や
り

出
し
根
の
放
へ
遊
ら
せ

て
伊
く
ゃ
う
で
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
つ
い
に

h
r
h
r

し
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
骨
ふ
。

慨
と
な
く
お
蹴
般
の
や
う
な
偽
が
し
た
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
鰍
六
蹴
に
ピ
ゾ

と
し
烈
た
も
の
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ

、

一
山
町
駅
併
に
机
刊
を
砂
ひ
か
け
た
の
で
も
あ
ら

r , 
e 

も
っ
と
概
到
な
必
だ
っ
た
ら
郡
山

Wい
た
か
も
僻
れ
な
か
っ
た
が
、
か
秘
い
娯
船

田仰
の
こ
と
だ
か
ら

、

協
に
島
知
っ
て
し
ま
っ
た
の
は
、
か
へ
す
が
へ
す
も
蹴
鋭
な

こ
と
で
あ
っ
た
。
が
《
訟
を
除
た
寸

h
Nの
切
さ
ん
が
、
叩
刊
の
あ
と
を
し
た
ひ
伊
{

r
rの
あ
た
り
で
か
ひ
つ
い
た
ら
し
か
っ
た
が

、

伊
う
守
山
助
か
、
持
齢
に

m
rん

で
ゆた
の
で
、

仰
向
に
ル
町
跡
の
都
脇
町
を
「
協
が

m
r」
と
仲
げ
け
た
と
卦
ふ
慨
臨
も
酸
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舵
き
う
で
あ
り
紗
猷
で
あ
る
・

新
野
、
出
燃
品
川
附
…
概
魁
彫
の
献
ぷ
か
ら
「
お
紛
争
に
」
と
脇
ま
れ
た
け
れ
ど

も
、
政
ふ
臨
あ
っ
て
か
、
お
そ
鞍
館
料
僻
の
腕
へ
蹴
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

版
関
の
紗
郷
町
仇
織
は
阿
十
一
訟
で
、
獄
中
ハ
十

一
一件
の
夜討
m
E
M
f
-

山
中
和
蹴
似
訟
と

し
て
、
m
m蹴
一
秒
に
時
〈
「
峨
時
の
嶋
脇
砂
秘
の
蹴
慰

』
と
一
世
は
れ
て
酔
た
。

だ
か
ら
似
刈
の
h
v
h
?

と
一
昨ふ
こ
と
に
な
れ
ば
、
代

h
rゆ
か
り
の
梢
へ
の
跡
和
町

鴎
の
宇
も
、
ん
r
rの
慨m般
に
検
針
獄
臨
し
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
と
一
昨
ふ

m
w飴
も
あ
っ

h
v"の

た
ら
う
と
移
へ
ら
れ
る
・

そ
ん
な
鉛
慨
は
品
の
依
拠
に
命
ぎ
な
か
っ
た
の
で
も
あ
ら
う
か
・
脚
が
酪

m
mは
砂
山
叫

み
や
タ
お
令

つ
で
仰
る
。

概
略
蹴
は
対
な
く
が
れ
鉱
っ
て
、
泌
燃
品
川
口

、

「
お
税
艇
が
m
w
h
r

え
に
な
っ
た
ゃ
う
で
し
た
が
、
仲
献
で
俳
砂
い
ま
し
た
で
せ
う

か
『と

お
鴇
ね
す
る
と
、

『
あ
れ
こ
そ
静
脈
耐
州
知
心
よ
。

r
rの
あ
た
り
に
お
は
し
ま
す
な
り
-

と
お
っ
し
ゃ
っ
て
域
儲
?
』
と
を
お

m
rし
に
な
ら
な
か
っ
た
と
の
縦
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
紙
、
作
配
の
ほ
と
り
が
な
つ
か
し
く
、

H
M
Vぎ
の
ち
船
H
rの
肱
概
滋
く

に
邸
を
し
め
て
、
鴨
川
お
部
り
を
し
た
と

一
昨ふ
販
は、問
附
かhw砕
に
税
札
制
で
な
い

-ws

‘ 

も
の
や
示
唆
し
て
府
る
ゃ
う
で
あ
る
。

あ
鉱

b
L
P
N
j
M
9

・

十
三
の
時
に
知
れ
、
そ
れ
か
ら
十
八
年
も
渇
き
て
降
る
か

ら
、

開
伊
は
スyカ
リ
敏
っ
た
で
あ
ら
う
け
れ
ど
も
、
械
な
伐

に
昨
今
、
伊
い
て
砂
る
般
の
鵬
紛
を
仰
で
邸
れ
や
う
・

総
額
を
チ
ラ
り
と
ぐ
ら
ゐ
は
島
た
か
仲
う
か
。
掲
総
の
・
」
と

は
峨
ら
な
い
。
仰
し
.
一
干
に
な
る
か
な
ら
ぬ
か
の
ま
だ
恐
い
概

略
廊
と
し
て
静
託
ぱ
、
雌
鈴
鹿
ん
で
餅

m
m械も
縦
般
に
餓
く
昨
測

で
あ
る
。
和
紙
f
h附
心
だ
な
ぞ
と
一
昨
ふ
や
う
な
一
階
の
が
れ
の

議
咋
か
、
結
般
さ
れ
る
鳴
が
な
い
。
側
蹴
「
は
は
あ
』
と
舵
げ

い
J
~に
慌
惨
ないの
で
あ
る
。

偽
し
あ
の
限
献
な
郡
山
川
品
川
折
、
か
う
ま
で
砂
し
険
し
に
聡

嘩
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
蹴
船
蹴
の
お
抗
ぷ
そ
裁
へ
る
と
蛍
〈
静

. 
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に
し
て
、

税
主
の
館

内
そ
鉱
一
r

し
、
間
航

蹴
こ
の
川
引
を
も
ちて
ゆ
阪
とし
鍛
ふ
・一む
に
山
町

り
て
郎
防
税
制
除
勧
叫

，

mw，、

健
る
腕
な
く
む
を
船
旅

V
ら
れ
き
」

と
一
昨
っ
て
同
町
る
や
う
に
、
そ
れ
か
ら
の
ち
部
燃

t
M
V艇
の
術
総
じ
み
恕
前
せ
ら

れ
、

制
的
掛
川
臨
も
が
た
舵
か
も
払
配
給
に
陣
中
が
艇
〈
知
町
山

Vせ
ら
れ
た
の
で
あ
つ
に・

制
品
川
穏
の
十
一
郎
、
憾
の
品
添
燃
』
諜
に
似
て
溶
拾
が
じ
昨

m
m
m
助
制
明
治
そ
鰍
し
て
内
獄
党
総
し
め
ら
れ
た
院
、
山
部
脱
出
は
慨
〈
二
十
こ
と
骨
ふ

都
い
酬
川
崎
猷
で
あ
っ
た
が
、
勲
ん
伊
山
品
献
の
あ
る

m
wそ
銃
五
抑
制
酔
に
漉
靴
し
て

h
r
ら

れ
る
こ
と
や、
ま
た
郎
総
二
純
一
一
治
低
燃
ぷ
心
伊
能
除
へ
服
地
ぽ
せ
ら
れ
た
階
、

円
純一干
完
結v
勝
山市
の
川
市
臓
ま

で
仰
ゆ
・
絞
り
し

、
体
島
艇の
「
鵡
般
の
釦
総
」

そ
聞
い
た
と
一
U
・
ざ
と
な
ど
、
ぬ
て
獄
附
の

m
m一
ルb丸
山
耐
を
』
と
が

h
r
h
r

る
。

ま
た
か
の
除
佐
川
川
が
体
締
弘
知
の
館
側

u
h
M
h
r

-泌
ね
られ
た
和
由、
脱
伽W4ゲ
枕
臨

し
て
伊
ら
れ
た
窓
際

が
、

自
織
の
湾
岸
て
践に
察
嫡
予
察
し
て

同
町
る
と
こ
ろ
か
ら

、

持
政
山
川
河
舵
の
除
鎗
に
も
h
rつ
は
秘
い
縦
腕
貼
に
も
と
時
間

に

砂
鵬
ひ
し
て
、
伽
即
位
脱
「
一
際
問
時
職
日
以
」
を
ル
い
て
聡
い
た
と
卦
ふ
か

m
mな
織
し

は
、
m
m脱
出
の
か
僻
ん
が
仙
川
稿
ね
し
た
岱
殺
と

m
m
w
m

し
て
、
献
に
野
山

V伊
獄
冷
も

の
が
あ
る
と
撚
に
、
ム
を
一
似
邸
船
に
か
け
秘
臥
し
て
は
な
さ
な
か
っ
た
と
分
ふ

こ
と
そ
鶴
ふ
と
、

m
u
w
刈
へ
の
は
づ
か
ひ
と

、
脱
跡へ
の
m
m、
似
び
に
政
樹
明

酔
の紛
憾と
が
、

恥
伊
に
争
え
る
や
う
で
あ
る
・

ま
た
蹴
燃
un
M九が
即
日
く
な
ら

れ
て
か
ら
滞一-
特h
v、
白川
お獄
山
仰
と
し
て
聡い

た
m
mの
材
伐
瓜
攻
、
協

ω
m
A
V
の
掠
附
の
}
制
的
仰
の
脱
鰍

A
V川
仙
の
陀
誠
心
ご
に

, 

m
仰
臥
し
て
秘
かにh
wん勺
仲
た
が
、
潟
駁
ω刊
の
踏
札
十
日
白
か
ら
一
一
十
五
情
滋

十
六
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間
附
、
加
除
伯
尚
砺

b
E齢
せ
ら
れ
た
と
一
昨
ふ
般
踏

の
傑
っ
て
酔
る
艇
も

、

依
然
出・必

が
鯨
純
践
的
に
鵬
仲
紋
艇
を
ゆ

W齢
併
に
なった
と
-r
t
m鰍の
山
中
山
山
と
脱
ひ
似
べ

て
、
脱
帥
w
m恨
の
塾
慨
、
践
に
m
mじ
艇
い
も
の
が
あ
っ
て
の
ぷ
と
抑
制
制
さ
れ
る
。

僻
し
猷
脈
拍
ず
の
和
紙
に
俊
れ
ば
「
が
鞍
織

の

開
ぷ〕紙
の
筋
」
と
分
・
中
断
一
に
な
っ

て
砂
る
さ
う
で
あ
る
・
ま
た
賊
併
の
蛾
鰍
争
点
脱
却
ず
附
で
は
「
怜
・
加
の
一
般
払
即
日
郎

の
蹴
」
に
鍬
船
隊
が
砂
て
ら
れ
た
も
の
と
一
寸
中
山
叫
に
な
っ
て

m
V
る
さ
う
で
あ
る
。

そ
れ
が
政
儲
か
散
か
は
鵬
〈
加
と
し
て
、
加
跡
船
協
と
し
て
侍

れ
ば
隊
級
へ
の
叡

紗
の
部
れ
ら
れ
な
い
も
の
が
あ
っ
た
で
あ
ら
う
。
そ
の
制
服
し
た
雌
と
艇
へ
ら
れ

る
卸
酪
の
お
隊司船
討
す
と
ご
の
も
、
誌
の
枠
関
山
て
仰
の
刊
紙
燕

脱
却γの
献
批
〉
な
る
滋
山

m
J
H
M

九
体
的
即
仰
の
一
つ
で

、

戯
曲Wに
配
す
る
僻
腿
鰐
蹴
の

和
併
で
は
あ
る
が

、

ま
た
一
間
山
町
靴

の
J
p
h
N
か
と
総
せ
ら
れ
る
昨
い

W
Mへ
艇
じ
さ

$
苧
限
っ
て
仲
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
・

敏
郎
防
蹴
紗
此
必
の

MU協
は、
搬
慨
に
も
骨
っ
て
停
る
や
う
に
航
職
能
砂
「
肱

蹴
そ
腕
み
齢
制
山
そ
特
と
」
し
て
伴
ら
れ
、
撤
収
と
の
知
り
や
飴
け
て
、
齢
併
が
五

六
…
川
出
市
誠
に
も
な
れ
ば
「
除
縦
き

ψ
・ひ
な
ん
、
あ
な
こ
と
ご
と
し
』
と
て
こ
れ
を

が
め
ら
れ
た
と
一
ず
ケ
』
と
で
あ
る
か
ら
、
船
酔
に
搬
船
の
一
伊
齢
に
勝
れ
る
こ
と
を

限
れ
て
磁
秒
間
蜘
に

m
m
h
w

に
と
儲
へhp蹴
で
あ
っ
た
ら
し
い
の
で
あ
る
。

こ
ん
な
鈴
燃
の
刈
だ
っ
た
か
ら
、
取
ゆ
る
砕
抑
制
の
泌
舵
随
払
縦
鮒

M
M
M
川
蹴
齢
十

六
一
明
酢
の
品
川
併
の
駅
助

W
械
の
対
政
訴
の
院
も
、
般

b
w・
酔
け
て
抑

H創
出
に
酷
隊
せ
ざ

る
を
惨
な
か
っ
た
と
分
は
れ
る
が
、
出
跡
船
協
の
伐

の
う
ち
は
仲
ん
な
に
鵠
し
か
っ

た
で
あ
ら
う
・

対
税
の
僻
川
町
は
が
絹
館
料
織
の
的
問
魅
せ
ら
れ
た
も
の
で
、
そ
の
駅
即
時
も
あ
っ
て
か

餅
敵
似へ
仲
服
せ
ら
れ
、
附
川
ぬ
の

h
w鵡
に
叫
附
さ
れ
て
佐
野

一W
と
山
間
め
ら
れ
間
関
耐

椴
の
陪
凱
と
な
ら
し
め
ら
れ
た
と
一
昨
ふ
こ
と
だ
か
ら
、
締
.
に
悦
皆
す
べ
今
、
対
き
な

滋
低
の
あ
る
ゆ
で
あ
る
。
出
般
原
伶
訟
や
取

m門
の
苧
で
体
齢
艇
は
併
に
脱
さ
れ
た

と
は
一
昨
ふ
も
の
の
、
こ
の
脱
帥

W
U恥
鮮
の
舵
ゆ
を
蹴
り
悌
な
か
っ
た
一
ゅ
は

、

川
一

郎
ゆ
脱
を
収
山
一
応
必
の
、
伽
川
町
に
伐
を
い
た
め
、

h
w仲
に
ぽ
令
部
し
め
た
腕
で
あ
ら

う
@
俄
に
島
併
が
郎
市
販
し
た
姉

、

そ
れ
を
『
僻
脱
隠
」
と
伊
山刊け
た
の
は
、

せ
め

て
も
の
悦
治
り
だ
っ
た
か
も
蜘
れ
な
い
。

一
部
に
僻
る
と
幅

m
w
m
剛
儲
似
の
掛
川
側

、

腕
ちm
m湖
特
に
、
一
品
川
併
の
鰍
ケ
川
叫

ヘ
路
側
品
川
縦

h
w総
の
階
滋
鞍
ら
れ
た
川
町
〉
に
鶴
鍛
郡
山
町
せ
ら
れ
た
蹴
で
あ
り
、

ま
た
斡M
U
M

-M
m
v
一搬
船
と
骨
ふ
械
に
は
、

『
峨h
wと
織
に
跨
げ
松
山
明
せ
ら
れ
、
漉
削
除

m
mの
開
山
九
時
〈m
m特
~
れ

て
、
邸
側
の
殴
科
専
問
一
刻
に
部
椴
せ
ら
る
。
か
く
て
七
純
を
智
け
る
躍
に

、
抑
制
的

り
階
べ
り
た
の
子
炉
奇
け
れ
ば
に
や
、

M
A脱
俗
、
判
に
怒
り
て
町
議

m
u
h
M
総
蹴r
り
m
w
m
m

誠
一-
n沙門
向
し
縦
へ
り
・
地
に
対
慌
の

m
m
m
m
鮒
を

醗
ん
で
結
静
の
鴎
股
そm
mじ
品
川
，
ら
ん
と
て
、
務
職
を
接
げ
縦
ひ
て
、
総
に
獄

減
かψ・賎
し
縦
ひ
け
れ
ば

、

訪
日
間
総
峨
ま
し
ま
し
て
慨
麟
に
齢
め
て
対
知
的
叫
す

、

駅
m
Mに
伽
邸
段
、
町
船
内
に
叩
航
路
町
と
ぞ
仰
縦
を
日
し
脇

o
・e
・
き
れ
ば
仰
蹴
の

山
固
執
脳
鳴
に
都
き
保
て

、

蹴
継
と
し
て
併
に
鯨
締
な
し
」

と
一
世
つ
・
てゆ
るが
、
一
泊
で
侍
る
と
、
九
州
叫
川
崎

へ
併
を
か
は
し
た
訴
に
な
る
。

庇
桜
、
さ
も
な
か
っ
た
ら
、
郎

m
m
m恥仇
脇
、
的
阿
、
制
低
な
ど
が
椛
慨
に
な
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っ
て
仲
るの
だ
か
ら
、
潟よ
さ
う
し
た
蹴
併に伊
ほ
さ
れ
た
か
も
ゆ
れ
な
い
・

側
し
劫併
の
骨
昨m
m邸
内の俄
から
船
へ
て
阿
剣
山
市
に
、
鵬
ち

m
v
m
恥一
一
弘
明
九
肘
二

十
一
階
併
で
、
獄
郎
防
か

ら
九
馳の
術
配
品
川
口
鍛
ら
れ
た
隣
町
か
あ
っ
て

、

晶
表
前
震

4
d
吋
弱
震
。
子
治d
d

タ
隣
接
"

勺
山
可
制
問
吟
略
的
市
町
内
総
‘
鰍

-F
』

と
分
ひ、
狩ぎ
に
滋
腕
部
川
柳

品
川
の紛
紛が
対
に
あ
やまら
れ
て
似
服
せ
ら
れ
て

静
る
の
常
務
き
、
お
に
肢
体
川
町
怖

の
機
鳴
を
髄ぴ伊
っ
て
他
府
る
が
、
そ

の

『
脳
出
恥

せ
ざ
る
瞬
、
特
別
鍛

〈
内
側
る
」
と
公
ふ
れ
〈
や
が

、

内
需
献
を
静
併
す
る

の
か
、
様

"
ん
・
2
ι
h
騨
ん
も
む
ぜ
い

L

，
a

ゐ

L
昼、

電
-
Z

ね
ん

τ
MF

は
組
久
元
年
に
如
肉
し
し
へか九
州
へ
M回
同
せ
ら
れて
か
ら
の
す
一
一
十
托
年
の
H
Rさ
を

和
併
す
るのか
、
持し
術
品引
だ
とする
と
『
対
脱
出
判
的
航
船

Y
り
除
断」
と

一昨
ふ

C
色
刷

ゆ

柑
叩
が
剣
らな
く
な
る
。

そ
れ
は
野
も
ら
れ
、
特
般

の
寝
み
で
あ
っ
た
「
旭
俄
の
瞬
間
制
』
も

m
m邸
内
全
ら
れ

た
。
一
恨
の
ゆ
脱
阪
か
ら
仰
れ
ば
さ

ほ
ど
で
も
な
か
っ
た
で
あ
ら
う
が
、
メ
制
限
に

制
収
船
せ
ら
れ
た
も
の
よ
り
は
は
る
か
にお
酌で
、
俳
部
隠
っ
て
仲
たの
で
あ
ら
う
・

僻
問
、
両
皆
、
術
阪

の
が
れ
貯
れへ搬
縦
さ
へ
刊
っ
て
停
る
の
だ
か
ら

、

ほ
ど
紛

,
Z
F 島

聞が
つ
く

の
で
あ
る
。

一
泊でh
w脱陪
鯨一.
M
m
た
る
問
他
殺
鵡
M
M枕
し
た
こ
と
に
な
る
。
そ
し

て
あ
と
は

ゆだ
時
勘
航
器の械
だ
けであ
る
・

だ
か
ら
そ
の
強
制
、
仲
間
叫
服
部
を
腿
ぶ
る
織
に
「

m
m
m
附
割
引
両
日

と
一
昨
ふ
祇
を

へ
毅

慨
は
阪
府
に
も

ら
る
〉
を
伊
いて
枠
り
、
潟
ま
た
強
制

%に
蹴
仙
の
侃
町
品
川

一
ヤ宇

附
な
抑
制
っ
て
ル
椛
柿の
鋭
いの
そ
な
げ
い
て
仲
る
が
、

帆向
苧
縦
に
も
あ
る

や
う
に

「
悦一
昨
弘
子
」
附
は
ず
に
、
議純臨
みq併
口
J崎
将
の
十
・
甲
府

十
一氏

に
r
rの
山w
w
w
阪
で
、
五
十
六
部
b
E一
昨
と
して
貯
抑
制
峨
郎
、
税
制

一
一宵
除
蹴
そ
峨

へ
、
政
倖
に
は
「
除
側
、
昨
鱗
」
と
し
か
隙

へ
な
か
っ
た
く
ら
ゐ
、
い
と
も
鰐
ら

か
に
制
似
せ
ら
れ
た

L
-
-
t

ふ
こ
と
で
あ
る
。

却
も
件
の
純
の
尚
一
一肘
二
十
九
時
に
は
、
燥
し
か
っ
た
鯨
蹴
肢
は
川
も
じ
十
七
淑

で
跡
的
山
b
vさ
っ
て
伊
ら
れ
るのだ
か
ら
、

協
働
に
なっ
た
対mmの
防
除
に
も
伽

ま
ず
、
磁
り
腕
か
に
加
配

の
~
r
u
R
h

利
払Wに
殿
れ
て
銃
僻
し
て
酢
た
吠
蹴
印
刷
と
し
て

島
れ
ば
、
ス
Y
カ
リ
飢w
m
r
ち
せ
ら
れ
た
か
ら
で
も
あ
ら
う
。

m
mへば
m
m体一
蚊
は
慨
に
鮫
ま
し
く
も
が
た
御
船

の
峨
の
櫛
み
で
あ
っ
た

。

川
川

叫
附の附
M
Mに
砂
え
叫
m，
ひ句
ら、
持
山
師
ω
wの
川
刊
を
し
か

も
対
似
く
劫
蹴
す
べ
き
を
劫

磁
し、
m
E閉
す
べ
き
を
際
邸
内
し

、

出
羽
即
闘
す
べ
き

b
z鳴
肱
躍
し
、

能
仰山に
酸
す
べ
き
を

殻
討
に
虚
し
て
九

日
か
れ
た
の
で
あ
る
。

開
山ぃYこ
刊
に
勝っ
て
mm噺
仰
は
郎
に
併
対
で
あ
る
と

一昨
は
ね
ば
な
ら
な
い
。

持
続
は
鴫mmかも
仰向七
一白
郎
副
に
械
的
ず
る
・

腿
て
揚
瞥
腕の
伽
唱
で
あ
る
臓
静
峨
峨
の

h
w脱
隠さ
一府
山ハ同
町||
十
一一限
切
搬

に
一内
磁
波h
w脱
館内
内
肘
十
九
限
|
|
一
一
十
伊
)
な
ど

で
は
、

件
の
鴨
川
間
宮
仙
附
し

て
対
泌
が
が
臨
ま
れ
る
。

叡
併の
知
鰍
に
い
そ
し
で
酔
る

抑制
滋
は
、

持
鰐
蹴
の織にも
u
r動
蹴
峨を
詑

絞
っ
て
叡
掛
川
せ
ず
ば
な
る
ま

い
c

「
脱
ゐ
る
も
の
附
弘
み
せ
ざ
ら
ん
や

z
t
y
g
-



<.18 ) 飽ーー:�. 争下一ー仰

1111111..“111 

主ぷ

勝:

上三

人組

言己き

ま
づ
酢
一
利
府
酢
を
鍵

い
て
玲
さ
い
。
餓
鰐
で
提
に
砂
げ
る
昨
燃
を
鴨
川
に
時
を

つ
け
て
み
よ
う
-

m島
鴎
ヲ
蹴
の
戯
ハ
以
験
問
料
秒
間

H
蹴υ
、
防
皆
既
四
郎
総
ね
ず
ハ
防
職
制
服
川
総
館
山
肌
械
〉

鍛
倖
即
時
椛
紛
争
ハ
抑
制
川
腕

p
h
F
蹴
〉、H
a苅
献
や
ハ
附
円
八
が
榔
〉
、

m
mぴ
砧
除
雌

静
岱
略
、
脱
称
、
小
附
抑
制
問
、

偽
動
燃
悦
治
山
γ、
持
に
附
和
的
を
酔
え
て
け

M
m制限、

背
骨
山
川
に
山
町
っ
て
賂
へ
玲
る
@
そ
れ
か
ら
冗
錦
を
佐
て

、

首
椴
即
時
刊
が
廊
〈
千
勲

腕
砂
船
蹴
)
、
附
陶
砂
榔
鰍
加
つ
砂
防
械
か
掛
械
)
、
附
減
脈
問
町
、
践
に
仰
際
協
に
刈

っ
て
織
斜
伽
M
mケ
街
、
根
へ
蹴
っ
て
卸
概
駅

r
♂
山
総
智
昨
(
時
議
腕
)

、
ま
た
鰍
制

限
，
ひ
聡
蹴
出
を
配
へ
段
っ
て
前
川
和
、

T
蹄
館
山
山
へ
ー
ー

も
し
伊
酢
の
ぷ
に
鴨
川
に
こ
の
附
仰
&
対
め
て
ゆ
く
と
す
れ
ば
、
そ
の
川
市
ま
ぐ

る
し
い
躍
に
総
し
く
盛
る
動
静
に
知
つ
獄
く
で
あ
ら
う
し

、

ま
た
そ
の
臨
配
が
抑

協
の
対
似
阪
の
対
砂

Mれ
に
蹴
る
勝
航
叫
仰
な
も
の
で
あ
る
の
に
胞
に
麟
く
で
あ
ら
う

館
守
』
の
町
に
却
ぬ
る
か
と
脱
ふ
と
聴
に
配
せ
る
、

h
rゆ
泌
り
臓
の
蹴
r
る
腐
の
な

い
臨
僻b
r
M
V
』
そ
は
、
野
が
鯨

一一
一
府
畑
町
込
霞

m
w
u
m
m
u
Z
H

川
が
八
十
九
特
の
ゆW蝕
膨

に
渉
窓
れ
た
、
肌
附
阻
仙
の
対
航
に
昨
鰍
さ
れ
て
ゐ
る
畑
山
川
相
蹴
な
の
で
あ
る
・

師じ
Iln IlIIi 11111 

佐

藤

賢

}I頂

そ
の
僧
訟
は
服
そ

m
m百
円
配
備
に
な
る
で
あ
ら
う
か
。
際
鋭
し
ゅ
べ
く
も
な
い
・

そ
の
蹴
は
内
職
や
制
治
験
の
お
臓
で
必
慨
が
「
山
山
静
」
に
慨
し
て
向
叫
ん
ど
併
脱
般

に
な
っ
て
ゐ
る
併
と
は
潜
っ
て
、
飽
砂
が
苅
き
な
勝
対
と
な
っ
て
川
町
の
併
猷
を

t

守
ニ

u
r
M
W

信
附
し
て
ゐ
T
U
{
で
あ
っ
た
、

と
い
ふ
羽
ψ
・
惣
ひ
川
町
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
・

そ
の
お
に
宇
溜
に
あ
る
厳
島
郎
総
磁
そ
蹴
い
て
み
ま
せ
う
・
政
か
泌
物
ヘ
出
憎
む

一
八
五
九
特
〉
か
ら
邸
内
円
、
沼
山
内

、

官
一
添
加
減
、

郡
一
郎
吋
郷
僻
、
澱

一灯、
時
齢、

就
位
、m
f即
時
郎、
m
m
v
な
ど
h
い
・
中一一
一
州
純
づ

L
で
触
る
特
燃
や
ら
慨
叫
に
舵

て
、
川
町
鍛
十
例
ハ
一
九
間
七
〉
に
霊
る

H八
十
九
純
胞
が
、
蛇
に
山
首
倣
黙
ら
う
と
す

る
即
俗
で
あ
る
。
時
邸
主
慨
が
砂
評
議
し
て
繁
抗
議
批
判
と
な
り
、
察
隊

h
vは
得
郡
山
内
に
効
似
し
て
、
倣
似
に
椴
恥
げ
が
慨
僻
さ
れ
た
・
そ
の
鮒
峨
も
政
山
町
苅

純
に
は
鳴
引
制
し
て
、
そ
れ
か
ら
は

、

酔
飴
ほ
の
蹴
都
中
崎
一
都
純
輸
の
都
鰯
同
町
に
税
て

ゐ
た
・
舵
械
の
鍵
に
は
船
齢
、
限
靴
と
こ
山
川
町
附
い
た
ピ
け
で
、
総
舟
の
服
組
和
払
耐

え
て
ゐ
る
・
と
い
ふ
の
も
、
駒
山
慨
が

j
q附
側
、
却
炉
践
し
て
、
的
ら
み
の
姦

之
町
?
て
ゐ
た
か
ら
で
あ
る
。
蹴
慨
が
恕
せ
ら
れ
た
舘
は

、

川
仰
暢
蛸
臨
時
、
務
職

、

協
階、
時
郎
、
時・湖
、
川
町
恥
、
砥
ぬ
な
ど
叩
山
川
町
に
緋
政
治
と
な
っ
て
、
制
刊
行
一
下
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こ療を な
と情書 る
なの宗量
と故主 5士』
そにが

ζ てま
ヨl5"it そた
へ親か
~tLO建言 や
せしう
なたな

け
れ
は
な
ら
な
い
・

x 

x 

制
服
に
謀
る
担
問
時
怖
が
磁
脱
し
た
。
}
総
会
側
械
の
轍
仲
隊
側
の
蹴
か
ら
拙
鰐
砥

時
怖
が
岱
ほ
さ
れ
る
ま
で
の
紺
百
五

十
悦
は
部
品
川
が
識
と
し
て
鍛
出
向
か
ら

r
て
ゐ
る

の
で
、

館山
仇
川
町

仰
と
酔
陥
れ
て
ゐ
て
、
そ

の
鵬に
は
蹴
鵬の
総
械、
開
制
服
械

の
m

m
m
、

六
一
酔
臨
w
m恥
踏
の
鶴
町
、
間
仰
が
船
紙
、
艇
阪
腕
傑
の
一
脈
艇
な

v
c齢
、
と
犯
と
紡
抑
仰

の
鈍M.

し

い
貯
都
町
加
が

b
wり
蹴
げ
ら
れ
る
。
偽
し
航
路
酢
が
隊
紛

が
、

一
磁
の殴

臨
とw
m叫
を一蹴
し
て
恥mb
E一
一
慨
し
、
眺m
wしに
し
て
齢mmwな
対
側
ひい和
か
う

と
す
る
恐
艇
は
、

そ
の
ゆ
似
に
靴
脱
な
蹴
慰
?
抑
制
九

g
bれ
た
・
鍬
剣
山
ザ
仰
の
以
内

約
蹴
酢
誠
一
ゆ
か
か
や
う
な

「
b
rm
m」
を
政
階
、
と
し
山

川
和し
た
こ
と

.

阪
に
民
一
制
限

仇
叩
叫
均
附
除
、
昨
山
出
蹴
川
刊
の

作
は
山
川
伸
川
崎
山
い
と
特
ナ
。
川
町

劫
耐
伸
と
は
町
駅
佐
臓
は
っ
た

訟
仰
山
で
あ
る
。
肢
か
坊
純
白
山

ル
鴎←剛
山
内
触
に
川
町
る
。
て
』

の
純
泌
を
舵
m
m
m
M

炉
械
の
儲

m
wや・断
蹴
して湾
曲r
b正
町
出
品

し
、
m
ゅ
のh
r
r
d
市
般
紙
と

な
っ
て
、

h
r
.
肱
を
樹
め
た
そ
の
一
儲
に

v
m
M
U
W

刊
をh
wち
髄
か
に
酪
を
静
ぢ
て
ゐ

る
v
mん
は
間
続
と
予
ひ
、
刊
川
町
対
儲
結
節
融
関
お
の
郎
総
、
駒
川
匂
肌

m，
山
間
期
艇

の
僚
にm
mり、
山町
山
恥
げ
刊
で
山

m
mし
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
仰
向
に
作
.
ル
即
時
に
桜
り

山町

。
&
9

な

ん
だ
人
と
州
開
へ
る
。

m
m除
の
体
蝕
猷
は
創
刊
部
似
般
の

m
r
m
と
r
m鋭
僻
の
除
似
と
ニ
つ
の
静
脈
に
が

け
ら
れ
る
・
一
一
一
十
九
総
に

し
て
一
一
船
駅
峨
峨

附
似
治M
mよ
り
m
p俳
ぐ
ま
で
の

除
紳
が
約
制
悦
燃
の
骨
似
守
あ
り
、
泌

LEル
げ
服
さ
れ
て
か
ら
仰
向
が
山
抽
出
組
川
町
の

m
r

m
Mであ
乙
。
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そ
の
俄
ゆ
と
し
て
は
駅
ろ
船
阪
の
ゆ
と
》
は
る
ベ
会
両
蹴
惜
別
に
川
町
宮
駅
け
て

悦
般
に
は
鳴
に
抑
制
慨
険
公
の
蹴
臓
が
あ
っ
た
で
あ
ら
う
。
掛
川
れ
の
路
、
仇

b
m
m
w

の

臓
へ
一-
rp滋
跡
な
る
叫
叫
が貯
て
m
r悦鰐
抑
制
の
俄
鈴
脱
鍛
M
Z撤設
す
る
の
を
ぜ
い
た

十
一t
齢
、
仇
町
民
眼
目
駅
概
ね
ず
に
揺
り
府
馳
防
倣
加
に
邸
側

b
E
m
w

け
る
や
う
に
な
っ
た
の

が
倣
駅
の
鰐
臓
で
あ
っ
た
・
十
六
訟
の
院
、
般
を
配
っ
て
か
ら
は
鴨
川
叫
に
配
和
樹

な
ど
を
概
婚
な
さ
れ
た
。
も
と
も
と
麟
臨
機
動
な
提
出

の
放で
あ
っ
た
し
、
そ
の

ぷ
に
部
品
山
は
舵

μ
慰
昨
と
な
ら
れ
た
の
で
、
都

・部
・献
・織
の
椴
倒
的
、
慨
と
は
な
し

に
創
る
や
う
に
m
m部
し
航
船
し
た
・
慌
へ
ば
、
町
倣
や
倣
部
に
苅
猷

-m
w散を
、献

抑
制
・
鰍
艇
に
都
鰐

t
f・榔
抑
制
刊
に

m
m鰐
を
、
射
耐
山γ働
悦
v
m
m
を
、
停の
山
附
馳
撒
の
mm

m取
か
ら、
そ
れ
ぞ
れ
の
照
鈴
を
鶴
ん
で
ゐ
る
。

h
f疎
いM
m訟
鰐
抑
制
ハ
貯
町
民
隣
瞬
間
v

に
砂
川
伊
し
た
と
も
、
ま
た
そ
の
探
、
弱
か
ら
殴
っ
て
隊
配
の
砥
か
っ
た
部
沼
町
配

ハ
附
減
税
の
酔
〉
を
掠
れ
た
と
も
幌

へ
て
ゐ
る
・

鵬m
m剛の
跡創
や
保
備
が
、
そ
の
鴨
、
ど
-
Mな
苅
献
に
対
舵
強
ま
っ
て
ゐ
た
か
、

そ
れ
は
殴
献
す
ペ
〈
も
な
い
・
皆
勤
歓
の
翠
て
ま
た
、
議
訴
訟
切
の
斡
訴

の
概
観
に
椴
魅
せ
ら
れ
て
ゐ
た
艇
は
厳
か
で
あ
る
が
、
そ
勺
隊
配
に
は

m
m叩
川
駅
強

の
跡
初
な
侃
ぬ
が
蜘
え
邸

っ
て
ゐ
た
こ
と
で
あ
ら
う
・
町
献
の
献
肢
臥

艇
の
がh
r

は
静
い
て
ゐ
る
l
l

「
対
静
は
よ
く
こ
ん
な

ζ
主
を
寵
さ
れ
た
l
!
?
λ

の
暇
だ
っ
た
と
担
え
る
、
叫
ん

勝
の
蹴
賄
容
の
謡
袋
詰
を
島
町
ん
で
か
ら
と
い
ふ
も
の
は
、

M
U
J議

内
に
開
い
て
、
併
が
一
慈
の
お
付
携
を
峨
へ
る
?
に
な
っ
た
。
そ
の
似
の
印
刷

内
かt
u山
此w
t
r
一
加
の
よ
う
な
と

h
は
そ
か
川
町
総
抗
へ
た
こ
と
が
な
い
」 的

除
航
路mm
r
w
m

の
都
は
、
野
・
仰
の
や
う
に
燃
え
て
限
と
山
内
に
こ
の
駅
前
材
の

昨
に
も
限
へ
ら
れ
て
ゐ
た
で
あ
ら
う
。
山
町
鋭
に
郎
総
な
溜
き
抑

制
執
が
、
こ
れ
に

蜘
殴
慰
で
あ
っ
た
鶴
は
な
い
。

駒
市
町
っ
て
三
十
閉
抵
の
階
、
叫

m
r
m
b
に
隊
っ
てbr
b
r

や
ハ
部
助
町
総
ゆ
滋
の
腕

r
vに
肱
臨
し
て
、

一
隊
創
併
に
船
艇U
た
。
偽
し
こ
の
峨
聞
に
も

保
協
の
鰍緋

と
な
る
酔
脱
が
牒
ま
れ
た
・
三

十
八
抵
の
紘
輸
の・』
と
で
あ
る
。
骨

m燃
と
こ
の制

限
を
勝
れ
た
滋
砂
が
あ
る
・

h
rを
蝕
同
開
儲
帥

Wと
白
羽
町
っ
た
@

「
M，
給
品川
は
蹴
燃は品
川
の
脱
獄
、
畑
山
台
一
誌
の
政
紛
で、側
郎
猷
の
ザ
に
あ
っ

て
却
に
織
が
加
が
蹴
め
て
お
ら

れ
る
と
叫
附
い
て
ゐ
る
。
臥

V
Mは
んp
m叩
滋m
M山
川
の

肢
を
僻
依
す
る
税
で
あ
る
が
、

M
M川
倖
芯
澱
の
儲
は
動
部
仇

W砂
が
斜
〈
郭
引
い
て
い

づ
れ
を
蜘
W
L
ι
慨
い
だ
ら
よ
い
の
や
ら
悌
み
ぬ
い
て
ゐ
た
。
こ
れ
は
俄
州
統
鉱
山

γに

税
脱
し
て
憾
の
鰍
鰍ψ
蹴
る
に
附
く
は
な
い
と
脱

っ
て
、
叫
州
知
和
へ
郵
る
お
ぽ
材、

既
p
m
bじた
・
そ
のm
nに
蛇
怒
川
こ
そm
v
b
r
く
m
m僻
刊
誌
を
飾
る
も
の

だ
と
お
町
け
ら
れ
た
の
で
、
鮎

g
誠
治
ね
ず
に
霊
り
七
成
七
世
の
副
都
艇
を
静
ま
せ
て

、

こ
れ
か
ら
鮫
倖
に
鵠
く
と

・』
ろ
で
あ
る」

と
臨
に
・
』
み
凶
芹
る
蝦
ひ
か
取
っ
た
・
慣
献
は
・
』
の
涜
砂
に
・
脚
仰
に
臨
か
さ
れ

た
こ
と
で
あ
ら
う
@
山
叫
に

h
w殺し
てU
Uた
も
の
を
、
供
服

h
vに
榔
しm
Mて
た
離
が

は
慨
に
医
へ
ゃ
う
も
な
か
っ
た
・
「
鰐
仲
泌
総

M
M川
航
』
の
鍛
税
制
山
地
て
き
へ
も
、

こ
の
悦
螺
を
た
ピ
『
邸
評
仲
山
臓
な
り
き
」
と
し
か

m
rけ
な
か
っ
た
。
コ
仰
は
柑
砕

し
て
こ
らψ
察
し
て
、
時
知M
M川
の叫
似
す
m削
除
制m
m駒山Vへ
と
鋭
い
だ

x 

1 

x 
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時
お
M
M川
が
出
品
伶
上
心
か
ら
む
る
い
で
響
み
に
肱
、
り
れ
て
か
ら
、
臨

に

一一1・ha除
慨
を
鯨
臨
し
ゐ
る
。
そ
の
伽
従
に
よ

っ
て
叫
叫
ん
船
一
概
に
け
間
引
く
か
ら
舵

m
叫
伐
の
悦
聞
が
税
し
昨
え
ら
れ
て
、
叫
ん
艇
は
怖
く
悔
い
山

一い一燃
の
野

，

m
mに
織
す
る

こ
と
が
で
を
た
。
崎
地
民
地
は
「
結

M
M鎖
倒
郎
一
議
}
だ
の
「
郡
部

m
m
kの
「
創

術
館
臨
勉
」
だ
の
郡

山町
な
蛇
鯨
そ
締
ゃ
い
で
滋
併
さ
れ
て
、
都
腕
ず
る
段
階
を
叫

m

w
mし
、
駒
山
川
し

w
mち
た
勝
宇
な
鰍
械
や
砲
り
よ
が
り
ひ
指
臥
し
て
、
恐
怖

m
m出耐

の
山
首
叫
b
E肱
川
路〈
獄
げ
ら
れ
て
ゐ
る
院
で
あ
っ
た
。

駅
除
片
山
態
き
獄
事
す
へ
溜
り
除
い
た
が
、
蚊
帳
と
蛇
恥

M
M
mは五
m
g醇
一
眠
れ

た
い
即
時
打
尽
印
刷
ず
に
ん

U出
刊
で
あ
っ
た
の

で
、
ま
た
鼎
除
まで梢
ね・
、い
っ
て
、

帥w
m
m
の
即
日
を
紛
ん
だ
・
そ
れ
助
松
山
町
般
に
ね
僻

す
る
こ
と
十
一
脚
則
、
「
臨
に
た
り

院
に
舵
す
る
」
踏
まで
に
滞
似
に
路
り
ぜ
い
た
。
こ
り

や
う
に
し
て
織
主H
結
織

は
-

s
〈
町
伽
に
路
け
ら
れ
た

の
で
あ
る
・
そ
こ
で
町
船
内
川
「
船
舶
影
山
山
絞
術
協

引
恥
銚〕止
究
明
し
て
MM九
に
精
し
、
敵
仙
の
仙
川
町
が
る
と

ζ
ろ
が
、
出
燃
h
A
M
九
州

川
町のほ
艇
の
減
問
な
る
こ
と
め
取
税
を
昏
け
た
の
で
あ
っ
た
・
山
市
に

m
U紙一一
一
統

の
人
的
、
L

都
知M
M九
は
七
十
六
鋭
、
限
伽
は

一
一
一
十
九
能・
敏
郎
劇
か
叫
昨
日
川
院
な
さ
れ

て
か
ら
二
十
六
判
断
で
あ
っ
た
・

時
支
店
がζ
の
叢
ま
で
撃
の
京
急
め
ら
れ
ず
、

撃
に
制
僻
す

る
こ
と
飽
か
に
一
慨
に
も
瀞
た
ざ
る
、
し
か
も
獄
紛
の
内
掠
に
獄
腕
の
新
く
を

，

m
け
ら
れ
た
の
な
税
へ
て
も
、
腕
砂
が
航
般
に
ま
た
飢
俄
に
・
砂
川
町
に
臨
れ
て
ゐ
た

か
γ
鑓
せ
ら
れ
る
・

船山光
片付
行
泌
を
お
け
る
叫
に
、「
総
佐〈
紗
に
依ず
・
鵬
ち
ル
町
の
泌

p
-助
て、

-
句笥

〈
抑
仰にル
ザ
廠
せ
ん
」
と
卦
は
れ
た

。

針く
の
凡
獄の
村
に
は
さ
だ
め
し
獄
W

も
や
紙
も
あ
っ
た
で
あ
ら
う
・
倣

し
州
統
に
出
印
刷
せ

ら
れ
た
掲
の
民
和
は
よ
く
除

肢
を
一
似
し
、
m
m
wが山
川
町
付
加
紘

一--
Wなる
ζ
と
そ
郎
舵
悦
に
せ
ら
れ
た
。

「
融
情
…
町
付
加
除
採
る
へ
て
ん

rに
艶
るζ
と
刈
し
か
ら
ず
。

仙
側
、
、
船
殺
を
附
竹
中
て

m
m

静
仲
間
t泌
す
-
m一
れ
ど
も
勝
が
部

.

誘
く
貯
仲
に
路一け
船
山
り
円
:
:
燃
仲
はι
r

れ
乎
か
部
く
な
れ
る
な
り
。
山
川
ゆ
倣
に
蹴
っ
て

・制
一蹴b4泌
す
ぺ
し
」
ま
た
腕
に
か

う
も
絞
ら
れ
た

・
『
搬
沼
紛の
俄
は
出
町
を
鮒
m
wに
降
ふ
べ
し
」

即
帆
船
は
そ
の
続
の
入
腕
の
夜
、
協
に
成
法
の
悦

ψ
酔
し
て
、
砕
凪
W滋
滋
にm川
主

部
t市
川
似
の
納
し
て

w
m
m
n
川
町
泌
に
町
怖
い
る
織
に
、
烈
し
な
き

m
M伽の
阪
に
川
町
た
。

x 

x 

)( 

目F
h鰍
一
一
一
一
昨h必
の
町
泌
総
般
の
除
慨が
臨
ま
る
。
そ
の
体
位
訟

の
乃
除
特
ぱ

が
島
町
敵
対
蹴

r
和
り
闘
に
仰
ら
れ
た
一
廠
紳
と
な
っ
て
ゐ
る
と
い
ふ
こ
と
も
、
銭

〈
-W
酔
指
な
る
鉱
山
肌
と

4
m
u
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
・

偽
し
九
州bE縫
に
し
て
か
ら
四
脇
被
の
十
制
服
の
慰
蹴
は
舷
紙
特
ら
恕
か
に
は

m
w

り
餅
な
い
。
そ
れ
は
た
ど
獄
必
や
野
跡
な
ど
判
瞭
山
崎
郊
に
限
ら
れ
て
ゐ
た
ゃ
う
で

あ
る
・
駅
恥
町
二
制
限
船
五
十
郎
知
泊
る
ば
る
と
獄
静
に

m取
り
、
そ
の
駒
ま
だ
貯
き
駆

っ
て
ゐ
た
叫
別
配
の
趣
向
肌
が
艇
必
あ
っ
た
の
で
こ
れ
に
部
献
を
搬
し
た
と
い
ふ
。
動

町
の
樹
齢
、
灘
り
日
判
断
に
鶴
っ
て
料
似
勝
対
を
な
し
て
ゐ
た
隙
似
の

m
m秒
以
敵
制

も
、
そ
の
糊
特
に
は
恭
航
し
て
ゐ
た
・
そ
の
除
品

r
vの
制
服M
Z粧
し
、
動
寓
〈
叫
慨
も

な
く
倣
州
税
制
ぶ
ゃ
に
鵠
て
、
較
慨
に
ゆ
叫
一

w駒
山
川
に
和

っ
て
賊ヘ
丙
り
路
肢
の
ぽ
へ

れ
ん
り
、
時
総
を
料
品
協
と
し
て
織
り
に
艇
脱
を
除
る
こ
と

h
な
っ
た
・
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昏
・
か
ま
で
も
な
く
、
断
島
町
腕
船
時
比
限
憾
の
料
品

U恥
喝
、
抵
俗
の
樹
脂
昨
で
あ
っ
た

戦
脱
抑
制
附
郡
山
川

・階
船
の
部
隊
は
よ
く
殿
似

4
v・
船
協
が
る
と
撚
に

、

対
仙
のM
U献

に
つ
い
て
も
対
影
間
臥
し
た
か
ら

、

m
r川
崎・的
舵
黙
の開備
秘
と
骨
ひ
、

抑
た
に
が

織
の
間
関
に
断
じ
て
邸
内
関
し
た
鰍
側
側
と
部
ひ

、

い
づ
れ
も
そ
の
附
鈴
柿
滋
は
館

山
川
と
雌
仇
v
bの
駒
山
恥
そ
向
山
戸
中
や
う
に
な
っ
た
・
靴
郡

ψ
・
降
は
ず
、
鍛
似
へ
の
勧
肋

は
それ
の
融
齢
制
叫

・臨
察
隊
殻
撒
を
枇
め
る
織
で
あ
り

、
や
が
て
は
それ
を
販
艇
の

栴
m制
服
俄
創
に
ま
で
踏
め
よ
う
筋
で
あ
る
。
で
あ
る
か
ら

、

鍛
創
蹴
胞
の
隙
蛤
倖

は
、
脈
仇
測
船
は

m
m採
寸
館
山
仰
を
村
叫
に
椛
燦
を
織
へ
た
・

mmM肋
制
で
は
そ
の
m
m
h
拘

軌
と
も
亦
・
3

挙
の
醗
奈
の
脈
銭
安
、

譲
二
議
制
へ
捌
か
れ
て

眠
ら、
蹴
似
獄
協
の
附

属併
を
品
川
し

、

防
蹴
の
猷
協
に
対
き
い
際

観
を
賊
へ
て
ゐ
る
。

靴
叫
防
総
で
は
邸
に
特
く
政
同
町

一
議、
掠猷
が
政
干
の
部
艇
に
よ
っ
て
臨
概
慌
を
鱗

へ
て
蹴
臓
や
に
勝
っ
た
の
そ
秘
め
と

し
て
、

郊
の
鰐
搬
燃
は
制
限
附
山
市
船
の
か
都
世
に

よ
っ
て
蹴
閣
内
申
を
蹴
い
て
附
じ
く
船
隊

m
m
ψ
限
へ
て
ゐ
た
。
そ

れ
ば
か
り
で
は
な

い
・
m
m
m
r

鰐
よ
りm
締
慨
札
守
備
総
帥
鵬
し
て
館
宇
一
舶
に
蹴
か
っ
た

m
m
m
は
、

そ

の
川
和
服
の
協
に
蹴
鮒
に
織
か
れ
て
ゐ
る
。

靴
邸
内
勃
抑
制
の
一
つ
で
あ
る
創
僻
識
も
、
叫
刷
出
制

.

M
M川
の
…
心
際
体
般
山
川
も
な
く
し
て

除
服
し
てh
rた
。
創
併
殺
が
問
甘
く
か
ら
脱
猷
の
舶
を

離れ
て
餓
航
へ
勲
た
の
「

除

い
て
は、

鰍
似
川
が
限
艇
の
料
品
叫
伽
唱
で
あ
っ
た
と
い
ふ
時
齢
だ
け
で
は
な
い
。

m
m僻

燃
か
川
町
川
靴
備
制
に
鴨
川

u
h干
・
脈
へ
刊
川
仰
や

e賊
み
た
か
ら
、

服
に的
世っ
て
般
持
伽
唱
を

m川
似
し
よ
う
と
し
て
ピ
あ
る
・
舟
新
秒
間
魁
は
叫
別
配
内

P
の
m
m肢
と
し
て
、
制
，
知・

島
以-m
釦
とm
mひ
恥
せ
ら
れ
たMWの
店
で
あ
っ
た
が
、
秒
間
即

一
一品
川
の
対
向
山
訴
に

よ
っ
て
裂
と
な
っ
て
照
的
制
く
滋
す
が
ら

、

捕
時
務
に
ゆ
陥
れ
た
・
間
訟
の

m
vや
のm
r臨
や
瞬
間
な
ど
は
、
そ

れ
よ
り
も
総
統
特
く

、

館
山
川
に
h
rて
創
備
のr

m雌
に
続
め
て
ゐ
る
。
特
邸
は
そ
九
拐
の
蹴
鵬
の
釘
幡
町
の
胞
も

m眠
れ
たm
m
m
杭
で

あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
倣
し
、
少
紋
訴
と
恥
っ
て
滋
鰍

M
M川
川
川
仰
の
紋
艇
と
は
ゆ
彫

り
雌れ
た
叙
艇
で
あ
っ
た
。
樹
齢
ケ
併
の
郎
被
に
は
こ
の
削
指

の
叙艇
が
餅
砲
店
仰

除
に
な
っ
た
と
除
、
え
て

、

m
m
M
M

・』
れ
に
昏
ひ
踏
ん
で
ゐ
る
。
こ
の
低
に
隙
じ
く
訪

問
削
の
お
伊
や
で
あ
る
殿
勝
脱
出
関
献
の
町
下
の
溜
知
的
や
時
じ
黙
備
の
ぬ
仰
な
ど
が

、

般
借
椛
附
加
と
い
ふ
こ
れ
も
撤

W
の
間
械
の
叙
鱗
か
ら
ル

れ
ば
持
制
仰
と
な
る
叙
艇

か
蹴
め
て
ゐ
た
@
出
燃
内
仰
の
一
阿
川
な
る
舵
慨
は
叫
洲
町
刷
協
蜘

w
hハ
純
白
巾
に
は
、

m
wく

も
静
概
略
轍
昨
へ
h
rて
制
服
を
僻
ん
で
山
町
刊
泊
料
艇
の
糠
そ
限
附
し
て
十
戦
勝
も
そ

の
蹴
そ
伽
卸
し
て
ゐ
た
。
恥

U劫
副
都
が
刊
飴
へ
和
ら
れ
た
慨
に
は
叙
備

の
腐
は昨

慨
に
も
蹴
す
に
も

、

設
る
慨
に
怖
か
れ
た
で
あ
ら
う
。
一
瓜
に
叙
備
践
と
且
九
回
っ
て

も
、

こ
の
や
う
に
肱
川
悦
川
町
な
叙
艇
が
、
郎
総
一
概
に
船
仰
向
と
鮒
惜
し
て
ゐ
た
・

こ
れ
が
鵬mwが
刊
鰍
へ
掛
川
僻
さ
れ
た
凱
ま
で
の
俄

m
b
E
怜
叫
と
す
る
掛
賊
の

h
v

憾
で
あ
る
・
蹴
前
轍
浄
そ
燦
ふ
と
い
ふ
か
、
制
餅

・腕
・靴
献
の
仙
川
船
は

、

同
抗
も
脱

聴
に
抑
制
を
悩
鰍
し
て
そ
こ
へ
陀
備
制
の
聡
が
か
「
絞
る
。
恥
町
も
織
な
る
貯
鮒
の
殿

町
師
、

慨
削仰
を
もw
mか
す
依
ぬ
の
鰍
館、
民
銀
なw
w
h
炉
な
総
憾
。
「
町
勤
時
」
が
「
船
山
仰
」

に
山町は
れ
恕
・
』
れ
を
か
中
。
郡
川
仰
に
は
跡
鶴
で
、
倣
似
に
は
品
川
鰍
で

1
1
・
こ
れ

が
『
館
似
備
制
」
の
川
悦
ば
し
い
怖
が
、
あ
っ
た
。

こ
の
蹴
倒
に
も
也
い
紡
制
問
似
内
…
ザ
か
ら
掛
か
ら
ぬ
内
側
に
開
山
糊
し
て

m
rられ

た
削
除
の
航
慨
は
ど
う
で
あ
っ
た
そ
お
(
刊
倖
前
向
ん
ど
十
制
服
は

刊
脇
町
札
T
山
中
叫
に
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駒
山
似
が
綜
け
ら
れ
た
・
こ
の
智
加
は
、
向
、
制
副
に
僻
附
し
て
叫
川
町
制
の
律
仙
訟
を

除
蜘
に
即
め
ず
階
『
滋
俸
の
う
へ
に
殿
山
炉
・
概
し
て
」
砂
川
町
に
税
じ
・
~
と
い
ふ
ヂ
膨

大
鵬
丸
貨
店
側
山
即
机
酬
の
}
肢
の
獄
川
崎
脚
酔
で
、
総
っ
て
舵
僻
の
鰍
叩

m
h
g
除
っ
て

um昨
揮
す
る
織
が
鈍
か
っ
た
の
で
あ
る
・
慣

m
wは
織
は
ん
肝
鵬
の
概
献
や
に
仰
い
て

み
ム
品
川
和
叫
・
銭
安
糊
併
し
、
識
に
脱
が
に
す
っ
て
「
紘
一
志
郎
郎
防
一
蹴
〕
を

m
M

き
、

臓
は
被
慨
に
ゆ
き
て
臨
鋭
ぷ
即
時
斡
の
鰍
脱
を
膿
い
た
。
脱
払
臨
し

、

献
を

時
め
て
の
・
』
の
十
純
附
の
蹴
如
、
戦
述
、
踊

m
mは
棋
に
川
匂
し
い
鰍
に
泊
る
。
そ

の
仰
れ
も
が
、

機
主
抑
制
の
対
静
を
脆
附
し
て
制
限
に
拠
り
限
へ
ら
れ
る
と
こ
ろ

の
、
鵡
稲
川
山
川
の
材
勘
定
都
す
が
縦
さ
蜘
斡
梢
絡
を
一
ず
せ
ん
と
す
る
に
あ
っ

た
。
即
時
限
に
品
協
に
泣
か
ら
ん
と
し
て
、
脱
出
航
舶
の
織
の
こ
の
献
鵬
、
こ
の
鰍

慨
に
は
留
に
臓
を
悩
す
も
の
が
あ
る
・
部
判
市
制
叫
柏
町
の
駁
附
と

m
m部
の
鼎
郁
も一
階

お
慨
ひ
な
し
に
「
一
貯
椛

L
W」
の
脈
融
は
慰
め
ら
れ
た
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
蹴
齢

制
御
の
燃
烈
俗
、
加
制
跳
づ
け
は
割

引
く
航船
め
腕
時
砂
却
の
が
一

め
で
あ
っ
た
。

川
総
の
附
唱
は
磁
ら
く
は
限
除
が
山
町
出
仙
の
伊
陀
と
せ
ら

れ
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
ら

う
が
、
銀
総の
漉
艇
か
ら
か
h
F皆
勤
た
る
川
河
輯
鮫
混
と
の
町
に
蹴
助
か

ら
ぬ
附
蹴

止
ゲ・蝕
じ
た
の
で
、
こ
の
ザ
も
憶
に
概
餅
に
島
知
て
ら
れ
る
や
う
な
こ
と
に
な
っ
た
・

一
一
郎
M
U脱
を
齢
島
町
鮒
鵬
に
酔
ん
で
、
館
山
川
か
の

m
m
mの蹄M叫
が峨
の
慨
を
勝
っ

て
、
こ
の
ゆ
を
おっ
て
ゆ
く
情
殉
は
躍
に

骨
服で
あ
っ
た
。
「
射
的
成
川
儒
』
門
知

教
は
「m
m
v
の
M
N働
し
み
訟
を
島
る
」
主
一
砕
い
て
ゐ
る
・
鍛
創
に
ね
げ
き
砕
い
て
も
、

.

時
め
磁
め
た
船
る
脈
と
て
も
な
か
っ
た
の
で
、
対
…
際
的
成
制
説
明
や
・
伐
っ
て
穂

〈
山
即
日
川
ケ
ザ
に

M
m
r
M

bF期
す
る
慌
が
で
き
た

w

こ
れ
が
倣
似
掛
m
mね
ず
の
総
紛
で
あ
る
。
創
炉
も
矧
仇
で
は
な
か
っ
た
・

m
v
h
f

滋

は
織
似
の
鴫
へ
附
て
・
が
附
即
聞
け
を
し
て
、
慨
か
.
慨
ぽ
守
山
町
め
て

、

そ
い
は
よ
っ
て

L
i
-
-
4

司
令

炉
活
札
γ一
郎
・
え
た
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
白
紙
さ
も
惣
符
に
舵
く
な
い
で

あ
ら
う
。
限
砂
の
慨
続
臨
に
六
十
億
、
慌
に
お
徹
叫
し
い
隙
り
で
あ
る
。
し
か
も

&
i
E

レ
4

・
主

一

一
-
冷

'
e
gゐ

j
E

隠
b

・

4
4
温
‘

z
f

M
円
に
は
鰍
円
相
肺
制
札
7・
仰
る
術
開
が
あ
っ
た
。
然
し
こ
の
ゆ
に
あ
っ
て、制
は
酢
m
K

L
M滋
の
邸
獄
に艇め
ら
れ
た
。
「
艇
蹴
ち
叩
制

L
鋭
」
「
織
が
叫

m
m
m
鍬
館
線
」
-
郎
一
面

磁
.
附
釣
ゐ
説
，
響
曲
一

F
な
ど
んr一
郎Jり
何
一
符
か
す
ず

tに
概
地
さ
れ
た
そ

の
慨
に
は
、

恥
町
山
肌
鴎

r
昨
に
砂
織
し
て
一
や
そ
鳴
し
、
時
的
腿

4句
協
か
れ
た
税
さ
へ

あ
る
。蹴

伸
二
常
時
下
め
砂
川
明
と
聡
仲
と
は
七
十
八
践
の
殿
山

Wに
叫
附
加
し
て
成
彬
そ
脇

っ
た
。
こ
の
蹴
b
E
K
F

引
い
て
概
m
wは
副
総
る
ば
る
主

m
m服
部
門
闘
を
都
け
て
川
町
ぴ
・
刈
献

の
地
に
苅
っ
た
の
で
あ
る
。

h
w
n
出
向
倣
似
で
は
路
般
の
似
の
叫
町
内
山
桃
山
心
阪
山
市
穏
が

悦
胞
と
し
て
苅
w
rに
畑
山
品
川
し
、
沼
市
り
偽
品
仰
は
九
州
協
併
で

m
wられ
て
ゐ
る4
邸
内
臓

終
る
」
の
や
限
に

M
M
Uは腕
仰
向
と
し
て
ゐ
た
・
間
齢
は
が
伽
に
九
伊
さ
れ
て

、

除
総

羽
以
掛
にmm間
協
や
掛
け
長
脚
内
り

、

慨
が
抗
の
川
知
紛

b
Em
船
時L
Mげ
た
と
m
mへ

ら
れ
て
ゐ
る
・

叫
州
都
概
側
十
一
械
、
郎
総
九
純
償
制
に
依
る
。
強
制
七
府
中
ハ
山
町
、
対

m
m抑
制
在
能

げ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
問
問
山
首
ハ
十
九
館

。

h
v一
げ
縦
』
可白
、
銀
b
h般
に
や
け
、
撒
仰
の
や
蹴
捌
般
の
臨
に

、

そ
の
様
.
く
を
働

棟
二
情
的
に
御
伽
に
冶
山
聞
に

m
mげ
ら
れ
た
郁
縦
主
体
一
悦
で
あ
っ
た
。

-
仏
六
百
五
十
件
の
ね
込
必I
際
L
、

ζ
F

一
口
T
終
的
に
A
H〈
相
判
品
什
九
九
へ

る
。

AH
訟
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一
'
'3
2
2
3

3
J
F
F

》
、
;
・
'
'
・

p
h
}
h
h

、
，
，

h

一
併
殺
停
z
W
M
刷
協
w
m叫即日
か
ル
v
w
l
川
崎
一
別
を
純

一
時
し
て
付
併
を
，
影
せ
ら
れ
た

ζ
A
V

一
・

6
4
L
ζ
&

一
世
間
に
知
ら
れ
て
ゐ
な
い
事
で
あ
る
け
れ
ど

一
も
、
.
タ
怒
の
な
い
匙
で
、
川
崎

も
議

F
'

v
-
a
7
z

h
vョ
、
，

w
v

一

か
な
舵
織
を
称
す
る
の
で
、
抑
叫
刷
。
六
百
五
十

一
憎
ん

d
z
d
v
e
J
茸

b
y
'

る
た

-
Z
L

AW

一
敏
の
対
越
忌
を
恕
ふ
る
に
悦
p
、

本
紙
を
泌
リ

-
y
a

マ

ι五
S
Z
F

円
Z
，
F
H

会
れ
‘

一
て
倹
〈
立
た
御
紛
介
い
た
し
広
い
と

M
U
ひ
ま

一
す
・
ハ
a
a
ば
十
念
ゅ
の
m
山
轡
相
同
湖
町m
E市
》

--. 
. 

. 

. 

一、

V
W野
山
崎
、

t
-
W
E

・
e
・

-
-
i
2

R
Wが
伊
勢
鈴
に
川
ら
れ
た
の
は
W
W
二
割
E
の

伊
勢
踏に
於
け
る

記、

主
栂:

慌
で、
五
十
が
す
哨
で
あ
っ
た
。

一
一
定
臨
時が
ら
T
m
聞
い
で
か
ら
十
議

り
の
峨“
、

m
m叫
-
一
山
州に
叙
似
を
山
内
め
て

m
rられ
た

が
、

や
，
勝
訴
のYV
附
せ
ん
と
し
て
、

伊
察

に
刈
ら
れ、
伊
山w対
船
に
税
徹
し
て

、

叙
悦
川
出
羽
仙
の

利
時
を
杭H，、
航
併
をM
Wて
叫w
w
h
M
即
時
向
山
崎
サ

‘

v・
‘

a9

・
，

9
4

も

'〈，
六
日
円
必
に
作
る
〉
に
む
八
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

嵐
広
年

e
t
だ
い
き
h
命
令
ん
凪
斜
〈

e
t
s

此
寺
は
天
台
宗
4
V門
棉
酬
に
局
し
て
ゐ
た
が、
間
脚M
M

が
刈
っ
て
叙
山
間

L
LJ略
化
せ
ら
る
L
品
了、附
山
川
崎
に
が

の
m
w
に
縦
し
て
域
誌
に
時
め
、

蹴
献
を
伊
し

か
い
手
向

て
側
山
と
し
た
。

税
庁
凶
卦
と
し
て
叫
が
の
時
附
に

J
Mイ
ポ
U号
、
、

時
叫
N
L品
市
を
川
町
せ
ら
れ
た

・

4
り
が
恥
W
U七
行

械
が
の
従
も
縫
は
つ
て
似
て

、
議
議
長

し
た
祇
艇
の
バ
刈
に
よ
っ
て

、

お
針
に
時
へ
ら
る

L
一

ζ

と
に
な
っ
て
ゐ
る
・
一

ぜ
ん
じ
ぞ
多
一

二
、
縄
師
の
像

一

対
鮮
の
崎
市
に
縦
し
た
断
定
か
の
胤
川
越

­

は
球
に
炉の援
を
議
し
、
夕
影
の
畿
を一

候
へ
ん
と
、
川
町
僻
を
叫

m
s
d
て
蹴
仙
川
の
隔
を
獄
し

、

お
一

ヲ
し

い
く
旬

ん
の
h
h
F
，
命

4
6
ん
‘
，

n
c

・
‘
い
6
L
­

M
I
Tに
入
れ
て
叡ー

坑H
む
す
に
山
市
公
し
た
。
災

後
弘
政
お
-

停
戦
、
川
相
手
時
へ
る
附
、

修
し
て
齢
制
に
一

蹴
す
る
慨
に
な
っ
て
ゐ
る
。
一

悦
て
祭
は
宮
前
の
償
訴
を
彩
付
税
制
時
一

L
t
yミ
r
.
‘
J日
a
-
w
，
“T
HY
包
是

a
'
e
w
a・
ゅ

b
命
直
下E
E
L
"

'
a
­

剣
托
、
大
正
k
m
尖
一統
制
叩
役
鈴
た
る
帥
脚
本
然
・

4
特
ι

師J
岸

月且
見a

勇
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一
L

Z

宰
4

1
2
5

な

2

一
氏
に
乞
ふ
た

-
u、
脇陣余
時
代
に
成
り
し

m

な
る
作

曲

V
，
、
砂
降

E
h
，、b
ん
の
ι

包

一
耐
で
る
る
と
間
ら
れ
た
@
出
向
献

d

抗H
Aす
に
は
録
制
岬
の

一
お
が
あ
っ
て

、
傾
斜
の
訴
の
祭
給
鎖
し
た

一
鵬、
が
の
蛾
を
蛸
め
る

財
制
が
あ
る
。

由
主
民
ん

・・
再

一

三
、
四
人
の
阿
濁

一
奈
の
諮
際
の
時wみ
し
た
祇
抑
制
み

-

b
，
、
.
‘
ド
う
凶
る
ほ
ん

一
で
、
特
に
阿
M
m仙
棋
を
僻
さ
れ
た
も
の
が
阿l
ハ
あ
っ

一た
。
船
凶m湖
、
紙
附

一W
、
戦ω門一W
、
叫
品
川
珊
が
が
れ

一で
あ
る
・
が
の
吋
、
船
同

W
と
針
附
一
官
と
は
、
紙

一〈
M
Wの
械
に
が
重
っ
て
蹴
艇
の
佼
備
を
健
三
併
も
が

一

L

三
，A

の
こ

一
の
守T
W怖
が
残
っ
て
ゐ
る
。

一
時
w
wみ
は
は
践
と
叫
し
、
が
が
み

一
の
築
制
を
加
眺
め

、

明
答
W
M一
時
は
鵬
ぽ
孫

一
の
都
憾
で
る
る
。

一

g
-
-
E
L

当
L

念
宮

(
-
o
e
z

一
巡
回
調
の
店
開
は
清
水
氏
を
名
のり
、
代
身
農
業
を

一一
例
じ
、
明

F
柿
搬M
m附時
もm
wに
俄
し
ん
で
ゐ
る

・

一術
品γ成
一
郎、品
川
純
の
械
が

ξ
も
舵
吋
泌
の
鋭
川
町

一
晶
玉
事

F
L
妻
、
」R
9
1
z
t
a
A
V

一〈
、
総
本
山
特
別
信
徒
に
列
せ
ら
れ
て
る
。

一
刻
最
寄
与
が
叫
惑
を
嘗
て
慨
が

と
な
っ
た
・

. -
駒毎
食
い
じ

な
，

i
高
富
'
h
v
u
e

ん
.
‘

，
.
刷

、
寸
唆
い悟
ん

側
副m
Aサ
の
名
は
紀
中
旬
飢
州
岬
と
帯
阿
岨
輔
の
川
削
抽
哨
人

の
針
つ
る
嘱
と
い
ふ

r
ω怖
か
ら
が
て
ゐ
る
と

d
hふと

と
で
あ
る
-

m
T
V
伊
山
古
代
の
剰
が
の
十
答
申
を
附
い
た

ば
で
あ
る-
V伊
F
，
船
学
に
燃
て
際
よ
り
叙

慨
を
ず
た
る
純
、
V
Mの
r
紙

，

L
U
織
に
鍬

り
、
叫
H.r
の
斡
一
般
を
縛
め
て
お
祇
・
と
な
し

、
Mm，
対
バ

丸
山
峨
十
一
叙
出
す
と
が
づ
け
た
。

仰
の
が
れ
い
川
総
て
は
い
引
の
鮒
な
干
し
き
峨
似
が
僻

ば
っ
て
ゐ
る
。

税
制
岬
が
猷
寸
時
制
に
下
一
間
せ
ん
と
せ
ら
れ
た
嶋

、

昨
鉱
山
川
な
る

V
m門
前
の
将
峨
に
時
炉
ら
れ
、
郎
同
紙

制
せ
ら
れ
た
が
、
W
時
W加
が
組Z
V
W
Vは
が

=
・
を
時
間
を
併
し
み

「栂
V
Z
A吟
ず4
A
M
川
の
お
尚
子
で
疎
対
い
た

h

・
9
R
--

E
い
怠
事-
s

c
，
、

し
庇
う
ご
ざ
い
主
す
.
M
A此
れ
か
ら
待
相明
貨
の
刻
に

ひ
が
L
0

・
“

F9
L
や
骨

東
に
市
内
っ
て
合
時
事
い
た
し
ま
ず
か
ら
、
ど
う
ぞ
お

十
鋭
を
掛
け
て
玲
さ
い
」

会
同
し
て
、
時
の
が
時
を
倣
っ
た
が
、
援

が
附
献
が
悦
倒
的
の
慨
に
弧
加
に
叫
っ
て
併
特
，
す

る
と
、
v
m
r
w
中
目
的
対
，
が
叫
用
紙
し
て
寸

暇
併
に
叫
官

m
w
Wの叫
に
刈
っ
た
の
で
、

m
uて
た
お
山
部
の
が
を
似
一

成
十
斜
が
と
が
づ
け
、
子
炉
磁
的
ふ
し
一

た
ぷ
町
か
ら
丸
山
肌
苧
お
し
た
の
だ
と
い
ふ
の
で
あ
一

?
の

w
w
w品
川?
?
-
h
z
袋
三

が
の
叫
に
科
し
た
-
f
鮮
の
時
的
に
科
つζ

一

主
八
純
で
あ
る
・
が
の
一
町
一
部
の
十
一
幻
い
ず
は
栃

f
M
m叫
一

'
も
昆
5
S
E
C

・E
・
E

・
-

'
3
9

て
ん
'

剰
が
、
品問
劇
唱
の
御
恥
え
の
遜
り
に

W
Fり
、
世
帯
い
で
夫
一
一

諮
殺
の
附
に
鮫
じ
る
み
が
の
十
祭
で
一

あ
え
ず
叫
に
は
?
峨
附
一
以
H
W
Wの
備
対
一

鮒
を
慨
へ
て
ゐ
る
・
叫
川
町
田
一
部
の
十
一
叙
必
ず
似
に
こ
の
新
一

彰
の
針
射
を
袈
せ
ん
も
の
と
一
般
が
仰
向
ば
れ
一

二
段

M
e
-
-

ゐ
U

­

た
・
之
れ
が
附
光
の
九
n

附
守
で
あ
る
・
一

川
柏
崎
がwvず
が
ふ
け
る
鉱
影
の
が
ザ
一

足
M別
で
あ
る
が
、
川

Wの
対
一
v
m仰
叫
叫
が
働
か
な
の
に
即
一

し
て
制
似
の
緩
み
が
な
る
に
威
厳
の
併
は
な
一

い
の
で
あ
る
・

刊新最

…A 人 -_.. - 近
立ジ問 ~:n; i吃
iti? 畢 iliZ 思

a三5 与 と 芸: 想
話云 l は 三Jfの
r ti? 何 頁五 先
負前ぞ ル騒
響空併や空?者
集塑ー 塑7
三平 +? 
zb銭銭)
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ャエ
中 jユ-

(上
)

山
川
砂
か
蹴
麗
似
し
て
「
総
伸

静
砂
倣
」
践
は
ま
た
「

伊
附
蜘
除
似
?
と
・
昨
ひ
、

創
備
前
院
の
h
w国
で
あ
れば、
山
問
料
一
郎
川
も
政
の
俄
ず
ると
こ
ろ
机
げ
ま
た
訟
に
鰍

ひ
て
、

山
川
刈
思
っ
た

m
m
w
に
は
鰍の
胸
怖
に
は
対
鍛
併
の
仰
向

併
が
他
寄
れ
て
叫
川
町

に
、
知
山
川
に
臨
昨
し
た
こ
と
で
ら
っ
た
.

階
は
紗
脈
一
-訟
の
心
情
十
周
に
苅
っ
て

、

お
織で
は
い
つ
も
の
俄
鱗酔
の
働
併
せ

ら
れ
る
酔
と
は
な
っ
た
が
、
こ
の
と
き
に
は
柿
映
し
く
航
蹴
凶
対
は
似
し
ご
織
船

と
の
こ
と
で
お
酌
で
が
な
い
と
の
m
m町
、R
M叫
あ
ハ
ωな
に
お
滋
勃
な
山

m
M川
が
ど
う

し
た
お
臨
み
か
と
、
山
間
斡

M
m仰
はm
w温
う
て鴎に
侃
札z
pて
h
備
は
せ
る
と
、
た

い
し
た
お
膝
み
で
も
な
い
が
、
こ
の
甥
お
能
ゆ
が
お
舷
み
に
な
ら
な
い
か
ら
、

h
v

乎
哨
ね
が
綬
じ
て
腕
か
に
ど
務
位

γ
お
献
め
特
却
げ
て
砂
る
、
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

• 

仇
制
限
、
鍛
鮮

の
怜伊
は
般が
防
除、
川
叫
が
仇
刷
版
、
町
か
貯
側
、
脱
が
…
削
除

の
減

川
刊
に
舵
ま
れ
て
仲
る
。
こ
の
知
県
特
蹴
の
臨
め

b
Eひ
と
り
蹴
Y
L
に
し
て
伊
る
の

が
問
、m
佐
官
蹴
附
の
ゲ
ト
胞
に
燃
え
た
「

m
m似
掛
』
の
版
物
で
あ
る
・

蹴
阪m
r
m
m
の
跡
勝っ
た
叫
に
「
部
品
机
鰍
」
の

m
r献
は
除
問
の
蹴
な
働
か
し
め
る

の
も
郎
助
町
、
こ
の
脆
は
限
は
「
蹄
h
r掛
」
と
骨
ひ、前
山
村
の
帥
艇
に
静
っ
た
の
を

p
p
T

て
最
終
」
と
慈
し
たも
の
で
あ
る
。
抑
制
鰍

は

「
判
断
滅
」

と
卦
ひ
、
山
間
対
持
品

r
F麟
一mゆ
か
搬
倖
の
磁
を
郁

円鴇
す
る
蹴
鎚
で
あ
り
、
城叫A
h
r

脱
が
除
制
臥
の
紛
猷M
H川
が
儲
怨
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。



銀 ーー酋滋一一銭 の

も
う
お
M
M九
も
七
十
六
畑
山
の
り
の
を
溜
へ
ら
れ
た
の
だ
・
も
し
も
こ
の
跡
か
ら

m
m討

の
お
和
服
そ
践
は
す
の
で
は
な
い
か
と
、
制
仰
と
、

m
m
w
と
は
糊
し
く
も
お
m
M吋

M
け
て
砂
ると、
お
内
山
川

の
m
mと
し
て
悦
慌
の
鵬
即

か
には
船
際
協
が
ゆ
え
た
・

船
酔
阪
は
同
じ
純
砂
・
般
の
一
附
で
あ
り
、
い
ゲ
峨
即
の
剛
山
に
仰
即
し
て
明

h
rゆ
っ

併
で
は
あ
っ
た
が
、
仇
ん

の
航
叫
か
ら
し
て
村
岱
よ
り
m
m猷M
M叫
の
附
山
下
に
部
じ
て

脱
殺
し
、M
M川
縦
山
v
m
m
一
の
砂
防
で
あ
っ
た
・

箆
此
械
の
配m
wか
ら
搬
め
る
と
M
Kし
蹴
宇
に
齢
っ
て
榊
蹄

の
脱
が
貯
え
る。猷

踏
の
即
時
ハ
、
、
と
こ
ろ
材
に
回
附
す
る
銀
側
鉱
似
の

、

援
に
除
。
歓
し
て
は
蹴
鉱
に
、

。
縦
、
.
に
、
相
仰
の
的
総
と
榔

れ
る
。
わ
け
て
低
位
判
織
の
鴻
併
に
こ
そ
伸
紳
除
仲
舵

宇
ま
す
とM
M牢
ん
に
は
、
ハ
ラ
く
と
艦
船
の
ヒ
ラ
リ
、
畑
山
鰍
ヒ
?
と

骨
ひ
砂
つ
る
か
と
胎
ゆ
る
。

-
s
M
，
、
，
、

j
z
，

.
3
&
，

A
'
h
ω

思
凶
E
u
w電
伽

絞
れ
来
る
滅
替
の
か
ぐ
は
し
さ
、
拠
出
惚
と
験
認
の
濁
く
と
き

‘

此u
m帆
州
場
で
円
結
た

M
h
rは獄
中Uの
僚
制
と
も
、
蹴
践
の
齢
と
も
掠
れ
に
蹴
ひ
山
附
さ

れ
る
の
に
、
伽
'
m
v

の
紙
越
は
ま
さ
し
く
鶴

U
U抑
制
、

部
以
執
が
臨
t
v-山
町
め
、
M
U
b
志
向
側
め
る
臨
酢
さ
で
あ

と
に
燃
側
り
お
叫
が
仙
川
町
制
に
も
や

L
t
破く
、
間
ま
っ
て
仲
る
の
に
悶
き
ま

し

た
・
お
制
備
特
す
と
仲
静
・
貯
備
の
お
い
川
に
よ
っ
て
お
国

ω
川
怖
が
m
m〈、
m
mるく

践
し
く
な
る
・
備
が

M
U
4
M

倒
せて
臨
す
』と
が
印
刷
市
る
。
附
じ
弥
み

M
Uに
協
の

訴
し
が
恕-Y』
と
は
お
磁
の
融
併
に
似
さ
ま
の
お
い
川
か
加
へ
ら

れ
て
税
制
に
な

る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
蹴
創
出
防
特

τ
」
と
が
そ
の
まh
の
執
献
で
あ
る
。
対

e

あ
る
。
か
う
お
跡
踏
の
品
川
が
慨

し
ゃ
っ
た
お
驚
般
が
斡
都
駅
に
は
あ
り
が
た

a,T
43 

〈
額
約
か
れ
ま
す
。

拘
忽

し
ゐ
もn，

C
院

L
V宮
可
寸

お
n
M心
の
無
か
っ
た
普
の
皆
さ
ま
と
、
信
仰
の
あ
る
々
の
脇町
慌
と
、
い
ざ
-
駁
管

と
な
っ
た
蹴
の
悦
悦
引
が
は
ど
ん
な
総
べ
俄
#
-
に
な
り
ま
せ
う
か
・
腕
に
砂
州

統
般
に
蹴
て
州
航
が
附

h
rて
、
阪
殴
に
政
と
蹴
と
に
附
叫
ん
で
伊
か
れ
る
の
は
綱
引

〈
お
悦
倒
的
対
で
ご
ざ
い
ま
す
・
艇
船
山
肌
も
が
併
せ
稿
、
併
さ
嘩

E

山V仰
山f
h

じ
い
可
‘

.
g

"
ん
，a
g

・'
'

g
M
"

と
内

e
，
、

.. ‘-a 

お
師
匠
よ
人
の
お
念
品
切
で
ほ
ん
と
に
こ
の
餓
聞
の
土
地
は
教
は
れ
ま
し
た
。
魅

9
Nぽ
@
ゆ

J
S耐

へ
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
皆
さ
ん
、
た
っ
た
一
つ
鉱
に
かh
る
の
は
あ
の
「
謝

野
鰍
」
のこと
で
す
。
ん
一

'
mVも
ち
ゃ
う
ど
料
収
即
時
へ
品
り
か
‘

おり
ま
す
と
、・

臨
の
ね
の
齢
放
に
傑
り
かhっ
て
、
ふ
ら
/
\
に
な
っ
て
併
に
も
餓

れ
そ
う
で

( 36 >

っ
た
。議

の
一
品
、
制
の
酢
は
明
く
も
か
げ
り
そ
め
る
に

、

主
は
鵬
撲
が
泌

んVm引
傑
を
、
川
川
ベ
川
で
の
町
制
限
り
、
一
一
世
は
対
的
問
、
殿
町
駅
、
腕
艇
で
あ
り
し

m
m縦
の

つ
な
が
り
に
、
A
Uを
き
な
き
腕nm
mであ
る
・

a
《

9
m

必
‘
.
a

日
h
v

も
・

4

ト

「
何
援
に
成
っ
て
も
依
郷
はmmし
い
も
の
と
H
凡
え
て
、A
Y仔
は
お
附
匠
さ
ま
か
ら

孤
砂
へ
待
っ
て
お
い
で
と
特
さ
れ
た
と
き
川
、
部
な
が
ら
峨
い
、
跳
ん
だ
一
郎
伽

札
仁科
且
け
ま
し
た
。
お
脆
へ
成
っ
て
桝
院
と
お
俄
併
時
し
て
仲
ま
す

と
、
ほ
ん

「
お
い、
こ
ら
、

き
』
作
曲
る
の
ま
一
膨
れ
か
。
お
い
伊
九
州
対
的
刷
物
ー
な
ん
だ
お

叙
艇
な
ん
か
峨
へ
や
が
っ
て
、
お
針
併
が
な
ん
だ
・
お
ら
対
幸

Lつ
ひ
だ
。
お
能

川m
m叶r
'と
山
間
知
へ
Fm
く
ん
だ
っ
て
、
川
町
ゅ
に
し
て
や
が
ら
、
制
僻
し
て
砂
れ
が

い
』
緋
山
市
に
な
る
も

ん
か
@
紛
だ
よ
@
お
測
さ
ん
だ
よ
。

仰
の
め
ば
だ
l

間

の
め
ば
いL
m
w
械
に
な
る
ん
だ
い
。
除
酔
だ
な

。
お
や
l
t
v
れ
ん
さ
ん
脚
m
m酷

す
。
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際
さ
んνり
ゃ
ね
え
か
・
仲
齢

へ
伊
く
ん
で
す
っ
て
?
お
跳
で
ま
た
村
舵
ほ
く

ほ
く
で
せ
う
・
だ
い
た
い
お
脇
さ
ま
が
あ
キ
れ
る
よ
。

m
r跡
へ
仲
っ
た
っ
て
お

郎
総
が
が
仰
は
暇
〈
た
ん
か
町
内
し
て
い

h
隙
ω
m
v
り
ゃ
あ
り
ゃ
し
な
い
よ
。

「
腕
件
鵬
と
の
、
お
献
は
お
絞
艇
は
臨
ひ
で
も
、

m
wは
お
創
併
が
伊
き
で
伽
泌
が

な
い
ん
だ
よ
・
川
町
も
志
向
の
即
併
は
蹴
弁
献
は
山
町
や
み

だ
、

制
川
和
鰍
は
ど
う
し

て
あ
ん
な
に
お
時
齢
む
の
か
し
ら
と
鮮
に
な
っ
た
も
の
だ
っ
た
が
、
お
臨
時
さ

ん
か
ら
お
成
併
含
統
へ
て
聡
い
て
か
ら

、
お
献
蹴
狩
脱
が
陣
勝
山
附

さ
ま
そ
の
ま

ま
の
お
m
mに
炉
え
る
の
だ
よ
。
減
狩
鵬
、
も
し
か
腿
が
あ
っ
た
ら
税
制
間
帯
へ
お

蹴
り
し
て
川
町
の
お
伽
鴎
さ
ま
の
お
十
討
を
お
野
け

な
さ
い
。
そ
う
す
る
と
お
樹

a
7
2
 

が
も
っ
と
甘
く
な
る
よ
。

「M
m卦
つて
な
与
る
よ
。
お
織
で
は
お
伊
や

り
縦
だ
。ω陥
お
創
備
対
m附
ひ
で
す
よ
。

鰍
猷
さ
ま
の
お
十
創

l

へ
ん
除
・
知
的
配
し
い
・
刈
を
宇
山
内
総
ゲ
し
て
、
へ
ん
.

『
僻
・
1
r・
中
川
酬
や
で
す
。
お
艇
の
刈
は
み
ん
な
お
鋭
似

ψ
叫
叫
ん
で
砂
る
の
に
、
た

っ
た
寸
仰
あ
の
狐
狩
鮒
か
お
舘
山
即
日
判
さ
ぬ
の
は

ど
う
し
た
こ
と
で
せ
う
か。
そ

f
e

a

』F
V

げ
2

t

e
，
区

b
q
z

れ
に
彼
は
私
た
ち
柑M
E為
的
F

郎
て
す
と
う
か

し
て
初
次
郎
が
心
そ
入
れか

へ
て
く
れ
た
ら
と
、
税
い
つ
も
そ
の
艇
が
終
に
な
り
ま
す
。

『
慨
も
W鮒
も
抑制対
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が

、
で
も
仰
の
邸
側
さ
と
骨

っ
た
ら
、h
w仰

が
醍
と
一
対
へ
ば
刻
、
蹴
と

一昨
へ
ば
服、叫
仰
と
一
昨
へ
ば
討
、
な
ん
と
も
酔
町
村
に
つ

』
電9
a

リ
。
&
町
，
‘

J
軍
事
事

L，

か
ぬ
却
で
す
。
そ
し
て
慣
例
ψ
・

持
ん
で
伏
他
人
の
一
先
で
あ
ら
う
が
、
制
の
引
で

a
・

・
咽
匁

A
'
z

b
￡
一俗
-
A
3
r

あ
ら
う
が
、
多
人
徴
官
官
会
ひ
の
中
で
あ
ら
う
が
、
も
う

m
m
m慨
は
子
融
叶
う
て
は

炉
そ
べ
る
の
で
す
。
ん

r
h
r
が
慨
と
か
一
昨
へ
ば
す
ぐ
に

m
wつ
の
、
隣
る
の
E
骨
ふ

骨
れ
も
の
で
す
・
あ
ん
な
の
が
船
田
府
叫
問
料
と

一
昨ふの
で
せ
う
か
。
M
M〈
刷
防
総
に

m
wれ
た
持
れ
な
思
い

付
で
す
」

「
い
か
な
お
隣
憾
の
お
戒
で
も
は
の
野
…
倣
叫
は

m
mと
も
政
し
か
た
が
あ
り
ま
せ

ぬ
」銃

慨
す
る
必
は
僻
い
付
を
献
め
た
い
と
脱
ふ
。

お
ぽ
向
は
列
尉
ド
引
い
る
。
階
に
一
服
す
る
の
も
い

W
M
m
と
蹴
か
ら
腕
伊
さ
れ
る
け
れ
ど

器
製
印
刷
は
跡
殴
総
齢

品
川向m
b
b
h
付
に
鵠
ら
ぬ
刈
で
あ
る

。
川ザ
れ
峨
践
を
刊
り

、

臓
や
、
臨
の
線
品

w
h
k
除
み
な
が
ら
将
棋
や
へ
と
鰍
ら
れ
る
。

(下
)

枇
刊
は
仰
け
て
密
出
刊
の
艇
の
こ
と
・

時
貯
峨
隊
隊
や
の
山
町
蜘
酎
即
守
』

m引
附
判
必
ず
っ
と
椛

m
w併に
貯
め
掛
り
で、駒
山
捌

は
い
つ
も
や
抵
で
あ
っ
た
。
m
mか
ら
刊
ん
っ
て
勲
た
腕
亦
附
か

レ
つ
も
の
鵬
や
で
、

『
お
い
臨
も
同
町
ね
え
か
よ
。
伊
脱
出
削
さ
ま
は
ど
こ
へ
仲
か
し
ゃ
っ
た
・
お
船
酔
に
は

鵬
は
ね
え
か
よ
・
お
い
、
臨
も
酔
ね
な
・

m
m山M
I
K
e
制
対
限
れ
や
が
っ
た
な
.

臨
も
仲
ね
え
な
.
そ
ん
な
ら
淑
亦
鵬
隙
パ
お
蹴
り
だ
ぞ
、
こ
ん
ど
は
取
瓜
か
ら

こ
の
ま
』
お
殴
り
だ
。
」

よ
ろ
め
く
肢
で
取
瓜
か
ら
溜
砂
の
放
へ

、
そ
し
て
術胞
の
附
そ
泊
り
m
rけ
た
紘

狩
鵬
は
耽
慌
の
鈍
い
鰍
滋
に
山
町
た
が
、
ち
ょ
っ
と
し
た
は
づ
み
に
桝
枕
に
鴎
い
て

パ
ツ
タ
リ
と
操
縦
へ
慌
れ
た
。
民
で
こ
配
回

一
一
一箆
つ
ぶ
や
い
て
仲
た
が
、
そ
の
断
グ

ウ
作
、
隠
膨M
Zかい
て
hv
bっ
て
し
ま
っ
た
・
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抑
叫
叫
W服
か
純
比
伊
・
ヲ
で
あ
っ
た
。

微
か
齢て掛
る
臨
か
ら
哨
判
明
ず
の
紛
は
よ
く
胎
・
え

た
・
伽
'
即
は
仙

w
h
r
も
と
賜
っ
て
、
紛
の
ぷ
に
が
の

誌
が
餅
か
ず
に
勝
山
引
い
て

m
rる。
そ
し
て
そ
こ
ら
一

離
が
仲
伊
も
と
ぬ
っ
た
蹴
る
さ
で
あ
る
。
和
船
み
な

こ
と
h
思
っ
て
島
て
静
る
隊
に
関
川
町
と
店
.
対
の
臨
も

服
、
え
る
。
鋭
艇
の
臨
も
限
え
る
。
般
の
智
彦
雌
え
る
。

蹴
し
い
掛
り
も
筒
ふ
。
や
跡
蜘
に
腿
ひ
な
が
ら
そ
の

鰍
へ
抗
いて伊
く
と
、
苅
燃
の
山

m
m
w
と
、
伊
川
川
と
ル

り
限
って
臨
ん
に
佼
僻
し
て
砂
ゐ
。

M
m
'
M
に
は
椋g

m
m併
械
が
保
へ
ら
れ
て
あ
る
。

u
-
-

-
-
《

a
'
R
&

・
勺
&
，
‘

4
b
a
，

と
見
上
ぐ
る
と
成
。
情
念
に
切
る
く、包
市
よ
り
三

慌
の
併
が
聴
は
れ
て
関
川と
対
掛
の
ぷ
に
滋

づ
か
れ

や
が
て
辺
智
誌
に
勲
っ
て
配
の
放
へ
お
ら
れ
る

。

臨

時
の
併
は
陣
静
除
備
で
あ
ら
う
し
、
山
崎
が
ぬ
叫
即
時
出
払
官

邸
か
、
棋
は
税
義
艇
か
|
緊
鵬
は
一
叫
に
除

つ
め
る
・
眠
件
前
弘
前
船
の
鰍
苧
に
て
搬
か
せ
桜
ふ
般

的
憶
に
寸
仰
の
印
刷
静
が
徴
し
て
あ
り

、
よ
く
貼
れ
ば8

0
4
A
3
9
2
e
ぃ

t
E
'

た

ー
な
ん
と
そ
れ
ば
m
n光
局
知
凶
上
人
そ
の
お
力
で
ら

る
・
宇
に
は
拭
山
州
叫
酬
の

m
m御b
か
つ
て
伽
除
・
」
払
っ

て
砂
か
れ
る
。
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-
u
b
e
L
n
b

官
隊
ゐ
台

e
H
0・
a，

L
-
L

・M
l

，

ー
ー

さ

て
/
\

こ
れ
は
館
磁
上
人
ご
花
伎
の
前
兆
で
あ
る
か
も
知
れ
ぬ
・
そ
れ

に
し
て
も
蹴
狩
鵬
は
鎧
れ

で
縦
め
てw
mドm加
を
除
た
も
の
で
あ
る
・
問
問
酔
め

て
侍

れ
ば
・
皆
川
仰
の
臨
は
聡
砂
防
川
の

m
m蹴
析
の
ハ
併
の
税
鎚
叫
す
〉
、

m
mに-
T
'
b
続
的
の
鰍
の

刊
に
隣
っ
て
ゐ
ゐ
・
耐
の
鵬
は
鮫
く
肺
め
て
減

h
w鰍
の
秘
書
は
六
十
例
刊
の
齢
か
に

m
r艇
と
川
町
つ
』
配
つ
-
一
仲
る
邸
じ
が
す
る
。
倣

H
M
m
m

れ
て
臨
め-
…
帥
川
町
し
い
伐

に

￡
山
崎
っ
た
・

の

ち
ゃ
》
ヲど
限
プ
用
品
H九
町
の
ほ
の
殴
U
Vい
踏
恥・の
対
協
が
仇
胞
の
封
駄
を
件
ら
し

秘
め
て
、
一
骨
ひ
飾
れ
ぬ
幹

m
uの
蹴
を
即
け
か
け
て
m
Vる。

「
そ
う
だ
。m
h〈
伊
か
う
」
と
ひ
と
り
低
公
う
て
的
政
っ
た
。
統
っ
て
町
駅
や
へ

仲
っ
て
ゆ
る
と
、
怒
ら
か
す
銭
的
胞
が
す
る
・
鵠

τ
T
R

に
篠

山
間へて
出
る
。
そ
れ
で
砕
て
悦
と
な
う
一
慨
に
配
る
m
m政
の
蹴
じ
に
、
蹴
持
鵬
だ

け
は
腕
か
ぎ
か
ら
酔
ひ
酔
け
ら
れ
配め
ら
れ
る
。
齢
に
島
え
ぬ
艇
の
協
を
殴
じ
る

・

a
F
'
=
g
a3
 

.. 

，
、
喧

.
，

g
r

a
，

k

，
、
師
、

「
加
盟
怖
政
問

Wさ
ま
に
渇
は
し
て
明き
い
。
削
蝿
援
問
聞
きま
を
お
喚
び
し
て
刊
さ
い
l

』

「
帆
か
に
、

情
か
に1
お
ず
1

ね
酌
の
瓶
狩
加
で
は
な
い
か
・

M
T伊
は
そ
な

，
、
。
"
“
，

a
ヘ

た
の
来
る
日
で
は
な
い
・
平
〈
怒
り
な
さ
いJ

「
いや
く
能
防
さ
ま
に
お
鵬
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
務
守
』
と
が
あ
り
ま
す

、
ど

う
ぞ
合
は
せ
て
刊
さ
い
。
」

「
酷都
即
断
さ
ま
は
お
静
敵
協
か
ら
一
ト
峨
も
お
膨
れ
に
な
ら
な
い
の
だ
。
お
臨
敏

さ
ま
の
ご
蹴
艇
が
滋
づ
い
て
跡
、
え
る
の
だ
・
骨
骨
札
げ
は
ず
と
お
猷
り
な
さ
い
」

「
あλ
叩か
せ
〈
、
船
艇
邸
さ
ま
に
お
脇
し
て
一
ト
伽
お

u
n
M
川
さ
ま
が
鴻
み
た
い

の
だ
。
ど
う
ぞ
お
郎
で
す
」

.. 

時
開
閉
ね
ず
の
鱗
阪
で
は
砂
船
協
却
に
市

m
m
w
t
v
-
w
rさ
れ
た
蹴
邸MM川
が、
お
M
U腕

か
に
i
l
似
し
な
が
ら
い
と
も
縦
腕
に
岱
併
に
府
け
ら
れ
る
。

m
m仲
・
軒
以
除
斜
配l
ー
附
加
伸勝砂
町
阿
!
i

似
に
停
の
お
民
恥
な
く
、
税
苧
悌
か
に
恥
り
ら
れ
た
と
き

、
ハ
γ
と
即
ず
・
つ
い

て
川
町
ひ
山
町
し
た
の
は
脱
出
掛
防

で
あ
っ
た
。
そ
う
だ
。
い
つ
ぞ
や
慨
し
ゃ
っ
た
お
鰍

ー
ー
一
や
一
一
訟
の
倖
齢
制
約
一
仰
蜘
除
紙

、
あ
れ
は
ね八
が
削
船
の
悦
諜
ら
ば
苧
に

い
断

ら
せ
て
跡
れ
と
慨
し
ゃ
っ
た
。
あ
の
お
総
を
併
お
枇
め
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と

i
l
刈
の
獄
中
ハ
蹴
と
卦
は
う

か
。
剛
山
ひ
即
し
て

お
織
を
勝
り
に
刊
る
と、
戦
しも

縦
如
附
が
1
1
拠
m砂
防
さ
ま
に
伊
は
せ
て
刊
き
い
と
対

臨
で
的
い
でpo陥
で
あ

っ
た
.

「
叫
臨
以
さ
ま
、
川
町
は
則
的
さ
ま
の
お
艇
ひ
で
、
こ
ん
な
服

μ心
川
で
も
帆
悦

h眼
U
μ
川けνハ
の
，
.

附v航
停
軌

P札
を
乞
お
町
僻
附
ら

せ
し
て
聡
、
き
き

ま
し
た
。
お
銭
艇
を
蹴
っ

た
秘
を
お
山
町
け
郎
主
~

さ
に
一
併
なり
と
お
肢
は
川
慨
を
ご
阪
航
献
に
鰐
ま
せ
て
鴎
を
た
う
ご
ざ
い
ま

す
。
ど
う
か
お
M
Mぺ慌
の
お
十
俄
ぞ
い
帥
か
せ

て
百さ
い
ま
し
J

鵬
際
問
即
は
m
wして
鉛ι
T
M
m

阪
にm
w
れ
て
苅
っ
た
・
叫
m船
山
掛
川
同体
h
v艇
の
お
隙
な

お
帥慨
が
る
と
、

m
m邸
服
店
は
郵
船
っ
て
砂
併
の
聞
に

術
ん
で
を
し脆かれ
る
・

そ
し
て
ま
た
も
僻
視
の
お
針
似

か
能
く
。

都
協
同
即
は
川
町
阪
に
臨
く
ま
っ
て
即

い
て
酢
る
蹴
狩
鵬
川
一
搬
を
ち
ら
と
貯
ら
れ

た
。
狐
-
添
い
ぷ
じ
て
み
に
州

防
備
し
て
仲
る
。

似
のm
r
mへ
、
倣n鵬
は

惚
雌に
剛
山
げ
た
・

『
あ
れ
政
に
ル
た
船
仲
間
仲
憎
の
掛
川
聞
に

釦
し
て
怯
え
た
峨
紛
仏
、
側
臥
町
υ
献
に
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記
-r一線
錫

島
る
脱
獄r
μ八
さ
ま
そ
の
僻
の
お
磁
で
あ
る
・

N
-駒
山
酔
印
刷
の
都
制
科
さ
れ
た
お
鰍

も
そ
の
ま
与
、
きら
め
く
村
山
献
の
抑
制
も
そ
の
ま
』
で
あ
る
。
あ

L
あ
り
が
た
い
。

あ

の
誠
は
政
獄
で
あ
っ
た
。
蹴
亦
腕
と
い
ふ
一
郡
山
の
服
店
で
さ
へ
お
島
齢
制
服
は

さ
ぬ
僻
艇
の
お
船
酔
に
溜
ひ
な
い
」

繁
鰍
は
お
は
品
川
慌
の
お
吟
の
抑
制
を
概
し
て
は
一
叫
に
お
俄
慨
を
が

は
せ

明
鏡
の
夢

.,
see
' 

I
I

対
仰
向
対
蹴
蹴
戚
鵬
館
六

\
\
恨
の

m齢
、
蹴
艇の弼
併
時

\
、

~
は
、
ゆ

る
案
察
な
磁

ぷ℃
、

一
"

を
島て
齢
臨
し
た
。

、
、
ぺ
一
一

一

そ
れ
は
、
縦
軌
跡
な
一
除

、
\
二

4

対
、
そ
の
慨
釈
砂
仰
向
た
る
、

鶴
へ
や
;
な
く
野
し
ぬ
か
が
r
p
供
擦
を
峨
て

『
ル
町の織
を
そ
な
た
に
艶
同
存
ゃ
う

』
と
卦
っ
た
・

『
そ
の
や
う
な
蹴
猷
を

、
川初
勝
な
う
俳
砕
い
ま
す
。
』

併
協
は
こ
れ
な
僻
し
て
野
け
な
か
っ
た
。
あ

ま
り
に
敵
川
し
い
防
訴
の

誠
に、
m
wに
か
し
ら
槻
m
mろ
し
い
脱
ひ
が
し
た
か
ら
で
あ
る
。

i内
心
や
/
\
部
制
な
れ
ば
こ
そ
、
そ
な
た
に
却
げ
る
の
ぢ
ゃ
。
燃
し
て

出
獄
し
て
は
な
ら
ぬ
ぷ
で
う
一
昨
は

れ
て
、
悦宏
子
〈
船
し
脆
い
て

J時
に
締
め
た
。
:
:
と

h
r
b
7

島
ま
し
た
・

問
税
は
践
の
勝
蹴
?
と
識
に
こ
の
脱
を
肌
附
い
て

『
こ
れ
ぞ
、

そ
の
制
勝
品
川
知
似
酬

が
鶴
の
伊
げ
に
よ
っ
て
椴
蹴
齢
ば
さ
れ
た

に
も
俳
て
、

件
の
ぷ
な
い
m
r山
町
た
い
こ
と
じ
ゃ

、

儲
ず
そ
の
み
sは
供
出
ωの

附
停
と
も
な
ら
う
。

』

と
を
慨
に
畷
ひ
、
山
口
れ
酌
hす
る
h
v-K
郡
山Wり
鈴
え
てmwつの
で
あ
っ
た
­

F
'a

a
'ま
の
令
包
し
る
を
ん
包

月
み
ち
て
お
宅
れ
に
な
っ
た
の
が
、
後の
箆
志開
飾
で
あ
っ
た
。

た
。強

臓
血
附
十
加
物
殿
・

••. 

備
蹴
ほ
御
殿
一
ぱ
い
に
鴎
が
っ
た
と
脱

へ
た
紺
妙
、
対
地

臓
と
、

献
納
と
の
制

動
を
舟
た
と
き
、
お
凶
品
川
は
隣
か
に
艇
に
鵬
ま
れ
た

。
似
品とも
、
舟
と
も
、
m
rと

も
M
mとも
つ
か
ず
、
放
円
い舟
ち
た
磁
び
を
m
mは
せ
て
酢
ら
れ
る
・

か
や
た
ちはハ
ッ
ト
蹴
じ
た
裁
、
髭
5

な
ら
ず
れ
古
紙
慨
す
る
ば
か
り

で
あ
っ
た
.

w
'
r
r
'
'
e
b

押
ゐ
包

ら
e
h
b

内

P
弓
』
5

・
'
ゐ

Z

mE滋
股
が
ち
ら
と
外
隙
の
蹴
次
郎
を
見
返
ら

れ
る
と
同
時
に、
蹴
次
郎
は
皆
っ

て
鍔
の
議
か
らp
w
A
。
倣
は
怒
の
ま
余
っ
た
。

鯨
協
に
蹴
っ
た
概
持
駒
が
一
勝
れ
ゆ
っ
て
つ
い
た
紛
が
ぜ

l
y
と
お
峨
を
胞
は

し
た
と
き
、
倣
は
脱
は
ず
対
鴎
あ
げ
て

い
らと
酢
い
た
。

対
股
山
川
減
干
狩
艇
が
蹴
鮮
の
一
ト
狩
き

、
そ
れ
は
対
鋭
必
概
件
脱
が
総
磁
の
一

ト

狩
き
で
あ
っ
た
。
こ
っ

、
一
一
一
つ
、

儲
阿
川m
wる。

航
献
の
撚
鰍
は
W
っ
た
。
そ
し
て
除
械
は
七
百
純
鮮
の
併
に
斡
く

l
l
。

〈
を
は
り
』
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大;

大一一

芳、

L

中
，，
e

a
WA
Y

に
ち

一、

正
月
二
十
三
日

幸子のー一階、

』匹

. 

谷T

の

庵5

勢
飯
原
涼
智

将
μ
~の
こ

M
T
h
v

いは
政
財
二
十
一
一

一昨
で
あ
る
・
・
的
取
川
町
蹴
蹴
の
部
川
町
の
ん

r酔
にm
mって

対
織
と
山
内
に
鴻

m
w対
伽
体
的
協
砕
勉
縦
続
鯨
一
一
十
一
一

一を
熊
服
し
た
。

ヲ
ダ
'

・
a

v
b

-
Y
タ
a
y
A
V
A
，

.
e
'
'

y
h
，
家
u，
e
*h，

そ
ロ

2
U
J我
籾
-
-
、
モ
ロ
/
\
/
知
司
者
連
/
沙
汰
少
申
サ
ル
、
期
念
ノ
念

マ
タ
g
e
a
w
h
，
令
、
，
.
w
'
*
~
'
γ

ツ

ニ
モ
ア
ラ
ズ
。
叉
m
問
ヲ
シ
テ
念
ノ
ョ
、
ロ
ヲ
サ
ト
ロ
テ
、
申
ス
念
仰
-
-

9
e
，

ヤ
今
d
3・7
，
a
v

h
F
ム
v

t

'

7
a
7
，

，
，
タ
ザ
ヒ

モ
ア
ラ
ズ
。
タ
マ
往
生
極
働
市
ノ
タ
メ
ニ
ハ
、
南
無
阿
煽
陀
仰
ト
申
シ
テ
出
掛

"
v
，
，M
τ，
.
。
.
m

a

d司M
7

b
e
e
e
，
，

ナ
グ
、
往
生
ス
ル
ゾ
ト
オ
モ
ヒ
ト2
ア
廟
ス
外
ニ
ハ
、
別
ノ
字
縮
候
ハ
ズ
。

タ
ず
シ
一
一
一
似
四
…
似
ト
前
ス
コ
ト
/
僻
ぺ
、
伝
部
忠

J
Y
-
ア
中
間
町
一

w
w
w問似
-
­

'
e

'
』T
，
A
V
，
句
、
，
e
m
-
-
.

，

テ
、
往
生
ス
ル
グ
ト
オ
モ
7

ウ
チ
ニ
コ
モ
リ
候
ナ
日
。
コ
/
外
三
拠
フ

d
v
h
'
c
・
，
y
a
v
h
，
.
，
，

カ
キ
コ
ト
ヲ
存
ゼ
パ
、
こ
徐
ノ
ア
ハ
レ
ミ
ユ

ハ
グ
レ
、
本
願
-
-そ
レ
侯

*
シ
プ
ザ
シ

H，
t
p

，
e

内
7
H
a
，

ベ
シ
。
念
傍
ヲ
釘
ゼ
ン
人
ハ
、D
F
ト
ヒ
一
代
ノ
法
ヲ
ヨ
タ
自
ク
惨
ス
ト
モ、

e
h，
フ
チ
タ
p

h
，
t

γ
守
主
7
，
ヲ
ム
，

a奄
少u
e

一
文一小
知
/
m
m鈍
/
品
河
ニ
ナ
シ
テ
、
尼
入
道
/
保
留
ノ
ト
モ
ガ
ラ
-
一
向

食
今
季

h，
γ
a
v

シ
テ
、
智
者
ノ
フ
ル
マ
ヒ
ヲ
セ
ズ
シ
テ

、
一
向

Z
A為
抽
開
ス
ベ
シ
。

ル
』・
・
・
・

井

，ーι，.

刃三

慶

JrJ 

L
V伺
'
'
2
a
z
t
v守
合V
-
v
a
イ
シ
ヲ
唱q
，

A

自
制
鐙
以
前
手
印

慨
が
おノ
向
島
ω
E
m
wコノ
一
w
-
-r
臨
セ
リ
・
艇
部
ガ
脱
税
、

郡
山y肌
m蹴
ヲ
舵
ゼ
J
X。
郎
官J
m
gヲ、
フ
セ
ガ
シ
ガ
タ
メ
z
、
即抗
ヲ

γ
ル
シ
m哨
声
。

~
，
q
-
y
e
a
h
，
シ，
A
7
4
'
'
v
s
-
r

建
降
二
年
蕊
月
二
十
三
日
へ
大
仰
在
御
判
〉

こ
れ
は
斡
す
ま
で
も
な
く
邸
側
此
刈
の
体
総
蹴

『
一根
組
献
幻
』
で
あ
る
。

い
つ
も
酔
み
な
ら
し
蜘
き
訴
し
た
体
制
叫
酔
で
は
あ
る
が
、
こ
の
蹴
協
で
鴻
蜘

泌
総M
M川
の
卸
銑
献
で

n

免
職
し
て
ゐ
る
と
い
つ
も
悦
で

酔
む
やう
に
な
り、

そ
し
て
お
酔
仲
椴
か
ら
離
し
く
酔
ん
で
砕
か
せ
て
聡
い
て
ゐ
る
や
う
な
以
蹴

に
桜
は
れ
て
伊
く
。

う
す
蹴
に
仰
の
地
き
な
御
鍛
の
村
で
除
悔

の
伽
刊
紙
献
に
あ
っ
て
き
へ

r
m
m

と
伐
一
蹴
っ
た
蛇
艇
に
脚
れ
る
の
で
あ
る
か
ら

、
こ
れ
が
掛
し
除
脇
山
店
店
の

椛

併
特
に
あ
の
蹴
併
に
鰐
し
て
、
昨

滋
にあ
っ
て、
こ
の
対
句
を
ゆ
る
/
\
と

か
ゐ
，B
e
e

間
1
4
聞
か
せ
ら
れ
た
な
ら
、
ど
れ
ほ
ど
風
波
す
る
で
あ
ら
う
か
。
全
く
五

臓

ョ
，
*
a

此
外
d
-

• 
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六
一Wに
砂
み
雌
っ
て
似
憾
の
聡
も
踏
ま
る
こ
と
で
あ
ら
う
。

品
川
俳
邸
側
民
法
に
は
鵬
即
日
刊
の
お
か
や
が
あ
っ
た
・
そ
の
刊
で

、
-
』
今
一
郎

官
職
却
を
す
て
ゆ
る
く
み
み
か
せ
℃
郎
い
た
の
は
義
政
縦
笠

心
だ
け
で
あ

る
。
帰
れi

w
u
M
M
C

悦
政

炉
什一
一
一
慌
で

一一‘ 

一

一

羽
市
叩
町
品
開
m
k
人
空
白
m
m
H
V
H
耐
ム
慣M
W入
門
向
上V
ι

園
開始
人
偏
還
の
畠
間
取
を
見
送
り

鎗
ム
曲
師
観上
人
ハ
友
〉

g
a
験
明

あ
っ
た
。

春5 一
月 与陽す

ん
?
続
は
ど

いど三のふかう
怒8 日ミーの ~t し

悔急くは月S に 中2 た
のはきこ成主とこ
?a~なほ十総E いと

初主治:
てほ
ゐこ
るろ
。 び

総
し
慰
問
ご
純
の
時

m
m二
十
一
一
誌
は
鍬
艦
船
協
で
あ
る
か
ら
叫
ん
蹴
械
に
縦
札
れ

す
る
とJ
-
m
-
k
h
w

に
開
制
す
る
・
ル
ナ
特
も
般

J
・
M
mf凡伊
で
あ
る
こ
と
a
h
m縦

で
あ
る
。
協
の
根
も

十
一
一
仮
に
牒
き
、
駅
間
艇
に
ぬ

r
rれ
て
ゐ
る
慌
が
炉
を

脚
い
て
よ
い
。
務
取
も
仰
す
和
し
て
勲
る
僻
加
の
胞
に
削
っ
て
ゐ
る

m
v
m
の

m
mも
一
一
制
服
ら
か
に
か
え
る
鴨
で
あ
る
・
対
も
蹴
み
都
ら
し
く
な
る
蹴
で
も

あ
る
-

m
船
w
m
m
r
M
M

叫
が
儲ω削
減
刈
か
ら
一
郎

U
掛
川
品
ψ
・
脆
い
た
の
ほ
か

や
う
な
m
w踏
と
制
鵜
し
て
ほ
し
い
.
か
純

・
は阿
川
ル
昨
一
総
抑
制
鰍
却
の
か
き
硝
さ

れ
た
と
い
ふz

一
一
m
r比伊
の
お
のh
vか
ら
十
二
恥
ま
で
、
減
仇
r山
以
々
を
侃
和
す

る
七
判
例
の
対
滋
肢
が
そ
の
酷

MMで
の
m
w脱
関舵
勘
さ
れ
ゃ
う
と
し
て
ゐ
る

の
で
e
の
る
。

蹴
小
山
だ
が
な
く
な
ら
れ
た
の
は
隙
口
溺
純
の
鈍
十

一
←m
l一
一府
知
郎
の

レ
L
e
'
M
4
2

、
官
、

e
a

ね
ん
智
ゐ

蹴
密
室
で
五
十
六
歳
を
一
期
と
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
こ
れ
は
今
か
ら
七
百
年
前

で
あ
り
泌
制
民
心
の
川
町
佐
一
十
じ
仰
川
町
「
に

m
mって
ゐ
る
・

一一一、

九W
般
-術
院

何
…
出
で
こ
そ
、
械
が
設
問

一
利
阿
波蹴と
い
へ
ば
、
総し
も
あ
の
「尚
替

の
鵬
由
ー
の
あ
る

、

あ
の
一
砥
八
千
践
の
対
錦、七
殴
二
千嬬の
ゆ
蝋
に
行
総

叫ww'
ψ船
して
舵
搬
の仰唱
を
酔
め
て

ゐ
る
邸
州
た
る
品
川
紛
れ

T
-
m
m

ひ
躍
す
で
あ

ら
う
し
、
問
料

品
耐をh
wる
躍
の
も
の
は
酢
械
は

則
的か
総
燃
の
も
の
に
滋
、
加
れ

雌
J
て
ゐ
る
。
冊
か
も
械
仙
川
滋
は
ま
た
服
た
か

恥
で
h
w
m
限
bE
m
h
山
憎
ぷ

i
}
，
，
ら

t
F
j
a
@
s

c

・
-
a
r

-

-
F
a

・
4

の
制
駒
山
唱
と
し
て
ゐ
る

・

制
丸
戦
に
も
珍
らし
い
許
お
お
わ
数
多
く
臨m
mmせ
ら



(4e) 大一一4宇一一隆 の

れ
て
ゐ
る
こ
と
や
、
制
服
店
紡
織
、
制
仙
川
山

ω
ω山川
山
川
情
側
副
刊
除
問
十
八
紙
記

ど
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
・

と
こ
ろ
で
こ
の
伽
邸
陪

ψ
隙
お
し
た
の
が
燃
駒
山
刷
版
仇

r
H必
で
あ
る
。
櫛

は
秒
能
川
以
の
制
御
軌
と
も
い
ひ
ゆ
る
。
泌
総
品
川
川
め
伽
枕
仰
れ
に
仰
け
る
対
椛

の
m
m肢
と
い
ふ
の
は
邸
に
さ

h
や
か
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
き
へ
も
泌
総

服
店
の
瀦
舎
に
諮
っ
て
、
鍛
艇
の
慰
問
山
そ
蹴
む
刈
川
の
掛

m
mに
濁
翻
し
て
か

ら
は
賂
艇
に
除
し
て
散
っ
た
の
で
あ
る
。
偽
る
に
諮
問
税
制
九
〈
訟
然
上
人

滅
後
二
十
五
ち
に
な
っ
て
掠
や
の
悌
怖
の
お
さ
ま
る
青
島
叡
め
て
撚
船
田
制

は
m
t
r除し
て
対
慌
の
峨
錯
そ
船
隊
し
、

h
wの
胞
に
蹴
る
協
ぷ
の
邸
側
肋

ι
f
e
倣

即
し
て
除
伊
し
て
ゐ
た
か
悦
そ
締
め
て
、
艦
船

の
川
町
駅
臨
へ
た
の
で
あ
る
­

T

る
態
安
鍵
ふ
議の
必
ず
と
鵬
胞
の
印
刷
似
と
が
刃
向
山
に
滋
し
た
も

の
ら
し
い
・
問
閥
抗
川
邸
は
こ
の
ザ
に
併
特
別
艇
は
し
て
こ

』
安
腕
蹄
防
と
m
Mめ

縦
ひ
、
川
崎
く
も
「
総
服
峨
」
「

h
v
m
郡
勝
」
「
旭
織
や
」
の
脚
縦

一
一
一
慨
を
脱
中
こ

と
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
獄
磁
儲
躍
り
の
魁
即
時
で
は
な
い
。
械
が
鍬
開
封
般

の

探
舵
ず
る
脱
鯨
で
あ

り
、
m
w腿
肢
と
い
ふ
も
の
の
倣
臨
し
停
く
に
と
っ
て
は
、

鮮
ほ
の
倖
ゆ
齢
で
あ
っ
た
。
船
艇
問
ケ
特
、
勝
脳
協
は
府
側
滋
配
閣
に
殴
滋

し
句
ら
容
を
m
vに
つ
い
で
跡
脱
椴
筏
の
際
そ
験
さ
ん
と
こ
の
対
州
市

の
町
駅
の

h
r
m
m
ψ

・
臨
め
鰍
胞
を
附
る
こ
と
に
恕
め
て
持
の
問
ゆ
税
制

m
m
m
偽γ
限
へ
た

も
の
で
あ
る
。四

平
家

の

公Z

遣を

山
町M
M川
崎
の
船
あ
る
m
m
mはを
ち
こ
ち
に
問
脱
し
て
仰

m
u
h
h
r

の
伽
唱
で
税
鱗

の
川
町
内
ψ
-
r
m
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
・
駅
船
出

似
の
み
は
ど
う
し
て
も
こ
の
対

慌
の
飢
峨
そ
勝
れ
て
伊
く
仰
に
は
な
れ
な
か
っ
た
・
制
訓
船
山
仰
に
と
っ
て
は
、

こ
の
瀧
り
は
税
れ
る
こ
と
の
山
町

h
rぬ
飢
ひ
昨
針
い
川
崎
で
あ
っ
た
か
ら
・

蹄
紙
二
例
と
い
へ
ば
持
作
説
倣
が
叫

M
m
m
に
蹴
持
し
て
勲
て
斡

h
wの
一
時
を

陳
般
に
砂
ひ
や
っ
た
純
で
あ
る
。

こ
の
あ
は
た
ど
し
い
怖
に
あ
っ
て
黙
郎
防

は
が
齢
の
附
仲
時
鵬
の
艇
と
し
て
館
川
判
明
鵬
鴎
肺
践
の

m
m滋と
し
て
を
島
問

札T
-
M
け
た
の
で
あ
る
。
仇
ん
は
こ
の
宇

ψ
除
き
且
げ
る
艇
も
あ
ら
ば
こ
そ
、
政

苧
に
せ
か
れ
て
附
蹴
に
砂
ち
一
の
慌
の
威
子
酔
一

般
な
川
町
一
排
を・酔
げ
て
ゐ

る
@
駅
な
る
ば
は
怜
酌
邸
山
町
の
仰
向
は
酔
だ
一
恥
'
そ
郁
て

M
げ
ん
の
一
叫
で
一

昨
怖
で
あ
っ
た

。
仰
附
札
笠
間
り
刈
蜘
や
・
叫
叫
ん
で
や
っ
と
十

一
一
一
…
臨
ま
で
に
し
た
が
、

い
つ
/
ー
ま
で
も
仰
削
除
の
砕
を
か
す
め

て
峨
猷
乞似
す
わ
け
に
も
伊
く
ま

い
。
そ
こ
で
邸
ひ
つ
い
た
の
は
対
縦
の
出
動
の
備
に
政
す
』
と
で
あ
っ
た
。

黙
の
踏
切
m判
で
織
も
々
増
の
あ
っ
た
の
は
蹴
燃
蹴
蹴
掛
川
刈
で
あ
る
・
も

之
/
\
品
川
町
胤
脱
俗
の
た
め
に
世
て
ら
れ
た
隣
主
の
出
陣
ゆ
か
併
で
は
獄
砥
に
ま

で
滋
部
か
膨
ら
れ
る
と
い
ふ
梢
様
。
部
川
内
混
戦
に
は
脈
問
九
胸
繊
限
必
が
邸

配
す
る
、
附
一
一
誌には
除
隊
鰍
滋
般
の
椛
僻
馳
、
酔
え
て
似
川
内
山
ハ
純
に
は

m
w

h
r鵬
凶
川
ね
ず
が
椴
邸
し
て
一
一
樹
晴

m
mを
艇
さ
れ
る
と
い
ふ
榊
協
で
あ
る
・
い
と

し
い
撚
勝
弘
ふ
め
る
議
は
か
為
し
て
邸
側
似
の
峨
識
を
腕

れ
て

和
制
そ
勧
ベ
て
抑
制
ひ
そ
将
め
た
の
で
あ
る
@



玉
、

吉
水
の

庵E

室ち

大一一

h
wの
備、
館
側M
M刈
は
前
村
の
峨
誌
に
お
い
で
に
な
っ
た
。
説
純
川

・附
と

い
ふ
の
は
澱
峨
耐
蹴
航
跡
の
抑
制
川
猟
酢
慨
故
防
内
腕
の
問
問
蹴
ロ
あ
っ
た
。
つ

ま
り
併
の
伽
脱
蹴
の
材
獄
〈
御
鋭
部
)
の
あ
る
あ
た
り
に
蹴
る
の
で
あ
る
。

齢
制
む
の
蹴
っ
た
即
断
で
郎
総
凶
対
は
野
山
芋
札

7治
さ
れ
るζと
や
・
附
織
さ

れ
た
。
腕
磁
の
和
h
?とい
ふ
と

・』
ろ
か
ら
伊
を
概

m
rと
撚
め
ら
れ
た
。

と
こ
ろ
が
、

紙
器
円
相
断
り
な
る
頼
除
問
畿
蹴
に
は
猷
縦
波
々
に
除
似
せ

ら
れ
て
ゐ
る、
蹴
前
九
鰯
継
邸
即
日
の
肱
川
町
別
で
あ
る
緋
蹴
机
僻
ゆ
か
内
出
向
で
あ
ら

せ
ら
れ
た
。
こ
の
問
腕
は
樹
齢
鍛

m
wで
照
的
一
昨
鋭
丸
山
仰
は
り
附
肉
料
相
川
州
市
齢
配

に
も
成
る
ほ
ど
内
山
叫
叫
賦
あ
る
徽
俗
で
あ
っ
た
。
ル

r
ψ似
し
く
縦
っ
て
h
rたこ

の
明
白
貯
の
叙
滋

、

そ
し
て
仲
昨
も
淑
め
の
働
党
抑
制
れ
お
び
え
て
ゐ
る
こ
の
総

説
し
い
い
と
し
い
ヂ
を、
一
酔
は・』
め
献
慨
紗
問
鰐
献
に
ん
げ
椴
す
る
の
も
伽
町

内
除
め
と
や
川
町
砂
し
け
ん

、

m
v慨
を
齢
べ
て
一
除
代
秒
間
開
政
に
あ
づ
け
ら

れ
た
が
、

跡
も
な
く
恥
び
獄
し
て
酔
加
に
俄
ら
し
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
恥
配

給
泌
制
民
店
の
腕
に
協
の
酔
ふ
械
く

、

態
管
穀
る
ま
で
十
八
ケ
制
限
鱗

瞬
間
即
一
都
宮
山
間
限
一
献
酢
せ
ら

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
・

株
はれ
れ
ば
ま
た
除
は
し
い
の
が
刈
慨
で
あ
る
。

m
M
m
対
必
芝
山
跡
船
隊
ど

の
僻
鵬
は
袈
く
間
協

じ
て
録
く
搬
や
の
ゃ
う
で
あ
っ
た
ら

し
い
。

ヰ宇の一一階(43) 

六
、

夜
半

の

嵐?

尽
に
む
ら
総
畑
山
に
は
齢

、

h
wぬw蹴
獄
の
粧
の
刊
で
あ
る
。
一
一
て
艇
の
蹴
跡
と

ま
で
一
般
か
ら
鍛
め
ら
れ
た
出
燃
は
品
川
が
瓶
叡
に
よ
っ
て
和
や
の
和
秒
併

に

蹴
叫
配
し
て
七

十

五
鯨
の抑制
勝
で
協
に
問
般
に
体
献
静
に
な
っ
た
。
ル
町

れ
は
縦

'
u
'
E

ね
ん
、
を

に
お
椴
は
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
け
れ
ど
も
幹
郎
山
山
知
で
あ
っ
て
郎
年
に

勅

俄
は
あ
っ
た
が
、

船
時脇
町Vの
蹴
閉
店
較
に
撚
獄
し
て
七

十
九
艇
と
い・川
一
蹴
駅

混
戦
の
れ
切
に
蹴
散
に
除
法
せ
ら

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
雲
仙
問
ケ
純
の
鵬
に

、

知
き
に
約
ま
は
れ
て
ゐ
た
前
純
の
膿
動
以
帰

れ
て
ゐ
た
。
市
庁
の
鳴

に
あ
た
り

駒
昨
の
紗
蹴
制
服
《
慈

鋭
利
山
川〉
は
部
が
倒
す
る
m
d磁
踏
の
一
が
な
る
蹴
敵

蹴
と
い
ふ
瓢
聡
此
般
の
一

v
b
E
m
跡
的
問
し
て
そ
こ
に
齢
制
対
必
を
溜
へ
ら

れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。
総
説
の
と
も
が
ら
そ
の
お
の
村
に
一
千
併
は
凡
に

W叫
ん
だと

抑
働
砕
慨
に
は
拙
し
て
ゐ
る
。
そ

こ
に
対
椛
搬
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
こ
の

俄
郎
を
一に
「
対
術
向
腕
肱
」
と
も
「
苅
悦
の
崎
勤

7
と
も
や
び
な
す
』

と

に
な
っ
て
ゐ
た
ら
し

い
。

h刊
の
純
も
容
れ
て
郡
勝
ペ
一
悦
の
お
政
府
を
対
織
の
峨
で
郵
へ
ら
る
。
偽
る

に
一
一昨
か
ら
都
織
の
艇
に
昨
今
、
官
邸
御
船
郎
町
村

に
も
鰍
れ
引
が
隣
同

凶
作
ち
つ

づ
い
た
。
山
町
一
間
配
駒
山
山
中

、山
関
正
い
る

m
m燃
は
「
これ針
山
白
川
町
お
山
川
れ
」
と
お
か
ら

お
へ
叫
削
れ
て
彩
る
。
そ
の
特
に
斡
よ
り
お
り
て
溜
燃
品
川
川
に
峨
餅
に
山
市
℃
臨

時
の
蹴
蹴
あ
っ
て
鰍
ら

れ
た
防
対
が
あ
る
。
山
称
略
脱
が

h
rのm仰
を
島
絞
っ
て

h
mく
に
燃
の
仲
間
的

U7峨
に
か
矛
紳
さ
れ
た
と
い
ふ
。
そ
こ
で
抹
船
防
は
あ
と

に
て
惚
制
服
刈
に
「
あ
の
掛
川
の
保
対
は
聯
川
ハ
に
似
し
ま
す
」
と
お
鵠
ね
し

た
と
こ
ろ
「
あ
れ
こ
そ
和総
f
h
p
H
川よ
、
九WL
W
山
山
昨
慨
に
お
は
し
ま
す

な
り
」
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• 

、

同

の

と
お
犠
へ
に
な
っ
た
と
い
ふ
。

m
m
A
が
艇
の
仰
除
械
や
m
mへ
て
酢
り
制
刊
が
品
店守
、
紳
さ
れ
た
"
』
と、
山
川
口
仰

の
お
犠
へ
が
「
肌

w
m
w
の
静
獄
ず
ん
w
m」
と
僻
せ
ら
れ
た
こ
と
な
ど
剛
山
ひ
舘
せ

て
鋭
蹴
蹴
は
和
快
勝
に
蹴
ぜ
ら

れ
た
ら
し
い
。
肌

wm
鵬
献
の
御
伽
叫
れ
に

は
あ

ら
ざ
る
か
と
鮪
鰐
せ
ら
れ
つ
』
掛
ひ
て
砕
ひ
除
さ

れ
な
か
っ
た
ら
し
い
。

七
、

賀
茂

の

韓
房

一

政
府
立一
一時
に
綿
綿
き
肢
は
川
よ
り
一
銭

円
一
間
伐
昨
椛
を
ま
と
め
敵
さ
れ
た

ご
椋
諜
対
」
を
聡
い
た
繋
擦
は
、
践
に
材
紙
、
部
段
、
版
部
、
議

院
明
の
す
べ
て
を
髄

p

ヲ
け
た
の
で
あ
る
。
二
十
筑
間
刊
の
政
特
に
館
山

m
M
H
川

は
紛
峨
蹴
献
の
拾
を
航
し
て
法
機
お
ら
せ
ら
れ
た
。
(
こ
れ
は
慨
齢
三
郎
七

h
v

に
相
慨
す
る
J

m川
町
別
た
ち
は
対

m
mの
耐
の
協
ぷ
に
織
り

、

七
k
m山
の
溜
椛
併
部
を
裁
貯
に

拠
出
川
じ
た
こ
と
は
併の俄
の
紙
く
で
あ
る
。
対
側
怖

の
駅
執
を
封
M
W樹齢
せ
ら

れ
た
m
m脳
同
防
が
こ
れ
を
酔
伸
し
た
こ
と
は
特
す
ま
で
も
な
い
。
と
こ
ろ
が
抑
制

紙
の
峨
滋
伽
の
特
に
は
邸
燃
は
以
必
の
鍛
備
の

m
Vに
/
\
籍
、
ぇ
伊
く
こ
と
を
鋭

骨
し
酔
艇
に
鴎
ぴ
め
を
脱
へ
ん
と
似
て
て
ゐ
る
殿
慨
が
桝
り
で
あ
っ
た
。
や

が
て
狩
のh
V
M
H

貯
た
。
瞬
間
山

W刺
せ
られ
ん
と
す
る
一
歩
献
に
、
蹴
和
の
鴨

川
叫
の
悦
献
し
と
獄
仰
向
剛
山
下
の
叩

T紗
獄
砂一一
一
艇
を
締
め
持
御
併
艇
の
雌
燃
に
よ

3
a
h

官
、.
レ
ふ

W
S

惨
か

っ
て
都
銀
き
を
得
た
が
、
い
つ
叉
科
び
製
献
ゆ
す
る
や
も
計
ら
れ
ず
、
よ
り
/
、

臨
除
し
て
・
秒
間
恥
を

m
wり
お
こ
し
抑
制
蹴
に
税
し
践
に
純
告
に
?
郡
山
附
随
し
て
内
獄

滋
に
静
慨
を
倣
ち
問
慨

し
た
の
で
あ
る
。
政
偽
町
助
蹴
街
は

m
w
m
w

に
、

m
m蹴
は

m
m伊
峨
に、
滋
畿
献
削
船
街
は
一
松
山
肌
山
川
な
る
紙
説
併
に
敵
し
て
奴
掛
肢
は
一
作

部
に
併
を
ひ
そ
め
ら
れ
る
・
』
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

お
践
し
は
郎
総

一M
M川鉱
山
略
的
慨
に
般

一周
し
た
、
あ
の
「
野
郎
の
的
崎
町
釦

釈
が
必
』
の
和
忠
紛
が
ど
う
も
械
を
隣
れ
な
い
。
ま
た
静
め
の
融
械
は
執
酔

和
…
必
の
惨
で
あ
っ
て
腕
同
町
と
い
へ
ど
も
械
が
を
あ
ら
は
せ
な
い
批
判
叫
ゆ
献
で

あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
L
に
は
川
町
艇
の
峨
僻
とい
へ
ど
も
散
が
し
は
せ
ま
い

と
税
へ
ら
れ
t
の
で
あ
ら
う
A
T静
の
制
服
越
く
艇
を
し
め
て

、

つ
ね
に
戯

献
を
な
ん
せ
ら
れ
け
る
」
ハ
効
修
御
山
神
谷
間
十
五
〉
と
い
ふ
榊
縦
で
あ
っ
た
。

そ
れ
に
し
て
も
獣
鵬
践
は
制
の
脱
刈
で
あ
り
は
の
抑
制
船
内
棋
と
い
ふ
よ
り
も

併
も
悦
も
肱
き
は
r

く
ま
れ
た
悔
の
断
船
酔
の
こ
と
は
防
除
も
勝
れ
ら
れ
な

か
っ
た
。
時
明
を
島
、
慨
を
勝
っ
て
鰐
脱
の
糠
献
を
裁
は
し
た
い
と
い
ふ
叙
艇

で
一
隅
で
あ
っ
た
。
協
に
勲
抑
制
滋
叫
削
減
刈
二
十

一
三時
取
の
対
勝
沼
側
、
物
船

の
お
さ
ま
り
た
る
そ
船
積
め
て
苅
織
の
峨
鍛

t
z鴎
錯
し、・
静
俗
を
も
と
の
脱

出
勤のゆ
にm
mめて
臓
部
を
信
て
続
邸
供
鵠
も
酔

h
r除
く
静
ませ
、
即
時
く
も
凶

瞬
間
九
却
の
併
抑
制
を
僻
ぐ
こ
と

a
Aな
っ
た
の
で
あ
る
。

織
か
鵜
の
館
内
1
r・昨
い
だ
山
川
町
時
は

m
mく
あ
っ
た
。
総
し
泌
総
山
店
店
の
間
際

「
対慌
の
崎
」
寺
ヲ
け
つ
ぎ
箆
隠
の
撃
を
鴎
め
ら
れ
た
撚
欝
家
出

陀
ん
ゐ
一
念
，
、
お
ま

人
の
体
事
」
そ
は
む
eれ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
れ
の
み
で
な
い
ご
抑
留

織
的
品
」
と
い
ふ
あ
の
鰍
総
な
砕

m郎
幹
を
限
へ
て
刊
さ
っ
た
こ
と

b
E
。

ペ
附
紳
士
一
純
一
肘
一
一

十
一
一一
服、
出
町
脱
隣
県
総
鉱
脈
に
て
鞭
静
)
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金
儲
け

と
も
一
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し
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e 
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の

悦
服
ム
ハ
、『
こ
れ
伐
…
慌
の
配
給

の
m
rであ
っ
て
、

m
w

m品
川
向
献
の
静
静
に
山
町
た
込
の
で
す

、
と
m
m
m
つ
け
て

際
山
崎
ね
と
船
団
鰍
が
川
町

h
rた
瞬
陸
一
郎
総
っ
た
ベ

E
Y

ネ
1
ム
で
h
wられ
た
知
市町
駅
h
ハ
さ
ん
の
椛
伶
即
ナ

y
ト

知
脇
町
時
仲
と

-ず
が
の
で
あ
っ
て
、
蹴邸
側
川
弘
樹
険
制
恥

対
抗、
脱出
側
、
倣
剤
、
配
的
曲
、
加

wm
m
、

mm
M
m
、

m
wみ

の
般
滋
京、
瓜
も
笥
ハ
判
パ
乎
も
八

π
、
斗
中
般
の
制

限
b
z
m
さ
ぬ
m
pハさ
ん、
hF
ι
r
m
仲
さ
ん
は
お
る
十

-

q

z

-

m

'

 

一
月
十
七
卸
に
亡
く
な
ら
れ
た
・

熊
山
ハ
の
仰
日
で
前
戒
を
儲
け
さ
せ

と
崎
市W階
叫
品
川
叫
が
部
備
の
川
肌
そ
宇
山
町
け
ら
れ
た
が

い
位
、h
Nづ「
m
r侍も
の
の
鍛
れ
鉱
山

v鈍
食
管
め』

一且Aる
ノ、 〈

人J
の

宝
、

や
「
m
wか
は
お
は
ね
ど
」
俗

で
あ
る
の
で
協
大
地

「
鍋
鰍
制
勲
」
か
ら
島
ら
れ
る
と
駅
か
げ
践

で
あ
っ

た
か
も
飾
れ
ぬ
・
そ
れ
に
も
献
は
ら
す
』
主
に
絃
鉱

の
械
や
川
阿
川
即
脱
す
る
の
は
鋭

m
mが
齢て
館
街『織

が』
に
邸
側
せ
ら
れ
た
峨
縦
と
体
寸
つ
は
出
品
川
出
の
偽

m
m
h
r

や
脚
み
し
め
て
bた
い
か
ら
で
あ
る
。
錦
織
仰
向

和
と
目
別
制
初
日
中
錦
、
と
際
、
ゆ
印
刷

の
仰
げ
一
齢

・も
舘
野
畑
山

、

ア
ミ
〆
も
錦
で
溜
る
仰

じ
ゃ
と
前
いm
M
h
f

附
の
地
相
町

に
も
た
し
か
あ
っ
た
と
脱
っ
た
が
、
や

a
aと
も
す
る

と
鈍
と
併
と
は
カ
タ

キ
の
関
に
税
へ
て
酔
る
舵
館
山
川

も
あ
れ
ば
恕
勃
駒
山
叫
も
あ
る
・
砕
め
る
税

の
琉
慌
に

鈍
るa
Aは
問
削
除
を
仰
向
のメド
ヘ
泌
す
や
う
な
も
の

ーー

ーー

ー
ー

'-' -
『

ー

信;

仰:

戸

松

珍5

撃

だ
-
mは
h
v踏の
W
P、
協は
縦
断の
キ
ヅ
ナ
と
m
w

r
も
偽
加
も
仰
せ
に
は
な
っ
た
。
側
し
こ
れ
は
制
削

除
必
ゃ、
制
帆
俄
蹴
似
の
税
へ
の
鳩
山
川
の
一
純

で
あ
っ

て
舘
そ
の
も
の
に
加
が
あ
る
と
ゐ
ふ
の
で
は
な
い
。

錦
は
苅
山
下
の
舵
蹴
も
の
、
附
川
閉
そ
こ
そ
搾
め
、
伊
仙

w

-
a
'9
9

・"
e
a

ん
し

h
na
'
b

相
泌
を
こ
そ
憎
め
、

m
に
引
払
有
制
して
は
な
ら
ぬ
、

即
応
山
ナ
ペ
寺
も
の
じ
ゃ
と
の
似

…m惚
町
一
郎
に
は
償
却

ゆ
る
N
qも
さ
せ
る
も
の
で
は
な
い
。

き
て
、
と
椛
似
に
殴
っ
て
縦
六
…
地
獄
、
儲
け
た
か

儲
け
さ
せ
た
か
そ
ん
な
悦
は
脚

W
で
も
よ
い
、
鯨
慌

の
阪
市のや
う
に
W
蹴
か
ら
剛
山
は
れ
て
伴
っ
た

m
m
u

に
も
鎚
より
対
山
中
な
僻
伽
か

HAあ
っ
た
@
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「
わ
し
の
一
日
仰
什
働
く
縦
だ
」
と
央
刈
に
針
し
て
悦

，
、-

‘

L
'
a

司

c
a

ぷ
凶

h
r

に
n
鮮
に
一
弘
っ
た
。
政
て
手
札
7・
A
mす
こ
と
ψ
・
畑H
Eと

し
な
か
っ
た
。
鰍
く
叫
が
慌
俄
だ
と
は
、
よ
い
般
惨

で
あ
っ
た
。
働
側
や

m
N
U
が
僻
獄
の
沼
山
附
し
ゃ

、
偽

哲
鉱
山
に
刊
ん
っ
て
仲
る
と
仰
い
か
の
は
対
陣
齢
ひ
で
、
俗

杭
一
時
似
慨
は
僻
加
に
附
っ
た
崎
山
地
だ
。
的
ら
開
館

に
舵
自
問
し
て

h
vる
。
ど
ん
た
和
船
で
宇

ψ
M
M
せ
な
か

っ
た
の
か
、
子
仙
寺
先
か
っ
た
が
そ
れ
よ
り
も
も

"
'
、
。
ゐ

、
、
、

い

2
9

・

っ
、
岨
況
の
院
に
さ
ぐ
りb
E入
れ
た
か
っ
た
。
灯
台
打

つ
つ
か
っ
て
丸
た
か
っ
た
。

さ六害事谷赦

だ繁ゐ {I" ヲ:' ~~ 
.、 '1(" ぬ~ jJ 先2
寸2 駆:にり片，問
ヒ密E i主'~ l::t~ ~jt. は
(1) (/)附i るし務官
官ド足しト1・た L 、
裕す才Zu，i も人1・ U.~‘
もで n.: 附s だ古河
な;j;(Jì lJ~~ ら、か
か<fíま溜ず知ら

っ
た
ら
し
い
・
そ
れ
で
い

て
、
似
総に
肌
慨
す
る
伽
臥

ト
.
，
e，
a
f
a

恥
'
e

・u
抑
制
帥
ゅ
は
に
争
っ
て
仏

よ

a

-
hれ
た
・
岨
間
み
も
し
附
会

も
し
、
抗
へ
も
し
仰
今
、
も

〈
也
b
a
-
:

‘

a
#

し
て
玄
ん
齢
必
と
一
五
っ
て
も
よ
い
伎
で
あ
っ
た
。
淡

町
げ
の
彬
抑
制
も
鉱
山
払
に
か

h
つ
て
は
一
m
h燃
料、
悦

似
も
鈍
鋭
部
散
の
郡
勝
山
間
に
し
か
脱
っ
て
枠
ら
れ
な

‘,

a 

か
っ
た
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
見
る
も
の
聞
く
も
の

峨
鰍
た
ら
ざ
る
は
た
し
の
抵
砂
か
九
…
蹴
備
を
和
服
し

た
り
、
械
的
伊
仙
川
を

r
惜
し
た
り
す
る
悦
は
側
め
し

似
で
、
臨
川
山
静
聞
の
れ
砂
川
跡
か
し
て
仲
ら
れ
た

m
mを

創
刊
附
し
て
仲
る
・
こ
ん
た
服
似
た
か
ら
宮
守

-
K昨
一
似

料
内
町
材
作
野
づ
ふ
み
ド
舟
刈
で
あ
っ
た
・
取
'
滋
で

山
小
帥
m
kこ
の
山
品
料

ψ
肘
削
限
れ
れ
似
品
川
町
が
巾
凡
滋
す
鰐
は
な

ん

ぃ
。
ふ
み
や
h
w
M
川
が
峨n
m慨
に
一
限
配
隙
沿

ψ
島
町

み
、
出
九
の
W
M
d
川
に
恥'm
m
川u
h
附
む
、

受
け
が
た
き
入
品
帽
を
受
け
て
、
あ
ひ
が
た
きt
w
m

μ

あ
ひ
て
お
こ
し
続
き
池
心
を
ね
泊
し
て
隠
れ
鉱
き

約
酎
自
の
民
を
雌
れ
て、汁
九れ
幽
冊
き
四
げ
土
に
仲
代
位
せ

ん
事
必
び
の
や
のW廿
ぴ
な
り

の
一
院
に
限
ぶ
と
ペ
y
幹
る和
宏
川
町
め
、
戦
官
し
て

舵
魁
せ
ら
れ
た
さ
う
で
あ
る
。
こ
れ
が
骨
川
が

m
b俄

し
僻
必
然
し
た
滋
燃
ぷ
，

M川
さ
ま
の
仲
山
山
町
市
で
あ
り
ま

し
た
と
、
知
山
川
以

u昨
m
m判
し
み
ん
\
紋
臨
む
れ
た
税

で
あ
る
・

小
一
つ
紙
恨
の
附
W峨
慨
に
山
川
怖
を
か
け
た
の

は

た
L
か
ん
~
'
純κ
猷
に
な
る
おmmさ
ん
脚
や
さ
ん
の
紳

胤
川
知
た
僻
瞭
ま
ゐ
り
で
は
な
か
ら
う
か
、
ふ
み
一
一
千
舟

t
L
・
、s
w
&
r
'
h
E
E
-

-
d

‘
E

‘
み
勾

4、

.R
a

lA側
広
の
勤
行
に
腰
巾m
Mと
な
っ
て
紅
葉
山
山
手bk合

せ
る
い
た
い
け
た
都
、
制
恥
蹴
な
山
川
明
、
な
く
て
も

m
m都

府
内
作
山
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
地
ゃ
ん
伊
胤
一
俄
臨
な
山
品
位

に
仰
い
て
お
や
・

m
-に
静
か
れ
て
縦
制
川
和
服
り
と
骨
っ

た
昨
総
に
な
っ
た
械
は
斜
へ
ぬ
。

W
Hか
っ
た
や
慨
に

附
L
m
ι
v
-
m

は
る
僻
判
明
町
仲
の
勝
の
は
や
り
山
内
と

伊
か
た
山
川
叩

m
h
r
慨
し
た
以
品
川
れ
だ
け
に
・
』
何
一
備
さ
ん
の

川
町h
v蹴
山
間
り
は
一
都
ら
〈
料
品
併
の
対
剛
山
政
磁
の

S
h
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酔
は
あ
)
た
ら
し
い
。
川
市
郎
は
お
艇
さ
ん
た
ち
に
艇

は
っ
た
糊
砂
そ
触
っ
て
僻
恥
に
一
一
診
の
川
智
え
を
配

郡
白
鰐
の
慨
に
す
ま
せ
た
慌
で
あ
ら
う
。
き
す
れ
ば
、

h
r

の
叫
へ
た
れ
て
も
縦
く
な
い
都
市
機
が
ら
れ
た
鍛
さ

ん
滋
も
お
除
に
体
脱
獄
し
を
し
た
と
骨
っ
て
よ
い
。

足
蹴
破
少
」
の
蹄
手

、
慨が
a

斡
ど
な
る
か
わ
か
ら

な
い
。
偉
材
山
川
は
倣
縦

、
駒
山川
も
艇
か
し
倖
出
品
肢
の

艇
と
腿
ふ
。
そ
れ
に
つ
け
て
も
や
邸
に
除
け
る
貯
鵡

の
毅
刊
誌
似
の
d
♂
仰
い
貯
ぬ
悦
そ
踏
艶
に
邸
中
。

対
日
出
は
柄
拘
材
織
で
紛

m
wな「
一
一
神齢
制
」
の
勘
九
r

に
は
郎
る
航
船
せ
ら
れ
恥
に
桃
山
伊
似

m
mの
一
一mw齢
制

の
m
誌
に
は
鰍
仙
駅
そ
附
聞
け
抑
綬
絡
船

さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。

m
m抑り
山
畑
山
仰
を
慨
り
、
館
僚

の
世
燃
と
臨

貯
の
砂
防
仇
と
を
飾
郡
し
て

酔
っ
た
・
悼
一
ぜ

の
鉱
山
帆
が
艇

か
で
あ
る
だ
け
に
椴
必
助
成
に
泌
く
税
へ
さ
せ
ら
れ

-
F巴
食
白

‘
.
段

、

た
も
の
で
も
あ
ら
う
し
丸
・
」
れ
を
級
b
Tに
持
ち
総
の

伊
都
苅
猷
の
搬
へ
を
一
拍

V
M
m
ん
じ
て
明
郎
せ
ら
れ
て

仰
っ
た
も
の
で
あ
ら
う
・
そ
の
榔
れ
か
仰
邸
時
倒
的
に

銘
し
な
か
っ
た
の
は
般
討
な
停
か
す
る
・

似
品
目
出
の
ゆ
る
悦
の
偽

M
m蜘
と
し
て
体
m
m似
し
た
い

も
の
h

山
中
、

の

あ
る
と
き
川
町
の
檎
即
時
か
お
は
っ
て
か
ら
船
備
の
寸

人
が
か
う
争
っ
て
ゐ
る
の
ぞ
き

h
ま
し
た
。

『
こ
の
セγ
セ
イ
も
、
似
一
飽
き
ち
が
ひ
の
寸
対
だ
ね
』

い
か
に
も
総
は、仇w械
と
し
て
こ
の
悦
影

山
い
た

も
の
と
脱
ひ
ま
す
。
叫
町
鋭
な
働
市
服
な
も
の
と
税
へ

て
ゐ
る
あ
の
酔
鰐
を
、
そ
の
総
訟
で
、
総
慨
し
た
の

で
せ
う
。
よ
し
、
徹
の
批
判
い
か
な
る
も
の
が
あ

る
に
せ
よ
、

総
は
倣
の
叡
の
酪
し
い
こ
と
を

、

跳

慨
し
て
や
り
支
す
。
川
町
は
い
か
に
も
刷

m
m
m
き
ち
が

t
-
U
s
k
-
4
B
M
 

ひ
の
一
人で
す
-
m
館
、
内
郡
削
仙
の
引
に
貸
ふ
と
こ

ろ
な
く
し
て
、
川
町
の
舷
磁
の
側
聞
は
で
き
な
い
の

で
す
。
山
別
総
こ
そ
、

秘
のm
mの
う
ち
織
も
保
持

な
も
の
で
す
。
鴨
川
、
島
併
の
倣
備
を

、
な
に
か

鴎
い
こ
と
で
も
し
て
ゐ
る
や
う
に
蹴
る
刈
を
島
ま

す
。
つ
ま
り
、
能
傭
な
ど
は
、
抑
制
蹴
あ
り
、

h
w撒

あ
る
刈
附
の
山
町
明
、
続
聴
し
な
く
な
っ
た

、

か
艇

で
で
も
あ
る
と
税
へ
て
の
こ
と
ら
し
い
の
で
す
。

し
か
し
、
仰
の
結
晶
し
た
隙
り
で
は
、
制
抑
制
は
慨

に
、
ほ
織
の
劫
た
る
蹴
仏
伽
で
あ
る
こ
と
そ
伽
っ

て
伊
骨
子
。
砥
い
ゆ
仰
に
抑
っ
た
刈
に
は
閥
均
み

ほ
と
け
」
や-
mMじ
て
ゐ
き
」
と
や
-
M
W
っ
て

仲
ま

つ

• 

す
。
も
し
仰
向
が
て
駐
の
一
ル

ι桜
ば
ね
ば
な
ら
ぬ
も

の
と
し
た
ら
、
服
、
伽
対
な
快
胤
札

γ慰
し
た
ばJ引

の
館
山
臨
を
な
す
か

、

引
ぬ
け
縦
ゅ
の

h
V
M
M
ι
T
h
w

州
す

島
E・

る
の
徒
に
、

な
ら
ふ
べ
き
か
、
と
し
た
ら
配
は
蹴

レ
・
弘
、

#
引の
泊
を
と
り

ま
す
・

械
の
給
制
飢
餓
僻
の
酢
鴎
は
そ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
械
に
と
っ
て
は
舵
慨
は
ん
町
刈
の

m
w配
で
も

な
け
れ
ば
、
山
貯
は
川

の
bwん
で
hrた
践
に
鴎
僻
す
る

の
で
も
な
く
、
官
主
~、
臨い
て
仲
る
必
峨
m
m加
で

q
b
L

ゐ

a
He
o
a
u
z

‘

e

ナ
。
以
自
身
仇V
4除
い
た
ほ
か
の
入
の
他
活
で
は、

持
泌
が
ど
ん
な
獄
伽
仰
を
ゆ
っ
て
ゐ
る
か
そ
れ
は
川
町

9
・5
び
a
o

の
鮮
か
に
す
る
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
、

と
い

"
E
-
-
-
Z
』F
2
・

0
&
L

ゐ
宮
内
，

ふ
の
は
、
私
円
九河
以外
の
入
の
目
白
に
つ
い
ては

紳
る
蹴
も
な
い
か
ら
で
す
。
い
づ
れ
に
せ
よ
、
械

は
、
山
町
小
批
の
砂
備
に
燃
て
は

、

九
州
都
は
た
し
か

に
、
川
町
に
稿
畿
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
お
越
し

静
ま
し
た
・
そ
れ
だ
け
で
、
蹴
俄
で
あ
り
ま
す
。

e
，

。
企

"
E
e

ヨ

あ
る
側
め
る
人
が
ぶ
に
伽
削
れ
ま
し
た
・

『
あ
な
た
は
術
協

b
Eお
怖
じ
に
な
り
ま
す
か
』

『
え
』
似
す
る
地
ぢ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん

、

あ
な
た
は
、

L
t
H
 

お
信
じ
に
な
ら
な
い
ので
す
か
』
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縦
の
犠
に
倣
は
ま
た
骨
ひ
ま
し
た
・

円
か
つ
て
は
、
制
説
明
地
(
僻
慌
を
飢
じ
を
し
た
。
い

L
L
N
"

・

官
患
な
ほ
、

伺
じ
た
い
と
思
ふ
の
で
す
。
し
か
し

総
の
舵
縦
で
は
、
い
く
ら
お
創
出
聞
を
斡
し
て
も
、

そ
の
鋭
艇
が
、
ど
'
』
か
へ
つ
』
か

h
っ
て
し
ま
ふ

の
か
、
似
艇
の
踏
まで協か
な
い
の
で
す
ね
。
そ

の
耐
震
に
は
、

殺
だ
か
つ
て
一
昨

も
お
き

と
服
け

拘
健a
v

b
E頂
い
た
こ
と

が
な
い
の
で
す
u

倣
の
か
や
、
ま
た
一
即
あ
り
で
す
・
と
い
ふ

の
は

よ
の
ほ
が
息
筋
踏
破
な
山
内
だ
っ
た

の
で
す
か
ら
。

娩
齢
制
に
も
な
ぜ
備
の
お
叙
備
が
働
き
掛
け
ら
れ

な
か
っ
た
の
か
そ
れ
ぞ
は
っ
き
り
蹴
附
し
て
や
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

し
か
し
れ
仰
は

、

こ
の
附
臨
た
つ
い
て
一
宮な
か
る

-・、
あべ
なか
たら
はず
おで

議た
そ。

唱を
，、

'-
ゐ
る
と

おE-t<:' 湾55
'" 

句司

つ私，ll :tJ、 て
たはうお
舵自也飯事い
儀f 分王ねで
のる に

自己持・と な
分去っ彼R り
がて氏しま
滋き る のす
っ梢主筏か
てみへ 』
ゐ‘る
る自ヒに
秘主 分-!: j主
手‘ に 、

をふ
=院り
へか
て 』

ゐ
る
の
で
す
h

と
い
ふ
の
で
す
・
こ
の

議
鮮
は
ず
で
に
そ
れ
だ
け

で
、
い
く
ら
お
紋
併
殺
科
しても
体
仲
卸
め
な
い

ぬ
リ
リ
ド
附
ザ
‘
、
“
マ
抗
吋

d

こ
と
の
酬
明
尉
な
税
制
聞
で
す
@

-
・
・
・
・
・
・
・

・
・

・
・

・

白
・
・
・
・
・
・
・
・
・

h
rを
伊り
鍛
くく
ら
さ
せ
て
開
き
ま
す』

‘
g

u
"
e
A

'
t

め

た
か
う
籾
柏
崎ぎ
て
心
か
ら
山
叩
上げ
る
こ
と
た
の
で

-
ん
し
・
マ
-
T
A
O

企
z
n
&
F
S

加

す
。

感
磁
の
心
は
、
あ
らゆ
る
、
築
総
の
中
の
必

ゃ
な
も
の
で
あ
り
ま
す
。

‘
ヒ

I
Z
9
h
n
Z
9

ゅ
ん

取
れ
し
あ
な
た
が
あ
た
た
・
円
山
河
に
硫

て
、

一物
も
感

'
一
j

も

E
2

翻
す
べ
き
も
の
を
持
た
な
い
主
し
ま
し
て
も
如
線

機
が川
町
の
地
川
町
に
は
静
り
鍛
い
も
の
で
あ
る

と
い

包
告
か
ゐ
・
也
守

ふ
本
質
そ
感
謝
す
る
や
う
に
た
さ
い
・

L
V
今
崎
d
a
ヲ
d
竃
l・
‘
"
、
抗
a
q

門
川政
が
ル
ザ
活
上
験
〈
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る

・』

A
v
e
.
a
p

・
t
u
a
a
h
a
-

、

と
は
、

次
の
こ
と
な
私
へ
れ
ば
侃
十
八
も
包
め
得
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
せ
う
。
腿
ち

h
v
rの
俄
ひ
、
勝

除
にN
mて陪
観
し
、
そ
向
山
山
仰
い
の
ぷ
に
川
市
協
す
べ

き
V
が
それ
こ
そ
仇
抑
制
な
の
で
す
・
却
は
附
み

の
-
m』に
m
m蹴
にr
た
鰍
併
の
山
川

J引と
仙wh
w
れ
な

い
ほ
ど
崎
山
川
鉄
筋
に
総
て
の
除
舵

b
zし
ま
し
た
。

倣
ゅ
の
拠
る
都
は
・
舟
附
の
続
出
に
仙
川
附
安
川
町
い
て

ゐ
ま
し
た
。
ゆ
る
執
は
銀
以
併
倣
似
で

し
た
・
総

し
そ
れ
や
の
す
べ
て
の
け
川
が
川
町
の
怖

慨
す
る
隙
り

で
は
慨
倣
似
と
い
ふ
も
の

ψ
か
ち
た
が
っ
て
ゐ
る 郎

防
轍
に
よ
れ
ば
脱
獄
慌
や
税
制
賊
対
を
昨
は
ず
、

足
蹴
の
般
に
も
悦
の拠
配
腕。り
鵡
川
町
船
出
ぬ
と
骨
ふ

.』
と
で
刈
の
叫
ま
で
舟
慨
す
る
腕

ψ
'
m
さ
れ
て
ゐ

ま
す
よ
し
あ
な
た
が
そ
れ
祭
器
の
忠
慨
を

践
み
よ
うとは
な
さ
ら
な
い
にし
て
も
、
m
mゆ
と

e
ζ
'
r
h
b
z

a
F

2ゲ
伽

向
己
の
心
だ
け
を
支
配
す
る
こ
と

な
計
り
な
さ
い

敵
し
て
そ
の
総
泌
を
島
る
こ
と
で
す
。
:

.. 

獄M.

が
r
燃
の
厳
然
を
殿
れ
て
、
な
し

m
wる
概
加

は
貯
き
て
断
然
の
保
協
札

V
e波
る
こと
で
す
・
偽
ら

の
，
、
4
ん
・

8

ぱ
領
祭
は
M門で
出
来
て
ゐ
ま
せ
う
か
・

和
町
勝
、
口
以
、
続
範
、
政
紙

、

総
搬
、
路
寺
町

小
、
お
鵬
、
地
対
、
払
川
和
、
船
山
げ
れ
仏
そ
で
あ
り
ま

の
で
す
。

•••••••

••••
•••
••••••

••
•• 

"
M
U

a
v
'・
a
'

私
の
宗
敏
と
い
ふ
の
は
、

主
主
納

MU

柏
岬
"
‘
.:
者
.

v
.如※
鋭
、
ど
う
ぞ

願
ひ
油
断・
湯川
ひ
ま
す
や
う
に
』

h
a
 

と
い
ふ
代
り
に、

z
z
a吻
a
p
.‘
轟

E

E

"
院
u
'
n
u胃b
e

司
如
泌
鴎
あ
り
が
た
う
御
陵
い
ま
す
。
私
は
以
の
A
V
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す
・
こ
の
や
う
な
続
出
を
も
っ
付
税
さ
へ
す
る
な

ら
ば
職
以

.

守
』
の
昨
は
ず
山
引
か
ら
叶
仰
ぐ
に
厳
然
に

e・
・
‘
，

•• 

住
む
こ
と
が
附
ぷ
ま
す
・

司
郎
脇
町
刷
』
腕
利
、
と
し
て
似
品
川
町
の隣
仰
は
世
ぎ
な

い
。
即
日
羽
の
M
m殺
も
対
に
縦
断
、

対
関
蹴で
す
。

総
し

行
問
戦
開一品r
bι慰
め
て
か
ホ
総
の
阪
鍛
も
時的の
厳

殺
も
鱗
献
は
『
叡
僻
村
部
掛

切
の
仰
に
な
い
ん
だ
と
わ

が
滋
燃A
MV一
献
へ
の
悌
品川
札
γ・苧
に
苧
れ
て
搬

へ
て
m
w

m
w
m
M
引
ま
で
ぬ
苅
山

V
V号
、
あ
の
伽
ま
で
、
都
脱
出

に
出
か
け
る
艇
の
仰
貯な
か
っ
た
の
は
船
内

出の
蹴
併

で
あ
る
・
N
V慨
は
あの停
の
断
然
で儲
も
よ
し
僚
鍛

も
よ
し
お
叙
備
と

で
も
骨
った
悌
腕で
慨
に
よっ
て

W
蹴
伽
然
して仲
る
慌であ
ら
う
。

x 

x 

ﾗ
 

対
日制の
脱
却
は
十
七
慌
で
あ
る
が
十
問
酢
の
峨
に

除
雌
を
し
た
・
そ
れ
は
舟
刈の
も
の
で
あ
っ
た
が
紙

鰐
は
、
ひ
ど
く
鮮

の
肢
が
り
す
ま
な
い
/
\
お
ま
へ

の
や
う
な
偽
僻
棋
の
齢

L
Mっ
て
h
T悦
・
\
略
に

な
る
ん
だ
と
蹴
蹴
の
野
を
越
さ
れ
ん

W
Mも
娘
み
似
の

M
Uが
酔
併
の
脚
令
制
し

て
んW税
の
叫
蹴へ
総
ふ
か
と

m
し
澱
にm
Vれた
さ
う
だ。
m
仰
い
川
町
山
ね
ん

W山
川
は
似
町 に

あ
っ
て
例
議
?
特した
、
「
も
う一
銭
掛
倣でいおき

m
rにt
v齢
、え
た
お
針
備が
川
町まし
た
、
十
六
町
M
mか

ら
材
店
も
部
し
い
か
仙

の
刊
か
ら
ナ
ム
ア
ミ
ダ
プ
ツ
と

創
艇
な
時
ず
や
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し

て
叫
んは九
は

「
町
制服
泌
」
の沿
t
v
m
へ
対
ア・
ミ
〆織
、
鵬
鋭
敏
な

ど
と
鰍
僻
宏一
瓜づき
ん
で
十
絞bEm
艇
に
殿へた
の

る
の
で
あ
る
。

に
は
幼
隊
な
く
て
酢
か
さ
れまし
た
。

却
は
俗
説

認
知
と
か
ゆ
と
お
と
や
と
で
一
銭
を
鵡
酔
っ
た
税

鵬
、
閉
欝
を
般
節
し
て
阪
艇

の
惑
を
鴎
ひ
館
時
限
六
議
、
さぞ
併慨
は
お
議
で一綜
へ
〈

節
獄
色
紙
じ
て
酔

る
似
に宵
除
伊
服
七
郎
十
五

一例h
?
と
州
防っ
て
仲
る脱
で
あ
らう。

a
v
u
リ

一会
三
=
=
=
=
=
=
芸
===
==
て
純
で?
に
料
で
さ
・

一

一
一闘
画
、
ン
ミ
の
抜
き
方

:

i
圃
賓
物
の
シ

、
、
、

酒
の
シ
ミ

一

一
4
ン
ク
の
シ
ミ

料
に
ア
ル
コ
ー
ル
ふ
と
を
舛
す
ふ
す
吋

&
M
M
M
Z一

一
…
誌
な
ら
ず
〈
刊
紙
の
怖
にm
mい
た
も
の
を
腕
ふ
ま
せ
か
け
て
、
時
〈
山
中
み
し
て

一

色町
申
ゐ

F
u
v

者
、
た

‘
・

・

S
2・

MZ
­

一
侵
し
て
か
ら
、
お
艇で
沈
ふ
・

て
拭
ひ
、
叩
〈
0・
う
に
し
て
銭
泊
め
る

。

ナ
円
、
淡
を
か
け
て

一

一
ま
た
は
、r
い
働
科で悦
っ
た
科
で
ぼ
か
し
、
が
械
に
仰
向
か
す
・
も
い

、
。

憾
に
な
っ
た
ら
仰
向
椀
一

9
a
v

偽
?，
い

ぜ
晶
子時L

一俄
ア
ン
モュア
でて
に
ア
イ
ロ
ン
た

っ
て
は
いZ

の
中
に
入
れ
て
お
い
て
お
総
つ
一

み

お
ら

E
b

・

一
銭
な
ど
に
ζ
ぼ
し
た
ら
、
ず
い
。
け
て
水
で

T
e
で
も

駄
計
三

一
制
櫛
を
か
け
て
除
い

た
械
で
胤

笛
演
の
シ
ミ

ち
般
か
レ
モ
ン
悦
を
つ
け
て
料
一

一い
ず
、
ま
だWち
な
け
れ
ば
、y
r
F
V艇
を
す
り
ず
慨
ひ
す
る
。
，

一

一材
料
…
に
民
し

p
m
ぜ
て
似
つ
で
、
ァy
モ
エ
ア
あ
ら
した
十

川
山
山
間
和
鰍

に
健
常
絡
む
との
一
寵ψ・酷
し
シ
ツ
カ
日

一
一
選
U
て
儲
払い
た
し
ま
し
た
」
と
が
却
は
銃
艇
が

刊
日
叫
に
も
蹴
払
に
も
m
w踏
のあ
る
慨
を
齢
べ
み
併
の

m
m叩か
あ
っ
た
れ
ば
こ
そ
あ
の
制酔
な
蹴
払
が
附
和

た
の
だ
と
協
し
みの悦
に
ふm
M
m
b

w殴
じ
て
m
wられ
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害@
。
恥
ぴさ
僻
っ
てMm
m
v

跡
白
の
秘
め

仙
川
内
出

ι
γ・
蹴
紳
し
m
r隊
っ
た
川
搬
の

時
に
は
、
齢
制
叫
け
限
欝
さ
れ
る
と
こ

ろ
の
も
の
が
駒
山
に
あ
る
・

J
R瓜に

内
側
と
あっ
さ
り
一
昨
ふ
が

、

ど
う
し

て
・削
除
砂
に
は
山
県
な
い
。

日
山
酔
な

山
川
附
敵
憾
の
苧
鑓
だ

・
脱
ひ
慌
る
蹴

が
あ
っ
た
ら
、
よ
ろ
し
く
砂
酢
批
の

m
v・
』
れ
に
う
つ
し
て
ご
ら
う
じ
。

お
も
ま
だ
綜
が
け
の
と
れ
ぬ
蹴
時

川
柳
浮
世
ざ
ま
ざ
ま

慨
は
、
駒
山
川
知
で
鶏
し
い
。

し
ん
防
ふ

同
の
恥
し
さ
と
い
ふ
も
の
を

僻
ら
な
い
。
そ
れ
が
純
慨
に
な
り
、

相
聞
や・
脳
め、慨
も
紛
も
鰍
っ
て
僻

る
と
併
柵
伊
も
雌
も
蹴
り
除
し
て
、

艇
に
訟
な
ど
に
慨
し
て
そ
ろ
く

段
や
か
で
併
く
な
っ
て
が
恥
る
。
側
協

の
h
wら
ぬ
が
似
の
惚
い
砂
般
か
ら

、

そ
う
な
る
と
舵
ろ
胞
が
の
や
う
に
あ

れ
・
』
れ
と
慨
仰
の
剣

ι
7・蜘
や
し
て
恥

る
。
縦
し
さ
を
ゆ
る
こ
と
、
そ
れ
は

鉱
郎
却
が
瞥
の
内
に
い
川
る
鯨
一
併
で

(柳
槻
、
柳
樽
拾
遺
よ

り
抜
句
〉

代大

あ
る
。忠

郎
が
聡r献
にr
rて
ら
れ

回

重

雄
失
壷

現

比

羅

般
も
情m
m胸
、
と
骨
ふ
.
時
が
峠
め
る
。

だ
が
そ
れ
ぞ
畑
制
服
し
て
は
蹴
る
。
ば

札ザ・掬
い
て
般
の
刈
に
間
対
れ
た
り
す

‘
必
、

る
や
う
な
附
加
は
い
け
な
い
。
と
か
く

m
m伊
き
に
伐
桃
や
御
山
川
は
伊
い
。
同
九

脱
政
川
山
に
佐
し
た
も
の
は
僻
い
。
政

川
川ιr、
掛
川
っ
て
叩
叫
ん
で
伊
け
ば

、

持
除

に
鯨
溜
のm
uは
島
問
と
ひ
ら
け
て
恥

曽
R
"
‘
‘
蜘
a
'
d司
令
b
'

る
・
疋
附
川
の
悶
に
制
や
ど
る
i
!

と

卦
ふ
の
は
そ
こ
だ
。

-
z
e
c

怠
会

c
a
-
-
-

合

あ
の
男
ζ

の
男
と
て
古
〈
な
り

L
m
g
 

賓
と
い
ふ
や
つ
は
自
分
の
印
刷
帆
に
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さ

併
せ
て
対
を
称
る
と
い
ふ
。

同
九臨
も

よ
〈
即
決
]
を

h
wっ
て
慨
艇
も
慨ひ
た

a
n

ムm
b

ぷ
ん

い
も
の
だ
・

刊
の
小
に
は
そ
う

・
け
分

un-
-

g
k

磁
柑

の
思
ひ
ど
ほ
り
の
却
も
女
も
あ
る
も

n
E

W
2
て
ゐ

の
で
は
な
い
。
何
か
し
ら
敏
感
が
あ

。
念
込
ら

た
-
n
ω
・
9

る
。
い
ら
ざ
る
人
選
び
を
して
犬
切

-

R

MZ

-
F
M
p
e

包

た
附
吋
出
関
そ
逃
が
し
て
、
必
後
に
は
白

川
川
が
M川
白
か
ら
島
町
げ
を
可
も
さ
れ
な
く
れ
仙

嘗
ど
乞

E
V
L
.，

..
 

っ
て
し
ま
ふ
。
あ
の
閥
均
'
』
の
男
と
カ

;-EE
R
E
t
z
 

ん
で
緋
鯨
包
齢
蜘
や
・
恥
泡
が
し
、
つ

よザま
く ラ ら
ζlこ i.l
のあ!JJl
lfIl るに
籾1 ・ 蛾・
事f 肉A し
関J 惚なた

つ ~l. ~自i2
てたは

みずき
る tazE 
t; 1'1 Iこ

•. 
‘

。

‘
h・
4

-

6 
~ * ‘ 
ロt .吟・咽回ゐ

も
の

着'
る
が
鰭t
り
の

iI' 
入い

仲
ん
だ
ね
縦
の
が
搬
な
ど
お
か
し

く
タ
て
品
川
ら
れ
る
か
い
、
と

一昨
ふ
だ

ら
う
・
納
艇
な
い
鵬
だ
。
部
川
町
の
山
川

町
肘
は
齢
そ
の
お
か
し
い
ね
縦
も

の
で

猷
川
町
苧
阪
の
倖
め
コw
r
/
\主
…
慨
き

と
ほ
し
て
貯
た
の
だ
。
例
略

的
同
九
山
肌

円
山
部桃山で
ね
縦
は
さ
て
山
町

A
Z、
船
山
叫

な
ん
か
お
か
し
く
γ
て
、
と
、
ゃ
れ

縦
跡
、
そ
れ
畑
町
硯
の
と
慨

に
も
僻
い

山
酬
を
除
た
が
る
。
付
制

の
節
目
肱
な
は
川

附
ほ
ど
さ
う
だ
・
側
鰍
も
お
市
慨
も
ど

う
で
も
い
L
、

M
Uに
縦
彩
縦って
こ

そ
、

岱
館の
日
山
酢
な
山
川
阪
で
あ
る
の

だ
.
そ
ん
な
燃
慨
搬
に
ば
か
り

m
v

て
ゐ
る
か
ら
仰
れ
な
い
の
だ
@
献
の

刊
の
佐
伯
尚
の
獄
献

を
舟
ろ
、h
r
F
も

山
川
慨
も
い
ら
な
い
倣
併
の
慰
留
は
被

お
の
や
う
に
総
…
腕
と
し
て
、

ω祭
だ
・

ル
宮
崎
、制
限
に
ば
か
り
総
則
と
し
て

民
j
wru
刷
《
a
e

ゐ
る
か
ら
人
聞
は
苦
し
く
な
る
の

だ
。
仰
向
骨
慌

の
腿
倣日
rめ
て
、
一

い
〈
さ

・
』
れ
伎
一
対
だ
て
ら
に
峨

b古
川
町
山
側
し

ち
ま
ふ
と
す
る
か
ら
こ
と
醍
郎
た
。

鉱
舟

撃
と

a
M
E

女
は
m
均
に
敗
け
る
べ
き
も
の
と
脅
か

ら
の
泊
り
附
砂
だ
~

附
則
的
に
m
w凶
に

除
け
てる
対
はh
rよい
が
、
m
w却に

昏
っ
て
かaa
る
山
川
町
伽
は
糊
し
て
儲
か

も縄
み

ら
日
凡て
見
よ
い
も
の
で
は
な
い
。

E
-
e
H
H
e
肺
L

a
R
a司
砂

合

入
金
の
生
死
こ
つ
の
抽
出
な
り

オ
ギ

ア
と
山
口
れ
て
保
つ
邸
で
白
砂

拘
B

md
績

を
つ
か
ふ
。

朝
内
露
に
ほ
か
な
ら
ぬ

も
ろ
い
必
阪
の
官
錦
、
同
町
ね
ば
延
山

w

m附川
船
か
伊
っ
て
ゐ
る
。
総
れ
附
阿
川
似

凶
奮い
し

ふ
拠
写

8

・，
‘
，

の
銘
死
は
、
こ
の
こ
つ
の
飽
の
山
中
一

併
も
山
町
な
い
甑
俄
だ
と
一
昨
ふ
艇
に
な

生
限Z る
りま M.\~ 。
1'1 γ へ
、後c ば

絡ま 生年無t
k ~ cJ) t肯Z
liTr~店先 L ‘
.miめ。

苦?こ
額ヲ の

む il!:.t

とゐ
だる

つ
ね
縦m
mでも
昨
けて
節
附
とι
て

胎
よ
。
山川町恥な
ん
て
も
の
は
穂
町
制
説

い
し
与
も
ん
だ
。

た
S
か
れ
て
ゐ
る
が
郵
船

M
U船

な-
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h制
定
mm
と

川
駅

タ軍主係宗
俊書でをお
がす も 天王
す 。つ 叙企

tt-朝聖てが
ほー起第 ゐ私事
!!IJ・きるもし

A'" tL と止
の I~ とニ
天τ 蔚tl主 υ
釘舎が 〈い企ぷ
店言葉2 前三
ど う ill& に
うかす:jJ，。

だ風主主"l:i~
らだで，，

t3 会砕
な かい;;"〈
ど、こ刷E

ゐ
ゆ
と

〈
る
川
刊で
あ
り
ま
す
。

日夕す 此こ 7Z2
が ・方喜るそ
PilI:t 私立のこの
に dJ- 忠t とお
な ;ZL つが ヲヒZ
る :1k たあ ~.l:r
か .1吃 塑IlY るの

荷主| 府主の叡手
に去でどで ，~
な EJ生 lまナ 2助、
る君主りが?
泊- J草習に J、 E
止にゆき、 す
寸しか 24 場Z

手宇な 2 2 ぞま
うとい iま'~'・2
な土 も どに
とての う 思Z
と!9!a でもひ

私
の
目
か
ら
見
た

. 

司

9
H
F

苦

e
h
E

と
、
常
に
お
天
気
の
こ
と
が
以
に
か
h

る

・
他
人
と

掛
附
加
す
る
に
し
て
も
炉
ず
そ
の
叫
刊
の
お
碍
仰
が
付
を

r
て
、FA'
MHは
が
殿
ょ
い
と
均
艇
で
仰
向
怖
で
す
。

』と

こ
た
・
ヲ
(
献
に
な
;
し
た
と
と
か

r
L

は
し
て
ゐ
る
宇
う
な
射
に
、
持
〈
呼
猷
の
付
時
は

m
H
.
バ
の
お
河
川mMW備
に
が
献
さ
れ
、

そ
の
即
日
そ
の

回日
の
恥
し
放
やW棋
など
も
お
袴
が
が
鰐
で
蹴
って

，、".._，.、

1 

人
間
句
、
お
天
気』

中

央
筑
象
夜

開
瓜
市
川
岬

士

藤

咲

原

たな が ~e は
雨宮城主 席.t I主 事tE
も 合審て決; ti.l" 
献はもっ鵬
K~. 多g ïfi~ てが
の" <にゐ 旅《
1't~ 1まなるれ
に南2 らのば
北芸風主な で l何虫
ののぞいす

7Jl~ 強2 こが向者
に いと 、 以骨

Eたふ日号きが 然i Jl!母
きであしが
概\り a~:l*< 
1: 折15 まにれ
れ角をすはば
る俄2 。保.~ "蹴
かほ共事匁@と
ら し 稼宮飯事 大ま
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円
で
す
・
i
m
a
M
ぷ
鋭
り
に
は
行
き
まぜ
ん
。

ヲ
ま
‘
正
念
語
、
証
吻
ん
い
ん

昨一川
り
、
例
へ
ば
繭
と
な
る
宇
う
な
M
じ
以
闘
が
あ

っ
て
も
、
そ
れ
を
貯
け
と
る
携
のいP
Vい
ド
財慨
に

三
官
Z
E

宅
申

一
号

よ

っ
て
は
、
会
〈
京
以
到
の
事
舟
か
裂
は
れ
て
〈
る

も

の
で
す
。

例
制
の
惜
の
で
は
峨
縦
と
叫
し
て
ゐ
ま
す
が
・
』
れ
は

『峨
b
と
い
ふ
の
が
同
じ
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
に
吟
つ

ι
ん
弘
前

宣
ヲ
た
r
a
v
e

て
〈
る

『紘
』が
巡
っ
て
ゐ
た
ら
会
〈
巡
な
も
の
に

な
っ
て
し
ま
ふ
も
の
で
す
。
前
制
掛
を

僻
問へて
叫
し
ま

L
d
冶

8
t
o
h
H
"

な

は
ん
，
争
事

す
と
、
抑制
専
が
川
じ
で
あ
れ
ば
穏
に
M
じ

反
酬
怖
が
あ

b
f
 

る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

b
h
w
な
拘

t
t
o

‘
ξ

鋭
は
州
切
る
も
の
で
す
。m
じ
姥
木
で
つ
き
ま
し
て

〈

e
f
j
b
b
H
Z

抱
い
し
品

も
、
内h
H酬
の
乾
い
て
ゐ
る
と
き
と
、
そ
の
反
到
に
泌
っ

て
ゐ
る
と
き
と
の
炉
り
放
は
滋
ひ
ま
す
。
減
、
錦
を

な
品
、
ち
や
ろ

Z

か
担

a
，a
d

よ
〈
品
切
ら
さ
う
と
思
へ
ば

了
由
民
そ
の
錨
に
川
相
自
国
し

い
地
利
を川町
し
な
け
れ
ば
な
り
宝
せ
ん
が
、
成
鈴

狗
M
L
A

，
‘
t
-
v
-

「

に
大
き
「
ぎ
る
術
水
で
た
弘
〈
と
、
却
っ
て
ヒ
ず

が

・3

段
"
な
か
晶

旅
て
め
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
ひ
ま
す
。
向
じ
剣
で
も

た
A
き
放
に
よ
っ
て
と
ん
な
射
に

滋
ひ
ます。

す
ベ
か

U
A'
q
s

a
.，
，

引
制
〈
そ
の
方
法
を
巡
ら
な
い
と
と
で
す
。
そ
れ
が

• 

‘
9
e

た
い
e
ヲ
銅
、
“
喝
臣

、
、

殺
も
大
切
な
と
と
だ
と
川
崎
ひ
ま
す
-
M
じ
も
の
で

も
そ
れ
を
T
け
る
鰐
?
の
.
日
刊
の
か
ち
配
付
町

慨
に

宣
っ
た
か
国

・
t

・
"
と
眠

よ

っ
て
は
会
〈
獲
っ
て
き
ま
す
。
同
じ
骨
目
茶
で
あ
り

'
E
S

智
‘
よ
幸
、

己
と
ば

な
が
ら
時
に
判
手
を
符
ば
す
曾
殺
に
も
な
れ
ば
、

事
。
。
事

u
t

包
E

-
E
市

或
低
利
乎
を
怒
ら
す
骨川
終
に
な
る
と
と

も
あ
り
ま

S
A
3
 

ナ
。
さ
う

い
ふ
間
同
で
あ
リ
ま
す
か
ら
、
も
の
ど
と
は

一
燃
に『か
う
だ
!
』
とい
?
ザ
ヅ
ド
て
が
智
ふ
と
と

は
叫
叫
が
な
い
?

?
に
府ひま
す
。

と
か
〈
ザ
の
悼
の

と
と
は
悦
で
も
六
ケ
し
い
も
の
で
す
・

そ
の
UHそ
の
一昨
の齢
制仇続

河
川W削m
憐
を
い
た
し
ま
す
伊付
の
乙
と
を
叫
し
日

-
z
S

ほ
か
も
ら

a
f
s

げ
ま
す
と
、
衣
附
を
除
〈
外
の
闘
に
於
て
は
み
h
怖
そ

の
『
制
店
側
の
鮒
阪

を
す
る
け
川
』
を
斡
寸

け
パ
と
き
め
て

-
冨L
P
P
K

ラ

'
C

ふ
古
い
舵
事
宅
地
合

ゐ
ま
し
て
、
似
のl
ハ
は
附
酬
を
記
入
し
た
り
枕
料
を
鈴

つ
ま
よ

!神
安4
6
H
Z

ひ
k

め
た
り
し
て
ゐ
る
の
で
す
。
航
り
強
制W
骨
川4骨
の
人
が

き
ま
っ
て
ゐ
る
わ
け
で
ナ
。
そ
れ
は

M円
以
凧
か
と
時
し

a
F

て
''
章

M
Mれ

ま
す
と

『明
日
の
夫
以
は
附
だ
1

』
ξ

い
ふ
や
う
な

鍛
弘
し
ま
す
子
、
議
，
に
誠
の
そ
の
憾
の

話
術
叫
が
以
内
問
し
て
が
る
か
ら
で
あ
り
ま
す
。

一
面
お
お
悦
-
そ
れ
ば
燃
が
の
容
で
一

一
あ
りまし
て
鍛
り
に
も
約
川
切
で
あ
り
、
節
税
の
一

一
一
慢
慌
に
も
仰
向
め
し
織
し
み
縦
い
お
川
町
阪
で
あ
ら
一

一
号
一

一
う
と
胴
船
ひ
ま
す
・
'

一
慨
が
が
ぬ
鰍
な
付
制
川
端
ず
あ
る
こ
と
は

、

一

一
一
郎
に
械
が
に
M
mて
お
創
玄
刊
さ
っ
た
こ
と

L脱
一

一ひ
ま
す
。
が
の
伊
予
言
奈
川
磁
定
一

両
側
蹴
ト
の
と
と
に
略
す
る
窓
側
を
み
一

一
弘
しまし
た
・【託
金

一

W
剰
を
げ
し
ま
す
の
に
、

W
M
M
M
叫
に
時しま
す
と
き
r

&
d
z・
‘
む
ひ

t

巳
ん
に
ん
』

W

う
い
ふ
と
と
に
携
っ
て
ゐ
る
人
が
五
人
一
な
ら
覧
入
山

が
っ
て
柑
慨
し
、
併
が
がか以
を
叫
酬
し
炉
内

J
て
、
似
一

粧
の
鍛
を
議
r
p
w
す
や
う
に
し
た
ら
、
一

言
ん
・
・
主
ほ
害

虫

色
E

'
ε

曜
か
ん
邸
内

百
八
鉱
強
制
椋
の
間
違
ひ
が
少
‘

〈

て
す
む
だ
ら
う
と
考
，
~

包
う
さ
い
に
ん
げ
ん

f

へ
ら
れ
ま
せ
う
が
、
食
際
ゃ
っ
て
み
ま
す
と
人
間
の
ハ

M
m保
川
と
い
ふ
も
の
は
協
に
が
m
r
M
W
な
も
の
で
あ
山

.
，
書
2
名
ほ
血
階
、

り
ま
し
て

、
な
か
/
1
m
惣
狐
り
に
創刊
か
な
い
の
で

V

あ
り
ま
す
。
~

h
h信ι

し
た
も

0

・
・
T
τ
i

・3

主
国

Z
7

円

忽
が
よ
〈
下
の
品
怖
に
別げ
の
火
付
棋
の
抽
用
抑
な
ど
円

一
，z、，e、，
且
‘
，z‘
，
、，
，
、
.
，
、
，
，
且
主
，
、
.
，
、

d
z、
，
‘JE、
，J

M
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‘.
，
.
，
E

B
r
、
，，
、
，L
，
、
，
、
，

r
、
，
，
、
，
，、
.
ε
、，
、
.
、
，
‘
‘
，t
p
a
、
，E
‘
，l
、
，e
、
，，
、，
f
、
，『
、，
L
、
，a
L，
，
、，L
，

一-L
Aは
し
亀
み
て
、
そ
の
川
町
の
山

H併
の
.
ぶ
る
の
う
ど
岩

、

h
v
h
-

a
，
h
F
g

d

方
を
鈍
っ
て
み
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
さ
・
ヲ
い
・
占

禁
惑
そ
の
ヂ
み
ひ
と
土
い
っ
て
定

に
将
嚇
す
る
お
と
、
さ
・
?
で
は
あ
る
ま
い
伝
統

し
た
〈
な
る
ザ
付
と
が
あ

q
ま
す
@

山
川
-
の
関

川
山aEい
ふ
も
の
は
千
成
が
予
局
、
散
純
利

引
仰
が
も
の
で
あ
り
ま
す
が

、

か
う
し
た
ぷ
昭
悦
川
の

刈
っ
て
〈
る
ザ
停
に
対
て
は
併
に
そ
の
山
内
の

.

問
械
が

戚
ば
れ
る
も
の
で
す
。
が
る
け
川
な
ど
に
な
る
と
、

m
w

の
山
内
が
『
か
う
だ

』
と
r
へ
ば
、
な
ん
で
も
『
き
う

ー とで
成i u~ な
f't古河台い
さに』

も特
，、

あ
ら写
ヲ・‘~

4 し
とい

対台
知S2
し唱

る
て.

ゐ‘1

21TS 
τ " 11 
!:>、

明
ど
うも
さ
う
で
は
あ
る
奮
い
4

と
川
町
鯨
し
て
、

w
b

，

V
材
に
舵
〈
ゆ
〈
問
的
の
山
川
一
が
あ

と『る
云ん‘斯&さや
へううう
』まだかで
一 己とす
も 忽官。
二ふ

もと
な、

〈章
、た

他た

の

人2
が
、

『
き
う
だ
。
』

、

E 

"
“
‘
ゅ

z
-
a

折
、

と

m
ル
ひ
こ
ん
で
し
ま
ふι
ハ
が
あ
る
の
で
す
か
ら
、
合

に
な
ら
な
い
も
の
で
す
.

と
こ
ろ
が
M
Wの
ぷ
に
ゐ
て
明
院
を
刊
す
け
川
が
、
が

し
さ
・
ヲ
い
っ
た
憾
動
の
山
内
で
あ
る
と
す
る
と
概
献
は

腕
〈
断
材
料
は
ま
し
〈
な
っ
て
が
ま
す
・
説
。
に

そ
れ
を
緩z
p
.
F
特
に
か
ち
つVけ
る

こ
と
の
椋r、つ
ま
り
働
部
の
山
川
炉
て
ゐ
る
」
持
鍛
棋

で
あ
れ
ば
、

そ
の
刊
に
ゐ
る
川
村
の
町
った
前r
t
g

f
b

融

あ

聞
き
、
そ
の
狐
つ
き
を
比
た
リ
し
て
、
「あ
弘
、
あ
の

け
川
はい九情
か
ら
、
ゆ
剛
う
詐
ふ
制
な
似
酷
の
山
内
だ
か

ら
:
:
』
と
脱
っ
て
そ
の
尚
子
で
川
町
訴
す
る
宇
う
に

.
‘
貌
M
F
m
w

し
た
ら
よ
い
で
あ
ら
う
が
、
そ
れ
で
も
な
降
、
開
港

ー

を
却
すζ
と
が
あ
り
ま
す
・
そ
れ
は
、

司
あ
の
け
川
は

判
例
，
か
う
f
ふ
倒
的
な
け
川
だ

』
と
い
・
が
こ
と
が
触
っ

"
V
L
F
-

‘
，
。
‘

φ
a，

て
ゐ
て
も
、
そ
の
日
そ
の
時
の
凪

の
ふ
き
ま
は

し

綾

:
"
Z

包

b

が
創
る
と
、
そ
の
『相
府L申
込
み
.
が
駄
州Hに
な
っ
て

0

・
置
な
ん

〈
る

の
で
す
。
つ
ま
り
、
そ
の

HH
に
限
っ
て
、
何
か

s
e
L
b
S

畠

u
s
-
v
a

此
方
で
知
ら
な
い
で
ヲ
な
敏
雄
神
な
併
併
が
そ
の
人

の
伊
艇
に
蹴
っ
て
、

V
L
A
M

吋
に
吾
川
町
に
蹴
っ
て
ゐ

M
e
m
o

z
色
唯
ん

る
相q
A
Wと
か
、
又
は
M刊
と
か
い
ふ
宇
う
な
ζ

と
が
あ

< t.錯すとる
こ 49 あ 、 、と

と 7 て 、 泌B
がエにつき
却主二なたう
つよら調E し
て?な子L た
いよ~L <がぬII
け :Sl な lll" {l-D 
tl. 二、るでに

ロ I < ，ま
な人~ I る 2司
る々f 晶惚の九?
のの j;点だ柚E
で云炉 ';《 かや

すふさらつ
。こう、て

としまゐ
をたする
附t$主主 ζ 

獄
智
な

庇
町
県
船
酔

ζ
ん
な
鳴
でW倒
的
山
慨
は
倒
防
と
も
寸

ρ
と
す
ふ

こ
と
に
し
て
ゐ
ま
す
が
、
そ
れ
で
な
〈
て
も
低
以
嶋

金
い
ぷ
っ
せ
い

i
苦

k

と
い
ふ
も
の
は
、
生
物
の
A
γ・
フ
な
鋭
貨
を
も
って
対

C
9
も
お
も

b
慢
さ

り
ま
す
た
め
、
と
か
〈
此
カ
の
思
っ
た
諮
り
に
動
い

-
を
ず
も
，
、
品
嘗・
&
司

H
-
a
p
v渇i
~
p
b
，

て
〈
れ
な
い
の
で
盆
身
断
り
も
の
で
す
・
q
齢
制

。

阿
に

2
t
2
Z

庁Y
R
U

紛
い
て
ゐ
る
か
と
氾
ふ
と
、
そ
の
次
に
l
d

〈
忽
に

そ
の
械
艇
が
鰍
っ
て
、
代
ま
で

の
似悦
の
吋
叫
胤
V
1

.
、
，N'

E
H

た
ぷ

ぷ
ん
急

k
r
v
A時

A
Y，

絡
が
必
っ
て
き
て
、
他
の
部
ι
μに
中

心
が
移
る
?
?

つ
主
，
、
h
H・
τ
A
F
-

な
こ
と
も
あ
っ
て
、
そ
こ
に
強
い
細
仰
が
総
る
た
め

電
卓
ふ
晶

3
2
2

に
忽
ち
ニ
つ
に
も
=

一つ
に
も
分
烈
ナ
る
や
う
な
こ

初
、
品
定
い
説
。

L
a
く
‘
，

と
が
あ
り
を
す
。
そ
れ
か
と
忠
ふ
と
、
札
紛
が
食
物

食
や

A
g
z
t
e

い
ち
ゃ
令
卵
、
あ
叫

V

L
E食
ぺ
、
養
分
を
採
っ
て
成
長
す
る
や
う
な
具
合

む

，
Z

ア
が
ふ
と
い

h
v
S
う

に
、
自
分
に
初
会
の
よ
い
も
の

を
以
り
入
れ
て
非
常
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拘
u
a
'
d
z

・
‘.. 

旬
、
、

に
火
一
き
な
編
曲
官
に
な
る
と
と
も
あ
り
世
ナ
の
で
、
思

怜
有4
e
'
h
R
a勺
定
且
三
宮
ず

は
ぬ
才
市
川
へ
勝
手
に
紋
切
っ
て
泣
ん
で
ゆ
〈
こ
と
に

'
a
'
z
e
よ
-
b
a
ひ
だ

e
M

も
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
そ
の
・
尚
絡
が
弱
い
聞
は
波

傘
"
つ
よ

れ
の
た
め
に
泌
さ
れ
て
ゐ
ま
す
が
、
磁
〈
な
っ
て
〈

.

.
 領
令
念
、

e
e
ヨ

る
と
そ
の
波
れ
を
桃
山
吉
っ
て
ゆ
〈ζ
と
が
山
川
旅
る
か

A
'
'
z
'
c
 

ら
勝
手
に
創
〈
の
で
あ
り
ま
ナ
・

妹
、
低
府
麟
・
と
鳴
と
の
鵬
械
に
つ
き
ま
し
て
も

、

時
はm
m
m
憾
に
吟
ふ
も
の
で
あ
る
と
い
ふ

ζ
k
J均

悦
さ
ん
み
が
で
せ
う
が
、
悦
し
な
が
ら
抗
終

財
閥
が
が
て
も
硝
が
附
ら
な
い
と
と
が
あ
り
ま
す
し

陶
-
-
E

リ
E
B
2
z
a
k
v
&
Z

さ
う
か
と
創
へ
ば
偲
制
剤
、
が
衆
な
い
で
聞
の
臨
時
る
按

伺
が
あ
り
ま
す
の
で
、
仰
向
隊
や
っ
て
み
る
と
な
か
な

hudu 

か
艇
か
し
い
も
の
で
あ
り
ま
す
・

→
叫
にf
っ
て
も
ζ
ん
な
町
付
で
す
か
ら
、
抗
俄

げ
し
た
断
倒
的
が
形
俄
附
吋
ふ
宇
う
に
な
ら
ん
と
と
が
あ

る
の
で
あ
り
ま
す
。

ζ
ち
ら
で
あ
の
低
mm嶋
は
か
う

派
る
だ
ら
う
と
時
っ
て
ゐ
る
と
、
対
抗
で
は
、

・
・
"
u
a，

M'

あ
ん
な
鰻
掴
械
を
出
し
た
か
ら
、

艇
が
へ
伊
っ
て
や
ら
う

・
・.. 

ま
さ
か
、
そ
ん
な
お
吟
を
蹴
す
わ
け
で
は
な
い
で
せ

、，、.，

う
が
、
m
X仙
川
蛾
な
掛
へ
作
っ
て
が
智
ひ
た
が
る
も
の

で
す
。

か
う
い
ふ鳴
で
、
キ
チ
y
と
献
鋭
利
で
ず
仰
す
や

う
な
V
仰
に
は
伊
か
な
い
の
で
す
か
ら
、
苅
ぱ
刑
制
限
輔

の
対
舵
の
開
市
は
倣
っ
て
併
り
ま
し
で
も
、
ど
う
も

τ
ι
z
v，
、

L
E
Z
a

ヲ
二
災
一
作
の
五
式
一
に
ゆ
か
な
〈
て
凶
り
ま
ナ
。

b
，
e
L
a
F
'

・3
・

-
a
b
b
-
?
'
L
-
w
'

上
口
野
ナ
る
気
泌
が
あ
れ
ば
砥
が
あ
る
。
上
日
計
す

・3
・
4
3

普
』

b

a
ゐ
を
〈
ぜ
ん
車
両

Z
酬
曹
晶
つ

る
叙
泌
の
細
胞
る
の
は
不
巡
鎖
線
か
d
Aは
侭
鉱
脈
の
あ

る
お
込
で
あ
る
。
持
も
叫
M
M鵬
に
も
悦
仰
に
は

b
・
・3
・
-
6
・
A
'
"

と

'
4

9

h
r
p
t

上
限
川
口
劇
泌
が
起
る
と
い
ふ
相
川
お
も
分
っ
て
府
り
ま

ナ
。
そ
し
て
そ
れ
ら
の
い
ろ
(
な
終
訟
疑

問
仰
と
縦
し
ま
し
て
、
そ
の
け
ム
に

.
ω。
の1叫
が
臨
時
般
の

縦
仰
に
が
っ
て
制
服
を
略
す
の
で
あ
り
ま
ず
か
ら
、

仲
炉
で
も
附
川
越
は
な
い
と
い
ふ
時
に
は
獄
り
ま
せ
ぬ

の
で
、

日r
vり
河
川W山
田
耕
と
い
ひ
ま
し
て
、
野
械
の

4

主

U
9

『由
主
の
字
を
〈
つ
即
聞
け
て
ゐ
る
の
で
あ
り
ま
す
。

も
し
こ
れ
が
悠
で
も
町
時
?
?
や
う
に
な

-
A
R
O砂，
.
，

u

￡
じ

り
ま
す
を
漁
殺
と
は
市
し
世
せ
んJ
線
、
の
宇
の
つ

い
て
ゐ
る
幡
多
絞
れ
る
炉
』
と
が
あ
る
と
い
ふ

と
と
をW
桃
山V
Vき
峨
ひ
た
い
の
で
あ
;
す
。

VL
j岬e・
よ
は

A
V
a

，
‘
，
，
e
出q
b，
、υ

天
気
鎗
報
と
夫
婦
噴
暗
唱

叫v
a
o

狗
旨
，

w

他
人
が
『
恋
』
と
一
ズ
ヘ
ぽ
一
も

ニ
も
な
〈
そ
れ
に

持
っ
て
し
ま
主
主
震
が
バ
で
も
脱
り
ま

す
が
、
そ
れ
か
と
詐
っ
て

V
M
m叫
れ
で
も
『
さう
だ
』

L
畠
z
z
u

た
ひ
と
い

と
泳
知
し
て
ゐ
な
が
ら
、
他
の
人
が
あ

h

云
ふ
か

ら
、
V
Mれ
は
か
う
d
Aはう
;
:
な
ど
ヘ

Y
Vに
で

事
ん
P
E

噂
合
ひ
と

も
そ
れ
に
於
川
す
る
と
と
の
州
派
な
い
?
?
な
人
に

も
脱
り
も
の
で
ナ
。
袋
、
時

2

う
に
叫H併
のv

t
z
e
u

伊

U

畢
ん

L
F
a
-

師
事
骨

L
F
a

犠
で
る
リ
乍
ら
円
分
の
仕
官
申
で
は
な
〈
公
ー
の
仕
事

で
あ
っ
て
そ
の
議
す
る
と
と
る
起
に
援

ゐ

L
4
t
也
、
申

問
に
わ
た
る
仕
事
を
し
て
ゐ
る
者
に
と
り
ま
し
て
は

伊
併
の
イ
ポ
し
た
緩
み
叫
が
限
定

、

地
獄

刈
き
な
封
般
を
か
け
ね
ば
な
ら
ぬ
?
?
な
純
料
と

な

‘，
，
、u
R
U
F
m
v
"
M
a
r
a

，

、.

、.

る
と
と
が
あ
る
の
を
考ー

へ
ま
す
と
、
非
常
に
お
そ

ゲ
い
い
さ
へ
蛾
じ
ら
札
ま
す
。

L
E
L
F
-
a
y内

C
、
ろ
のn
a
-
-

・
ゐ
いe
'A
M

，
、

ル
い
柑
惜
の
よ
に
心
開
刊
作

m
が
都
相
続
し
て
旅
る
と
と

草
山
A
'

が
危

L，
z
m

惨
守
防

は
制
見

l

h
仲
餓
い
と
主
で
あ
り
ま
ず
か
ら
、
特に
公
の

ζ
と
に
ぷm
f
w川な
ど
は
が
ず
山
川
村
山
町
に
そ
の
鰍
微

を
よ
〈m
mへよ
〈
m
wっ
て
、
時
ツ
沿
つ
い
た
.
叫
に
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心r lJ ¥ 1!-~ ( 
Uるを為33t
ぷみつき r 
守J!. < tt. 
ν つな

ι"、

久世"た
ど< Iす
う ζ の
もと 、

11-i がど、
< 大去っ、
行'切きし、
かだり、

t,c !し
い息苦た
もひ E践
のまの
ですす、
す・は、

か
ら
・
・
・
・
.

同
事
館
傘

L
b

た
ι
巴

L
ん

'
甚

お
恥
か
し
い
穏
で
す
が
、
務
白
身
の
こ
と
を
巾

し
ず
て
み
ま
せ
う
。
時
が
こ
の

苅
箆
械
の
依
に

食
ヲ
S

は
、U

・
V
-ぞ
ん
三

一る

M
mは
り
約
め
ま
し
た
時
分
の
と
と
、
その
頃
は
ま
だ

紙
〈
も
あ
リ
就
が
一
ぱ
い
で
も
あ
り
ま
し
た
が

、

針

輔
の
戒
は
艇
に
俄
一
吟
戚
紙
、
散
さ
ん
に
な
る
べ
〈

仰
向
獄
肢
か
け
な
い
で
す
む
や
う
に
と
脱
っ

て
蹴
侃
政

側
に
な
っ
て
や
っ
た
も
の
で
す

。

だ
が
倣
し
、
そ
れ

か

て
い

"
-
b
a
e

い

で
も
目以
降
で
前
向
〈
な
い
と
と
h

か
、
紙
に
入
ら
ね

こ
と
で
も
あ
り
ま
す
主
、
u
r償
う
ま
〈
伊
か
な
い

ζ

主
《
U
9

し
ん
ぶ
L

と
が
あ
P

ま
し
た
・
す
る
と
そ

の
怒
日
の
新
開
に
、

『膨
鵬さ
ん
、

キ
ッ
ト

民て

日m
vm
眠
て
も
し
た
の
だ
ら
う
:
・
』

な
ど
L
柿
竹
山
門
を

h
rかれ
て
脱
っ
た
も
の
で
す
。

京
誌
の
紛
れ
たの
が
、
誤
認
に
予
の

も
蹴
り
ま
す
が
、
?
?
て
み
る
と
そ
の
話

回
蝶
の
脱
峨
は
蹴
っ
て
お
符

M
M
W
儲
か
ら
が
て
ゐ
る

• 

』

，
、.
F、
，r
‘
，
e
、

，
r

一』

，
、，
，
、，
r
、
，
，
、，
r
、a
，
‘
，
，
、
，
，
、
，
，
‘
，
、
，
g
、
a
，
、
a
，
、
a

，
、
冒
，-、
，
.
，
、
，
，
、
，
‘
，
，
、
，
r
、E
，
、
，
，
・
‘
，
、
，
P
、
J
R
z

'
E
，
.
，
g
、
，s
、
，
，
E
e
p、

s
u
πz

a

-
­

ζ

と
が
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
平
常
は
何棋
に
も
削
削
ら

ae
s
h

t

'

e

b

u

b

 

な
い
で
?
な
吟
蜘
?
な
と
と
が
、
お
火
打
桝
の
同
腐
り
日
な

ど
に
は
み
ん
な
の
倣
鰍
が
時
ぶ
っ
て
ゐ
る
た
め
、
つ

い
邸
恥J同
紙
の
峨
峨
と
な
る
の
で
す
。

ま
ア
、
川
町
も
援
で
は
そ
ん
な
と
止
も
な
〈

、

叫
恥

て
い

-w
&
，
、e
'
'
ま
と
う

向

き

HV・s

・
』

艇
の
ζ

と
が
、
直
接
仕
事
の
上
に
差
し
響
い
て
は
来

お
も

な
い
伊
う
に
思
ひ
ま
す
。

と
に
か
〈
民
税
倒
的
川
の
崎
町
叫
が
う
ま
〈
日
叫
が
る

E
P

V
室
内

E

宇
う
に
な
ら
な
け
れ
ば
何
ご
と
も
一
人
前
だ
と
は
ゆ

き
れ
な
い
で
ヲ
に
脱
ひ
ま
す
・

一
一m
m院
はW
ら
ぬ

næt 分ま ra-
のり の 納品 世EE
心f に1't"，~ の 気者
m誌 な 1t・ 2包8 除5
作目るが紙'に
1lI~ζ :ct~ tj ，習し
にと際t の 宝
もが分E 泌4 し
そ U1'. っ fS!て
の来'たでも
苧る ら る
うと 、り r告
な息苦 ~.ま紙f
i品3 つ 』峠ナ飯事
者~j てに'かに
がゐ つ らし
あまい、宣

るすてそし
の・ものて
で人E ぉ iぬ3 も

人・ ぁ
で'. ;t号。
ttす ea ま

会 Xzt 
よ WIZ
すと
- 1，、

も-A、

空も
たの

}:泊f
z 、

長此る

ら完ょ

或1 2
ほっ

と た

の -~

-
t重q
a
v

タ
畠
占

皆
、
れ

、

心
の
鍋
谷
も
必
ら
ず
に
す
む
か
と
も
忠
ひ
ま
す
が

.

1
v'

・
a
F

舟ψ
'
m

v
p官
'
e

'

然
し
恨
の
山
中
と
い
ふ
も
の
は一
人
で
伐
め
る
も
の
で

も
な
し
、
特
ず
裂
の
も
の
が
一
階
み
し
て
ゆ
か

ふ
，
、

ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
す
か
ら
、
そ
と
に
い
る

f
\

な
後

艇
な
こ
在
日
あ
能
っ
て
そ
の
た
め
に
川
町
滋
の
.
が
る
が

う
ご
い
止
し

か
血

い
る
/
\
に
動
い
て
ゆ
〈
ζ

と
は
致
仕
方
の
な
い
と

b
'
L

‘.
t
N曾
ん
企

長
』
で
ぜ
・
三
世
固
か
ら
、
『
-
文
銭
は
鳴
ら
ぬ
』

と
い
ふ
こ
と
を
叫
し
ま
す
が

、

鰐
隊
一
対
鍛
に
似
つ

け
て
山
田
っ
て
肘
た
と
こ
ろ
が
、
情
か
も
の
に
門
店
引
が

、
、

か
置
な

か
ら
な
い
限
り
カ
チ
ン
と
も
チ
ヤ

p
y

と
も
鳴
り
ま

v
?柑
庁
ん
も

P加
昭
ひ

E
p
h
・
匁

E

せ
ん
。
人
間
で
も
そ
の
・
泊り
で
す
。
一
人
で
祭
っ
た

b
b

ひ
主
沿
う

た
"

"
“‘

り
笑
っ
た
り
す
る
人
は
滅
多
に
な
い
で
せ
う
。
公
し

・5

Z

い
ぷ
§
E

H
b
e

・

s

給
制
拠
出
帽
の
人
は
"
と
し
ま
し
て
、

大
純
作
品
幽の
b
H

止

"
‘
.
u

h
v
h
v
'

な
ら
ζ

ん
な
こ
と

は
無
い
わ
け
で
す
@
思
ひ
州
し
炎
ハ

-
r
・

A
E

L

R
7昔
、
，

ひ
、
こ
れ
も
矢
野
りMmか
州
刑
?
に
な
る
も
の
が
あ
る

の

は

a
u

，
、b
令
官
ん

ひ
e
，

aた
ぶ
ん
喝

、

“

待
合
で
、
内
再
会
に
一
人
で
ゐ
た
ら

多
う
そ
ん
な
思

守

n
b
b

は
必F

ひ
山
川
して
笑
・
中
伊
う
な
と
と
も
な
い
併
で
す
。

では
tÞ号 制苦 し
い手電 て

てがみ
ゐある
て る と
rittJ j~.tヵ
目減令官 チ
ミ』斗 y

告際主 主
油、る虫、
けやチ
たうヤ
1 でり

乙ナ r
・ a

A、 .va J? 
ー川崎 m

szt r;、
を-S! ~. 
Gl! t 人'の

t、J、. -、4
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い
た
こ
とも
あ
り
ま
せ
ん
。
昭
郎
哨
ふ
き
か
け
る
に
は

時
ず
銭'ら
舗
で
す
・
そ
の
欝
T
必
ず
併
ら
ず

の
バ
で
は
三
援
に
な
り
に
〈
い
中
う
で
す
。

舷
眠
の

ぜ
拡

げ
んF孟
"

巳

辱
ん
し

ど
う
し
て
も
叫
略
す
る
に
は
自
分
の
知
っ
て
ゐ
る

店、
V
Mに
滋
い
山
内

、

日
日
併
の
離
し
い
必
と
い
ふ
と

‘
と
に
な
りま
す
。
間
臥
判
ず
れ
ば
棋なも
の
で
す
し
、

ゐ
乙
‘

s
b
-
u

牟
ん
く

r
w
M

肝
心
持
の
怒
い
も

の
で
す
か
ら
、
自
分
と
側

-

僚
の
な

円

み

L
H
E

ん
い
H
Aず
知
ら
ず
の
人
と
す
れ
ば
よ
い
わ
け
で
す
。
晶
、

f

u

手
ん

z
-

v
e

L

た
な
か

A
し
て
自
分
に
近
い
人
や
殺
し
い
と
は
柏
町
よ
〈
ナ
れ
ば

d

ひ
に
，
、

"
、

A
よ
い
の
で
す
が
、
皮
肉
な
と
と
に
と
れ
も

思
ふ
宇
う

…に
な
ら
ね
も
の
と
t
へ
て、
賠
償
そ
の
制
U
な
っ
て

』

-
-
v
e
z

V
ゆ
き
ま
す
・
伐
に
川
闘
っ
た
も

の
で
す
が
、
ど
う

す
る

一と
と
も
r
が
な
い
?
?
で
す
。
慌
に
叫
同
併

に
滋
い
粧

叫
ひ

k

、
、
、
、

守
、

~
し
い
人
を
つ
か
ま

え

て
は
い
g
と

g
を
絡
し
て
ゐ

a
F

'
孟
V
T
V
A

ム
九
時
岐
を
も
っ
て
ゐ
な
い
バ
とはど
う
も
吋
慨
に

、

な
ら
ぬ
ら
し
い

0・
う
で
す
・

か
め
a，

e，
ふ
た

爾
降
っ
て
勉
闘
志
各

併
の
よ
い
ほ
ど
航
F
6

こ
ん
な
こ
と
も
伊
ふ
宇
う
で
す
か
ら

、

ま
ァ
、

蹴

，

、
ま
い
曹

'

ヲ

替
、

晶
⑨

よ

"
z

b

々
悦
円
削
除
を
起
し
て
爾
な
呼
ん
で
は
山
川
町
す
る
の
も

L
'
ι

し

よ
い
で
せ
う
・
そ
れ
が
自
然
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。h帽

苅
仰
が
館
き
す
ぎ
て
も
脱
る
し
、
職
ば
か
り
館
い
て

ー
ま
か
旬
峰
。

も
凶
り
も
の
で
す
・
乾
〈
一
一
万
で
も
い
け
ま
せ
ん
し

し
ゅ

f

L

f
ι
o
E

剤
師
り
が
過
ぎ
て
も
よ
〈
あ
り
ま
せ
ん
。

自

然
に
も
却

湾
、
時、ρ仰
と
鉱
俗
が
あ
る
の
で
す
か
ら

、

時
に、

そ
れ
も
ほ
ん
の
:
ツ
ピ

P
M刊
な
ら
対炉問
慨
し

て
み
る
の
も
よ
い
で
せ
う
。
峨
っ
て
対
炉
怖
の
よ
〈

'
よ
ぜ
い
替

、

W
ん
L

-
E
L

な
る
唱
岨
削
闘
に
縫
っ
て
〈
る
一
一
拠
品
部
か
也
知
れ
ま
せ

ん
。
低MW麟
に
し
ま
し
で
も
越
.
街

、

の
脱
が
あ
り
ま

す
・
時
時
の
就
い
叫
叫
ち
時
っ
て
ゐ
る
の
が
紛
い

・
織
的
で
、

祭
っ
て
ず
に
得
っ
て
時
い
鈴
械
の

r
d
刊
に
な
っ
て
が
ま
す
・
そ
れ
が
献
に
祭
っ
て

が
ま
すと
野
返
し
て艇
を
す
た
p
し
て
、

部

め
つ
ほ
事

z
m
M

に
は
滅
亡
し
て
し
ま
ふ
も

の
で
す
@
た
&
へ
ば
此
の

事
ゐ
，t

防
V
ゐ
，、b

ay
う
に
段
身
と
附
仰
せ
ん
でも
す
む
ず
う
に
な
っ
て

つ
h
v
p
t
b
o

ゐ

柑鮮
に
は
附
絡
し
な
〈
て
も仲
よ
〈
や
っ
て
ゆ
け
る
宇

し
ひ
と

"
j
N

う
に
な
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
@
人
に
よ
る
と『肱

恥
対伊
い
と
い
ふ
の
が
あ
っ
て、

い
〈
ら
時
が
っ
て

a

，
.，
J
g
、
，
、
d，

• 

た

W
ん
，
、b
m
E

、

も
幽
靭
へ
ず
町
時
の
や
ま
な
い
U
Aが
あ
る
苧
う
で
す
が
J

あ
れ
ば
ど
う
も
峨
叫
で
き
な
い
や
う
に
脱
ひ
ま
す
・

仏

"
h
，
、b

九
陪
E
'句

"
"
ム，
、b

門

院
略
は
し
て
も、

そ
れ
が
仙
川
ら
し
〈
な
い
館一機
~

"

ゐ
，
、b
F

で
あ
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。
ど
う
せ
庇
晦
と
い
ふ

A

の
は
肘
併
に
，
叫
が
も
て
る
紛
い
山
内
と
か
総
し
い

~

D
k

a
m持
嘗

』

a
z
k

h
M

人
と
の
問
に
起
る
ζ

と
で
す
か
ら
、
観
し
い
な
ら
叙
M

w
'"，、r旬

、

し
い
や
う
な
臨
時
の
し
ぶ
り
に
し
た
い
も
の
で
、
よ

ザ

た
巴

ん

n
b
，
、r
b

、

〈
や
る

m
γう
な
他
人
ら
し
い
政
時
に
な
ら
ぬ
宇
う

V

.
叫
が
け
た
い
も
の
で
す-
m
悦
し
た
鰐
駄
が
獄
鰯
を

一

っ
か
し
て
坊
に
伊
両
ふ
す
?
な
ら
、
慌
に

一

で

e

wj
事
政

2
4

。

い

も
飽
み
る
~
ω
で
す
。
親
し
か
っ
た
の
で
臨
略
し
た
ん

の
で
す
か
ら
、

一
世
刈
に
な
る
?
?
な
こ
と
で
は
い
け

~

"
ん
《

仇
引
氏
が
れ

v

b
b
E
H

J

ま
せ
ん
-
m
噂
し
た
と
と
に
よ
っ
て
五

ー

に
深
〈
内
山

智
い
事
。

t
s

a
‘

a
F

ζ
・・
る
館

、

】

省
し
、
相
手
を
禍
憎
い
心
に
な
っ
て
抱
き
し
め
て
宇
山

る
と
と
が
M闘
がて
と
そ、
山
川
め
て
離
し
い

も
の
附
が
一

w

b
ga
H

嶋u
e
h

、

の
め
叫
略
と
い
ふ
と
と
が
山
川
帝
都
ま
す
。

v

た
は
ん

"
b
ga
H
w
e

内

ζ

の
他
人
ら
し
〈
な
い
時
仰
が
山
川来
る
苧
う
に
な
九

明
白
る
か

u
uF
e

ぃ
，
、ι
H
9f

り
ま
す
と
、

そ
れ
と
そ
協
に
聞
明
る
い
朗
ら
か
な
生
活
れ

さ
'
く
‘

g
m
事
Hh
a
J

が
山
胸
骨
体
る
の
で
す
。

幅
四銭
後
附
』
と
い
ふ
と

と
る
で
山… 

〉
k
r

、
」F

せ
う
・
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• 

J 11 ti を
ば飛.!: 1I、=
鈴t ぴぬま
の姐主は
やっ容E
うての
な、*­
脅白歌2 た
を n“の

材S 設7 主主
がけ .~7.. き

してん
てゐせ
Vff~ ま
れず
で。

l~ 

が
の
出
向

島
‘

事
A
E
a
4
3
.

t
a吋
す
‘

「
前
へ
進
めl
」

ゆ
南
砂

ζ
a
r
s
t
e
a
o
h
v

e

明
る
い
諜
が
椛
ん
だ
背
益
に
響
き
ま
し
た
。

怖
の
航
磁
を
慨
い
だ
十

M
m
Dの
舛
特
が
問

&
F
e
e

が
は

そ
み
ち

H
S

を
正
し
く
、

小
川
に
沿
ふ
た
諮
を
勇
ま
し
く

怠
る

e

・
'

h
Hゐ
た
も

日
也
事

E

歩
い
て
来
ま
ず
。
少
年
越
は
帯
の
義
び
で
一

俸
官
43よ
事

し
制
&
た
A
'
f

・
.

力
強
く
、
足
骨
肉
く
誕
ん
で
恥

ば
い
で
ナ
。

ま
す
・

て
--

「
ア
ツ
l

敵
だ
」

れ
A
V

と

ur

列
か
ら
飛
ぴ
川
し
て、

「
山
羊!」

一
Hハ
が
時
び
ま
し
た
。 中

田

龍:

夫首

野町

中:

固ま
巨ヨ3

子
重

A
Tん
主
a
ヨ
ミ
哩
望

k
t
u
-
-

，
.
，

先
頭
に
骨
っ
て
ゐ
た
山
和
紘
が
制
附
い
て
抑
制

を
か
け
ま
し
た
。
パ
タ
(
と
殺
を
股
ず
や

う
に
川
の
慌
に
織
れ
ま
し
た
。
総
ね
?
と
お
の

か
は
会

u
v
y
t

R
ド
b
e
S
2
u
h

-­

容
が
あ
&
つ
い
て
、
車
冷
し
た
対
が
少
年
川
崎

に
m
m
A
J

て
駒
市
ま
す
・

，
、..
 ,‘

‘ 

「
敵
は
何
臓
だ
」

点差『あ号ら松ミ 「
うたを突老 手て を に指吉永
君主主事Z で兄みーさ ラ
Iまし考1~ て人P し
じて P ゐのたあ
っくにま少す方管そ
とる何2 ナ年f を と
i回2 んか 。が見みの
みだ会警そ手τ る*!t
な芹固ヨしをとの
が」をてか 、上主

ら し下主ぢ斤まだ
似てをとよ」
き ゐ礼み九 土.2

まな の
ま すがとー
し a らち 本2

?と
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「
ヨ
1
シ
!
そ
れ
で
は
と
っ
ち
も
出
抑
制
だ
」

ぜ
ろ
白
a
h‘r
e
b
z

‘
曹
い

a
a

-
少年
法
の
向
付
燃
え
た
っ
て
必
ま
し
た
。

m

t
司
申
e
'
o
"
h
v
b

白

ま
し
い
突
鞍
の
光
景
が
胸
を
ワ
タ
/
\
さ
せ

と
つ
W
舎
が

う

れ
い
主
も

る
の
で
す
。

突
動
車の
披
令
と
共
に
、
ガ
パ
ツ

と
蜘
ね
世
き
た
川
お
か
は
併
の
舵
献
を
け
問
苧

v
hシ
ツ
カ
リ
掛
っ
て
、
市
町
山
川
和
を
奴
鴎
に
ワ

之
島
ヨ
乙

a
e

い
合

ァ
I

ツ
と
関
の
啓
を
あ
げ
て
、

一
一怖
に
馳
け

拷

z
a

'
'
e
u
F
H
E

為

川
し
ま
し
た
。
小
ね
も
小
川
も
蔚
い
た
の
か

e

た
と
&

サ
v
a

む

や

歌
野
も
鈴
の
告
も

一
時
パ
ツ
タ
リ
と
止
ん
だ

ゃ
う
で
し
た
。
隔
も
慨
を
砂
膨
ら
し
て
闘
の

土

e

に
'
担
ん
-
e
H
V

や
う
に
飛
ん
で
来
ま
し
た
。
ま
さ
に
肉
抑
制

仲
つ
叫
ん
供
戦
が
猷
ら
ん
と
し
ま

し
た
。

そ
の
時
で
す
。
郎
・
衣
料
が

m
m然峨
び
ま
し

た
。問

、
品
引
を
ほ

τ
a
v喧
a
y

「
臓
ひ
は
紡P
だ
、

鰻
砲
を
お
さ
め
ろ
1

」

働
い
れ
・

て
舎
、

e
b
h
ぽ

"
z
，

だ
し
ぬ
け
の
命
令
だ
か
ら
敵
も
味
方
も
融
制
い

e
A
74
P〈

・3

祈
品
川
は
り
切
っ
て
ゐ
た

努号「ブJ~ て
却を ど がし
訴えうスま
がし 1 ひ
敵喜たツま
の んとし
中まだ抜ぬ?と
かいけ。

ら 、 て

/1い 点差し
て夫t ま
*~ 君えひ
て」ま

雨空 し
i;ï~ 売
く
も

多
疫
を
，
、
ん

a
p
e
o
e

な
い
と
、
貞
夫
震
の
顔
を
観
き
ζ

み
ま
し
た
。

「
あ
れ
を
川
町
ろ
」

ae
F
t
，
、
ん

H
V品
。
.
』
泳
、

ι

点
犬
計
は
悲
叫
れな
訴
を
投
げ
す
て
h

、
一
一
三

E
S
る

お
も
啓
一
す
わ

止
中
歩
い
た
か
と
思
ふ
と、
制
に
座
っ
て
し
ま

b
L
f

拘
a
-
S
F

ひ
ま
し
た

。
み
ん
な
も
不
思
柑酬
に
思
って
』礼

金
く
ん
か

=
事
作

量
〈
ん
・
は

e

失
滑
れ
を
と
り
倒
み
ま
し
た
。貞
夫
幹
れ
は
小
地

L

っ
か
詑

を
確
と
抱
い
て
ゐ
る
の

で
す
。

か
事
い
き
事
て

勺
問
a
v

'

「
寸
川
高
想
に、雌
砲
で
灯
た
れ
た
ん
だ
。
」

秀竜一今立と み「
!)Jゑ柿たににんえ
が'i 丸ま も 、 '1'1. l 
7J~ を死L 仰の?
~Iji~按由に を切 目良地」

丸'くさ ~"l:!が
老んう会54、こ
と fぎに凱25 締官
り」苦手S でに
だ し打号集3
さ ん弁り
うで tt ま
と ゐずし

定t まゐセ
p つt まー
符ょ す

り
tま
ん

溺向てみさ「ま
つゐんつ死しし
てるたきぬた
ゐ 多3 公t 長43 の・
まくつのか
ずのて m~ し
o ßR"" 終合れ ら
はま建言」

元Z しのー
会長e 究明ま
に'る
1J. 11、 z い
つ幼盟関主
てにが
く i肝心k
れ が阻5
とれで

ヲFE 「
児をと
Jfi れ
のた
昨主 ぞ
と」

共t
に
鳩2
は
な~1
K 

元Z
会主e
治Z

1 1\で
た

と「ー「や
- ~Il色人'ホう
人' をがラで
がふハ、す

イ曜いン細雪
JII:iてケ帯と
にやチだ
ハらt: L-
ンう 磁主
ヶょ っ
チ 」 て

を 投車

rolO げ
らげ

た;
行柚

, 

き
ま
し
た
@

がら
元Zかそ
~・なれ
に笑芸か
な醗まら
つが JÆ，I~
た背品ら
の益Z く
でに主主先
ず輔2 つ
。きて

射罪 、
んしゃII~
で宅.k (
羽は し
ば小ユ?で
たtIß~印12

き

し
た
の
で
す
。

怖
を
蹴
い
だ
舛
純
治
が

ま
た
慨
も
酷
し
く

w
ι
・司

令
・
・
絡

む

舎
ゐ
b
E
S

た
を
く
ん

元
叙
に
進
み
始
め
ま

し
た
。
先
回
の
貞
夫
殺

z

b
e

目
、
た
い

且

z

u
e
e

L
刷

の
小
脇
に
は
側
帯
を
怨
い
た
小
泌
が、

枯
し

あ
在
意

さ
で
目
玉
を
キ
当
ロ
/
\
さ

せ
て
ゐ
ま
す
。

川
お
か燃
も
成
腕
を
ゆ
た
航
舷
腕
税

の
や
う

に
、
日
明
び
に
ね
ん
ち
溺
れ
、
約
ひ
で
紛
を
似
し

事
量
ぞ
b

L

た

ε

ζ

主
咽V
E
Z

E
'

な
が
ら
、
背
益
の
下
を
、
何
臨
迄
も
何
蕗
迄

も
制
酌
ん
で
伊
き
ま
す
・
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• 
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-
-
-
-
-

圃一=
・
圃
・
圃
一
=
­

、

3
d
H

J
q

吉
川ザ

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
=

圃圃

は

h

主

も

~戸、

満
洲
に
行
く
父

陪
戒
に
と
っ
て
は

、

臨
野
止
の
対
陣

臨
と
さ
れ
た
概
桃
山V肱
の
越
る
一
戦
ほ

去
、

ど
仰
の
こ
と

で
あ
る
・

階
m
w即m
h
r
鵬
は
、
紙
に
峨
輸
に
仰
か

け
て
伊く
こ
と
に
なっ
た
・
こ
の
鎚
併
は
、
剛
山
総
儲

か
ら
の
除
鰐
冷
般
椴
に
よ
っ

て
、
お
か
放
聞
の
織
艇
を
す
る
た
め
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
取
引
川
な
め
併
に
つ
い
て

，
a
-
a
“

，

S

を
・
・

は
、
も
ち
ろ
ん
家
の
者
に
さ
へ
は
っ
き
り
打ち
明
け
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。

砥
併
は
こ
の
船
艇
を
し

て
伶〈
齢
判
蹴一
の
砂
備
に
は
、
件
併
の
山

mm
mにき
へ

んr
m肌
のあ
る
こ
と
を
飾
っ
て
ゐ
た
が
、
徹
守』れ
が
前
却
刊
の
廠
艇
に
とっ
て
別
対

な
軒
杭
で
あ
る
こ
と
を
獄
ふ
と
二
品
川
の
叫

W
Vな
ど
は
紛って
仰
ら
れ
な
か
っ
た
・

吉浅

田

原
貫

六
期

三

郎

登

制
獄の
階
、
ほ
併
は
、
十
六
に
な
る
淑
川
町
と
、
士

一
一に
な
る
蹴この
切
や
・
かわ

る
が
わ
る
蜘
で
て
、

「
お
仇
却
さ
ん

の
静
中山1
慨
は
、
蹴mVお
献
た
ち
に
た
の
む
。
鰍
批

の
お
時
さ
ん
を

e
e

a
-

い
た
わ
り
な
が
ら
、
期
同
町
寸
を
よ
く
守
っ
て

く

れ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
よ
」

と
骨っ
た
・

m
m
u
も
、
開こ
も
、
仇
ん
の
飢
や・内
輔の
織
に
僻ぎ長
が
ら
必
か
ら
う
な
づ
い
た
・

「
お
治
さ
ん
・
あ
た
し
滋
は
一
蛾
脱
併

に
お
m
r
やmVし
ま
す
J

「
う
む
。
よく
一
昨って
〈
れ
た
。
た
の
む
・

お
側
ね
さ
ん

は
特
例引
もす
れ
ば
猷
っ
て

定
、

ナ

a
-

e
令

為
ゐ

く
る
。
お
硝た
ち
が
よ
く
忽
守
そ
守
っ
て
〈
れ
れ
ば
、

そ
れ
だ
け
お
父
さ
ん
は
安

叫
して
腿
惜
して
ゐ
ら
れ
る
と
骨
ふ
も
の
だ
。
山判
僻仇
除
に
は
椴
削
減
蹴の
お
f
m

bv
rもっ
て
蹴
っ
て
き
て
あ
げ
る
よ
J

『
おf
m叩
か
な
く
っ
た
っ
て
、
お
釣
さ
ん
が
説
得

で
お
併
慨
を
し
て
蹴
っ
て
ゐ
ら
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し
っ
て
百き
れ
ば
、
そ
れで
燃
は
い
い
ん
で
す

J

-p

,
hzhE 

「
ら
は
は
・
・
:
。
い
つ
も
お
ゼ
宵
を
ほ
し

が
る
く
せ
に
、
今
炉
は
腐
距
に
僻
い
こ

と
を
安
ふ
ねJ

砥
品w
mホ
腕
は
、
ほ
か
ら
慨
し
さ
・
ヲ
に
、
か
う

m
mひだ
し
な
が
ら
、
た
の
も
し

い
コ
仰
の
や
慨
に
蹴
れ
て
鵬
卸
し
て
仲
っ
た
・

勝
こ
は
、
鈴
t
r・-
絞
っ
た
献
り
に
、
備
の

m
h
v
に
脱
し
た
・

「
お
織
さ
ん
@
お
仇
ね
さ
ん
の
が
必
の
腿
併
は

、

い
つ
も
の
m
mと
ち
が
ふ
や
う
に

脱
ふ
よJ

『
そ
う
-
m
wんだ
か
、
ず
い
ぶ
ん
瀦
い
臨
に
ゐ
ら
っ
し
ゃ
る
ん
だ
も
の
ね

J

「
い
や
、
溢
い
蹴
と
か
、
泣
い
磁
と
一
昨
ふ
ん
ぢ
ゃ
な
く
っ
て
、
お
仇
ね
さ
ん
は
.
令
除
、

前
殺
の
た
め
に
、

判
川
和
な
船
艇
を
さ
れ
に
作
っ
た
ん
だ
っ
て
鮮
が
す
る
よ
。
身
、
っ

と
、
問
符のた
め
に
b
mな
併
略を
さ
れ
に
作
っ
た
ん
だ
よ

J

m
こ
は
、

も
ち
ろ
ん
鈴
鱒
か
ら
、
従
酢
の
飢
併
に
つ
い
て

、
は
っ
き
り
し
た
こ

と
は
き
か
な
か
っ
た
が
、
お
ぼ
ろ
般
な
が
ら
、
公
線
の
箆
勲
の
う
ち
か
ら
、
そ
れ

ゐ
ん
.
‘

.. 

b
で
販
す
る
こ
と
が
附
来
た
の
だ
っ
た
・

『
だ
か
ら
、
お
縦
さ
ん
と
僚
と
で
、
お
鴎
さ
ん
を
一
銭
航
倣
対
酔
に
し
て
あ
げ
な

く
っ
ち
ゃ
い
け
な
い
わ
・
-

-
a，

w
ゐ
《
h
H

ふ

「
そ
し
て
釦こ
さ
ん
は
、
あ
たし
に
町
暗
唱を
吹
っ
か
け
な
い
こ
と
よ
J

険
会

'
b

，

伶
昌
広
拘

p
a

『
あ
ん
な
こ
と
を
公
っ
て
ら
あ
、
お
父
さ
ん
が
m
M
り
問
、
路
れ
が
姉
さ
ん
と
な

ん
か
蛾
恥
す
る
も
ん
か
い
』

『
あら
、νり
あ
、
お
似
ね
さ
ん
が
お
蹴
り
に
な
っ
た
ら

、
z
m
眠・
写
る
つ
も
り
?
』

「う
ん
、

お
山
ね
さ
ん
が
お
鰍
り
に
な
っ
た
ら

、
辺
部
眠
を
す
る
か
も
勝
れ
な
い
よ

J

「
つ
ま
ん
な
い
の
。
ド
り
や
、
獄
こ
さ
ん
に
は
お
銭
さ
ん
が
お
鰍
り
に
な
ら
な
い
抗

l
e
 

が
い
い
の
ね
@
位
織
を
し
な
く
っ
てJ

「
そ
う
れ、

そ
う
一
昨
っ
て

、

織
さ
ん
は
勉
に
蛾
蹴
を
僚
に
際
っ
か
け
て
く
る
ぢ
ゃ

な
い
か
、
僚
た
っ
て
、
総
械
は
村
般
に
苅
る
ん
だ

・
問
帆なん
か
し
て
ゐ
ら
れ
る

も
ん
か
い
。
」

仰
が
い
い
あ
ま
り
コ
仰
は

、
こ
ん
な
瓜
問
蝋
を
し
な
が
ら

、

餓
m
rに
磁
っ
て
仇
ん

に
一
昨
ひ
っ
け
ら
れ
た
髄

り
、

峨
の
蹴
い
般
の
た
め
に
、
チ
イ
ズ
や
桜
町
仰
を
知
っ
て
、

家
に
M闘
っ
た
・病申

む

母?

総
加
に
仲
っ
た
仇
ん
か
ら
は

、
掛川
川
た
よ
り
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
だ
ん
だ
ん
峨
蹴

の
殿
へ
、
殿
へ
と
幻
っ
て
伊
く
関
や
が
、
崎
川
の
苧
紙
で
伽
る
こ
と
が
山

w
h
r
た
。

「
:
:
就m
wさ
ん
と
勝
二
さ
ん
の
コ
却
で

、

お
仇
却
さ
ん
の
m
r酎
胞
を
よ
く
明
っ
て

ゐ
る
こ
と
と
的
じ
ま
す
。
作
品
刊
の
鵠
で

、
あ
な
た
対
吋
汚
か
ら
ぎ
い
た
問
砂
を

、

お
仇
ね
さ
ん
は

m
wれな
い
で
ゐ
ま
す
。
お
蹴
さ
ん

の
眠
慨
は
ど
う
?

お
仇
ね
さ
ん
は
滋
い
蹴
酬
の
ザ
か
ら

、
い
つ
も
あ
な
た
就
が

、
お
鵠
さ
ん
を
対

和
に
し
て
、
間
航
民
総
?
』
と
や
、
鮫
磁
を
お
ろ

そ
か
に
し
な
い
で
鋭
めて
昨
ら

れ
る
こ
と
を
税
へ
な
が
ら

、

山
川
憾
に
働
い
て
ゐ
ま
す
。
お
山
却
さ
ん
は
こ

h
の
必

携
が
す
め
ば
、
も
う
訴
し
郡舎に
泣
い
加
に
苅
っ
て
品
川
く

こ
と
に
な
っ
て
ゐ
ま

す
・
も
うT
mも
た
っ
た
ら
、
ま
た
前
村
に
鰍
引
い
る
傍
で

す
。
そ
の
隣
・
い
は
、
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凶
克
也
、

S

し
食
、
“

ι

‘

ζ

あ
な
た
万
も
ま
た
だ
き
く
な
っ
て
了
4

・
』
と
で
せ
う
。刀
江
に
は
、
以
トM
で
似

た
舵
砧
を
、
獄
ニ
に
は
、
お
か
刈
の
つ
か
ふ
封
酌
な
鰯
を
お

f
mに
も
っ
て
隊

『
幌
町
船
と
・
司
令
掛
か
町
始
は

M
Mい
か
相
持
で

ね
え
。
す
ぐ
と
一
昨
・
が

わ
け
に
は
←
ゆ
か
な
い

よ
・
で
、
和
し
か
し
た
ら
、
店
臨
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
か
も
飾
れ

っ
て
あ
げ
さ
せ
うJ

こ
ん
な
宇
総
ぷ
、
ど
ん
な
に
淑
岱

や
、

政
一
一
札
安
部
は

せ
た
か
鰍
ら
な
い
。

こ
れ
ら
の
平
慨
に
は

、

い
つ
も
幻
の
倒
防
れ
砂い
て
な
か
っ
た
。
鰍
叫
と
い
つ

も
問
慌
が露
。の
で
、
的
脈
は
h
vらさ
れ
な
い
の
だ
と
珍
いてあ
っ
た
。

そ
し
て

敏
郎
こ
れ
で
鞍
ら
す
だ
け
の
お
銭
が
、
き
ち
ん
き
ち
ん
と
宇
総

の
村
に
苅
っ
て
ゐ
た
。

年か
破
船
に
作
っ
て
、

同
五
ケ
尉
ほ
ど
た
っ
た
即
刻
、
い
つ
も
総

批
が
ち
だ
っ
た
駅

か
、
般
に
町
砂
を
ひ
い
て
艇
に
つ
く
や
う
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
献
の
即
砂
は
、
な
か
な
か
な
ほ
ら
な
か
っ

た
・
そ
の
・2つ
に静叫仰
は
、m
U恥
に
舵
機
が
山
町

h
r
た
と
一
世
ひ
だ

し
た
・
閉
山
政
郎
総
と
-
Vふの
は、
ど
の
悦
の
織
総
か
、
制
抑
に
は

よ
く
鰍
ら
な
か
っ
た
が
、
献
の
般
か
ら
は
加
の
智
が
な
く
な
っ

夢
、
，

h
・a
.

‘
局
管
国
白

砂

た
・
枕
か
ら
部ψ
・
あ
げ
るこ
と
さ
へ
大
印
刷
さ
う
たm
b
ι日
凡て
、

柳
川
町
山
も
、

m
二
も
ひ
そ
か

に
叫
臨
し
だ
し
た
・

あ
る
h
v、
都V
を
と
り
に
仲
執
の
蹴
に
侍
っ
た
m
一
一
は、
お

仲
叫
仰に快
い
て
み
た
・

h，
‘

E

命
怠

『
お
母さ
ん
の
病
気
は
す
ぐ
に
よ
く

な
り
ま
せ
う
か
F
」

旬、

照いさ
者主あ
は J
首品
を
か
し
げ
た• 

な
い
よ
。
」

「
芯
隠した
ら
、
す
ぐ
儲
る
でせ・
ヲ
か
?
』

静
教は
獄
二
の
一
位
般
保
た
憶
を

侍
る
と
、
俸の践
さ・
ヲ
に
、

『
す
ぐ
駆
る
と
一
世
・
中
わ
け
に
は
停
か
な
く
っ

て
も
、
側
踏の
加が
宇
例
町
が
伊
き
と

• 

ー~~ー~

\、

:ノ;
• 
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ν
守
也
尽
に
令

a
v
h明

ど
く
、
食
店
引
か
ら
川
町
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
注
な
ず
る
か
ら
、

・
・
・マ

-
F・・a

貯
引く
店
る
わ
け
だ
ね
。
」

そ
れ
を
き
く
と
、
勝
こ
は
す
ぐ
に
殺
に
と
ん
で
か
へ
っ
た
@

そ
し
て
就
協
を
、
般
に
は
き
こ
・
え
な
い
磁
に
船
ん
で
楠
概
し
た
。

「お
骨
品
川
さ
ん
は

、
・併
す
ぐ
と
は
一
昨
は
な
か
っ
た
け
れ
と
、

m
w

〈
m
m
し
た
放
が
い
い
っ
て
喪
っ
て
ゐ
た
よ
。
」

「
ぢ
ゃ
、
特
く
し
て
聡
い
た
戒
が
い
い
わ
、
お
銭
さ
ま
の
お

m
r

v
に
税
も
の
こ
と
が
あ
る
と
対
監
よ
。
あ
た
し
滋
は
一
位
脱
税

で
、
お
鴎
ア
さ
ま
札T・日
明
ら
な
く
っ
ち
ゃ
』

コ
い
な
そ
ろ
っ
て
、
僚
の
紙
開
に
仲
っ
て
、
そ
の
鵠
を
し
た
。

駅
は
コ
仰
の
箆
勲
を
き
く
と
、
的
く
除
を
と
ぢ
て
ゐ
た
が

、

や
が
て
、
聴
を
か
る
〈
ふ
っ
た
。

島
区
、
.
，
，

v
p
w，.
《

「
あ
り
がた
う
よ
・
い
ろ
い
ろ
二
人に
む
冊
な
か
け
る
わ
ね
え
。

で
す
け
れ
ど
、
お
鵠
ず
さ
ん
は
、
あ
ん
た
加
と
こ
の
裂
に
ゐ
て

関
山
町
し
た
携
が
い
い
の
よ
。
」

慨
は、
隠
れ
付
か
ら
絞
ら
れ
る
敏
郎
の
お
錦
だ
け
で
は
、
日
川
町
時
か
む
づ
か
し
い
こ

も
柄
。
‘
，

a司9

写
晶

と
を
知
っ
て
ゐ
た
。
と
去
っ
て
、
家
に
は、
別
に
貯
へ
も
な
か
っ
た
。
こ
ん
な
こ

-
z
・

4
w
w
k
剛
山

E
ば

-
v
m

れ

と
で
、
二
人
の
守
u
u
に
心
悶
さ
せ
る
こ
と
は
、
ど
ん
な
に
自
分
が
病
ん
で
も
僚

に
は
勘びな
い
こ
と
だ
っ
た
。

「
お
蹴
ア
さ
ん
。
僚
た
ち
の
こ
と
は
鰍
わ

な
い
ん
で
す
・
ど
う
か
芯
臨

し
て
刊
さ

い
。
お
側
ひ
拠
し
ま
す

・

似
た
ち
は
、
お
日
明
さ
ま
が

m
wくよ
く
な
っ
て
、
や
が
て

¥ 

ー 一一一一一ー主
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品
明g
豆
、I

J

お
銭
さ
ま
が
お
蹴
り
に
危
る
と
き
、
一
脇
町
に
そ
ろ
っ
て
、
防
職
織
に
お
溜
ひ
に
静

ぎ
た
い
ん
で
す
。
お
地
さ
ま
が
こ
ん
な
に
砂
る
く
っ
て
、
ぢ
っ
と
織
問
に
も
刈
ら

な
い
で
や
似
し
て
ゐ
る
の
を
山
酔
っ
た
ら
、
お
仇
却
さ
ま
ど
っ
て
蹴
酬
で
倣
配
な
さ
る

に
ち
が
ひ
な
い
ん
で
す
@
-

aヲ
れ

「
あ
り
が
た
う
よ
。
そ
の
悦
山
市
だ
け
で
も
、
お
蹴
さ
ん
は

、

ど
ん
な
に
か
縦
し
く

脱
ひ
ま
す
・

い
つ
も
織
仰
を
し
て
、
あ
な
た
放
に
と
っ
て
は
、
秘
的
に
や
ゆ
勤
な
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鴎
ず
さ
ん
で
す
・
-

献
の
駒
田
せた指
し
い齢か
ら
は
、
し
づ
か
に
時
か
っ
た
は
っ
て
ま
ん
・

『
い
つ
も
病
始
ば
か
り
し
て
ゐ
て

、
す
み
ま
せ
ん
J

「
い
や
、
い
や
、
お
鴎
7
さ
ま
、
そ
ん
な
こ
と
か・慨
品
っ
て
J

郡
山一
似しは
肢
は
ず
艇
を
あ
げ
て
、
酌
今
、
保
し
て
し
ま
っ
た
。
勝

一一
も
仰
い
は
ず

、
そ

っ
と
澱
を
街
併
で
ふ
い
た
。

僚
は
一
艇の
恕探
?
」
と
を
窃
へ
て
、
な
か
な
か
芯
隠
す
る
こ
と
ぞ
制
府
知
し
な

か
っ
た
が
、
除
も
な

く
静
斡か
ら
も
な
隠
す
る
や
う
に
骨
は
れ
、
ま
た

コ
ぃ
仰
の
干

慌
た
ち
に
、
鯨
院
の
や
う
に
せ
が
まれ
て
、
開
四
郎
日
川
隠
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。

「
お
織
さ
ん
は
、
駅mmそ
依っ
た
ら
、
す
ぐ
粉
砕mwに
な
っ
て
、

お
悦
さ
ま
の
そ

ば
に
伊
き
ま
ず
か
ら
れ
。
獄
こ
さ
ん
は
総
で
よ
く
航
蹴
し
て
ね

J

「
い
や
だ
い
。
傑
寸
州
総
に
ば
か
り
ゐ
る
な
ん
て
、
僚
た
っ
て
、
織
防
に
仲
っ
て
、

お
鴎
さ
ま
の
税
酔
ぐ
ら
ゐ
山

r
h
p
る
よ
・
お
織
さ
ん
と
は
、
か
わ
る
が
わ
ろ
伊
く
こ

と
に
し
よ
う
よ
J

そ
れ
で
鰍
川、コ仰
は
飯
町
一
似
た
い
に

m
m一胞
の
駅
丸
州
一
即
す
る
こ
と
に
し
た
・

• 

働:

.開聞. .1. 

-'. 
人'

総
仙の
仇
ん
か
ら
苧
紺
が
き
た

の

z
s
ι
泊
Z

い
胴

‘.
a，
.
旬
開
，
、

l
l

こ

れ
か
ら
い
よ
い
よ
ま
だ
釦
本
ん
の
行
っ
た
こ
と
の
な
い
抑

制
古の
串
況
に

双
っ
て
伶
く
。
そ
こ
に
は
、
ど
ん
な
関
ら
し
い
酔
黙
が
ひ
ら
か
れ
℃
ゐ
る
か
。

殴
っ
た
ら
、
般
向
、
と
幻
さ
ん

が
範
縦し
た
恥
忠
勝
な
縦
を
し

て
あ
げ
よ
う
。

お
儲
さ
ん
も
、
お
献
た
ち
も
、
刊
日
野
に
鞍
ら
し
て
ゐ
る
こ
と
と
脱
ひ
ま
す
・
お

鴎
さ
ん
は
邸
か
総
い
の
だ
か
ら
、
時
間
に
お
献
た
ち
が
加
か
を
し
て
あ
げ
て
時
さ

い
。
そ
し
て
お
静
も
、
勝一
一
も
般
磁
を
邸
れ
な
い
で

、
お
治
さ
ん
は
・

』れ
か
ら

m
m〈宇
織
が
山
町
ぜ
な
い
か
も
飾
れ
ま
せ
ん
。
偽
し
悦
献
し
な
い
で

、
お
静
伊
仙
町

を
し
て
ゐ
て
凡
さ
い
@
』

こ
の
お
ナ
総
は
、
総

m
m
4
v

・較
し
ま
ぜ
た
り
、
川
仰
は
せ
む
り
し
た
@
仰
げ
は
間
艇
で
、

m
m胞の
脱
絡に
ゐ
る
駅
の
こ
と
ψ・ゆ
ら
な
い
卸
売
収
ふ
と
、
川
町
し
か
っ
た
・
ま
た

仇
んがい
つ
も
に
鍛
ら
ぬ
沼
紛
で
、
聞いWの
た
め
に
蹴
い
て
ゐ
る

こ
と
止
甲
山
ふ

と
似

し
か
っ
た
・

『
あ
た
し
滋
は
、
僻

パ引
一
刊
紙
併
で
お
川
町
山

T

mwそ
し
な
け
れ
ば
い
け
な
いわ
れ
え
。
」

「
織
さ
ん
、
例
滋よ
り
も
も
っ
と
似
似
し
よ

う
よ
・
縦
附
し
て
、

お
地
さ
ま
に
体
仏
慨
を

か
け
な
い
や
う
に
し
よ
うね
J

→
→h段
、
・
お部
ひ
に
犯
の
苧
縦
b
E
b
な
が
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J
Y全
t

コル
ー
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ら
は
げ
ま
し
伊
っ
た
・

ら
・‘父

か
ら
は
、

そ
れ
っ
き
り、

て
も
二
ケ
別
た
っ
て
も
苧
縦
が
こ
な
か
っ

た
。
苧
仰
向
と

一
徹
に
く
る
儲
の
お
鍛
も
こ
な

か
っ
た
。
辺
関
野
の
訴
は

、

総
の
対的一
一
概
ひ

し

沼
ら

を

島
区

を
の
ば
し
て
、
支
扮
ふ
こ
と
が
防
波
た
が
、

そ
れ
か
ら
ゆ
齢

、

総
の
山
品
協
を
ど
う
や
っ
て

怨
し
た
ら
い
い
か

、
殿
町
叫
が
つ
か
な
か
っ
た
。

「
獄こさ
ん
、
こ
ま
っ
た
わ、
街
射
の
廿
ね
に

な
っ
て
も
、
お
仇
ね
さ
ん
の
放
か
ら
砂
鈍
が
こ

な
け
れ
ば、

そ
れ
乙
そ
対
鉱
な
の
よ
。
」

-
R乍え
&

虹
れ
ん

1
h

京
江
は
さ
す
が
に
女
ら
し
く
心
部
し
た
。

仇
ん
か
と
札と
し
て
、

一
一ケ
胞
も
苧
純
乎
』

』
丙‘

伝
く
な
っ
て
ゐ
る
こ
と
を
怠
ふ
と
、
こ
れ
か

ら
鈍
い
つ
鋭
か
ら
の
苧
縦
が
く
る
か

、

慨
が

p

g
b
‘.
，
、

つ
か
な
か
っ
た
。
も
う

一
ヶ
月
父
か
ら
の
手

紙
が
こ
な
け
れ
ば
、
コ
ん
が
叙
で
体
慨
を
た

へ
る
の
に
こ
ま
る
だ
け
で
は
な
く、

時
伽
恥
の

訟
もT
-
m
州
憾
に
山
町
く
こ
と
も
保
持
な
く
な
る
の

一
ケ
服
た
つ

r
園
、，
，
‘

.. 

6
'h
，
.

る
ふ

「
ど
う
し
よ
う
、
お
縦
さ
ん

J
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• 

か
う
な
る
と
政
一
一
も
ど
う
し

て
い
い
か
鰍
ら
な
か
っ
た
・

『
限
ゃ
な
ん
か
、
般
既お
吹
だ
け
牒
ベ
て
ゐ
た
っ
て
柑
ゃ
し
な
い
け
れ
ど
、
そ

れ

だ
け
νり
や
、
と
て
も
お
砂

γ
さ
ん
の
m
の
お
針
匙
り
な
い
ね
J

m
m
m
v
は
、
ゐ
山
刷
会
の
飢
餓
さ
が

m恥
し
か
っ
た
が
、
お
か
判
を
鰍
山
町
内
町
べ
る
と
卦
ふ
税

へ
放
がm
r
h
r

し
く
っ
て
仰
い

は
ず
m
mひだ
し
た
。

「
と
て
も
駒
山
v
k。
も
う
制
限
し
た
だ
け
で
は
酔
ひ
っ
か
な

い
の
よ
。
ど
う
か
し

て
お
銭
を
あ
た
し
欝
が
麟
い
て
と
る
や
う
に
し
な
く
っ
ち
ゃ
。
」

「
そ
う
か
。
お
織
さ
叫
ん
。

Vり
や
僚
、
舵
船
は
や
め
て
卵
伊
か
ら
鰍
か
う
@
」

-
aマ
.
，

a
e
a

J
-
~って
、
露
三
さ
ん
、
仰
け
る
や
う
な
路
ど
ζ

か
に
あ
っ
て
?
」

「
なγ
に
・
一
儲
航
鍬
に
倒
せ
ば
、
伊
砕
か
に
あ
る
と
も

.
・倒
的
申
飢
聞
は

一
伐
さ
い
が

、

川
の
一
詠
も
似
け
ば

、

昨
れ
だ
っ
て
税
ん
で
く

れ
る
だ
ら
う
J

「
さ
う、
そ
り
ゃ
川
和
中
わ
・
だ
け
ど
そ
ん
な
即
時
か
す
ぐ
に
あ
る
か
し
ら
・
」

S

9

・

7
E
'
晶
、
同J
'

「
あ
る
と
も
、
き
っ
と
あ
る
と
も
、
明
日
か
ら
伎
方
k
畑
氏
し
ま
わ
っ
て
や
る
・
け

れ
ど
、
こ
の
こ
と
お
砂
ア
さ
ん
に
は
骨
は
な
い

で
砂
かうね
。
」

「も
ち
ろ
ん
、
お
静
ア
さ
ん
の
臨
に
停
っ
た
ら

、

い
つ
も
沼
知
で
、
い
つ
も
探
る

い
践
を
し
て
ゐ
て
あ
げ
な
け
れ
ば
い

け
な
い
ね。
」

「
こ
ん
な
ζ
と
で
、
僚
へ
こ
ま
さ
れ
る
も
ん
か
、
お
鉛
さ
ん
に
僚
た
ち
蹴
っ
た
ぢ

A，
あ

家
‘
.
，

g
d

・

9

ゐ

ゃ
な
い
か
・
き
っ
と
お
母
さ
ん
や
守
っ
て
、

立
浪
に
お
期
削
守
防
を
し
ま
す
っ
て・」

遮
酔、
m
こ
は
、
す
ぐ
に
鴎
枇
のm
m
u
の
臨
に
仲
っ
て
、
似
の
ゆ
慨
そ
慨
し
た
・

「
そ
ん
な
わ
けで
す
か
ら
、
伊
伊
か
ら
で
も
、
保
伽
艇
を
き
が
し
て
、

一
崎
臨
併

に
開き
た
い
と
蹴
ひ
ま
す
。

」

そ
れ
を
き
い
た
怒
っ
紙
常
、
山
知

こ
の
務
な
岐
に
すっ
か
り
議し
た
・

「
俄
い
。
郡
は
椛
慨
に
削
除
な
川
山
崎
だ
・
」

ω品
川
叫
は

、

以
一
.
山
川
欣
に
宇
そ
怖
い
て
、

「
紙
獣
も
ωr
h
r
る
だ
け
抵のた
め
に
肱
慰
す
る。視
のやう
な
M
M船
な
併
殺
な
ら
、

M
L
-
M

・7
a

何
底
で
で
も
き
っ
と
腐
っ
て
く
れ
る
に
ち
が
ひ
な
い
よ
J

お
こ
は、
使
館
も
よ
く
m
h
r
た
し
、
い
つ
も
称
れ
即
哨
れ
と
し
た
保
織
を
も
っ
て

ゐ
た
の
で
、

強
蛾
の
出
品
川
町
の
み
な
ら
ず

、

総
裁
鍛
肘
む
ま
で

、

誠
一
一
パ
併
の
ぷ
を

AU

慰
され
て
、

や
が
て
あ
る
紘
蹴
踏
の

m
m
bとな
っ
て
慨
く
こ
と
が
附
勝
る
や
う
に

な
っ
た
。
そ
れ
も
以
内
恥
た
ち
の
対

τ
え
で、
m
m附
は
般
般
に
鉛
ひ

、

硲
た
け
舵
い

て
、

開
附
蹴
い
た
の
と
陥
じ
お
鉱
釈
も
ら
ふ
こ
と
が
川
町
似
た
。

そ
れ
か
ら
の
獄
ては
、
時
別
総

か
A
h隊
ると
、
織
防
に
慨
も

k
m刊
齢
に
品
川
き
、
磁
は

十

一
即
ま
で
、

鰍
附
仙
の
恨
が
し
い
縦
蹴
邸

中
-
と
び
蹴
り
な
が
ら
似
い
た
。

憾
のm
m
vは、
防
抵
の
刈
た
ち
に
、
島
併
の
際
で
山

r
m
w
る
だ
けの
館
山
仰
を
た
の

ま
れ
て
、
ゃい
昨
に
獄
こ
が
蹴
践
に
税
獄
に
仲
っ
て
ゐ
る
峨

と
、
腕
時く瞥
ぎ
て
、

町
駅
蹴
に
停
く
滋

ω
m
r
蹴
と
を
貯
い
て
、
せ
っ
せ
と
鮒
齢
純に
い
そ
し
ん
だ
。

コh
Nの
鰍m
mは、
総
出
帆
し
て
る
や
・
ヲ
に
、

B
ひ
に
鵬
ま
し
ん
伊
ひ
な
が
ら

、

一
銭

航
併
に
鱗
い
た
。
開
山

川
城
怖
の
こ
と
を
、

仇
ん
か
ら
限
り
が
な
い
こ
と
険
制
に
、
コ

ハ
仰
は
か
う
し
て
航
く
-
y
ζ
に
、
お
し
い
と
も
、
総
し
い
と
も
仰
い
は
な
か
っ
た
・

『
お
山M
Sま
は
、
制
かの
殿
に
侍
っ
て
き
っ
と
字
紙
か
仰

せ
な
い
ん
だ
よ。
燃し

h
g

t
M
m
u
e
e
 

A
Yに
き
っ
と
手
紙
が
お
父
さ
ま
か
ら
く
る
よ
己

獄
こ
は
仇
ん
から
ど
ん
な
に
苧
総
が
こ
な
く

と
も
、
仇
ん
を
総
は
な
か

っ
た
・
仇
ん
は

• 
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z

，

F

A
R
E
w

・

L
L
H

き
っ
と
叫
僚
な
仰
柄
そ
し
て
、
川
川
も
な
く
降
っ
て
く
る
と
側
じ
て
ゐ
た
。
と
も
す

れ
ば
、
必
の
蹴
り
さ
う
な

m
m
w
も
、
払
ニ
がい
つ
も
沼
紛
で
、
ピ
テ
ピ
チ
し
て
ゐ

る
の
に
臨
ま
さ
れ
た
。

か
う
し
て
一
ケ
脱
コ
仰
が
舵
併
に
な
っ
て
臨
い
た
お
鎚
乱
安
保
せ
て
み
た
が
、
お

鴎
さ
ん
の
法
陪
肌
却
な

M
M山v
m
m
ふ
の
に
は
彫
り
な
か
っ
た
・

「
隣
っ
た
な
ァ

、

お
縦
さ
ん
J

，

獄
m
uに
だ
っ
て
、
い
い
や

m
rの
あ
る
問
中
か
な
か
っ
た
。
腕
く
す
る
と
、
出
品
に
が

ち
な
が
っ
た
獄
一
店

、

「
よ
し
、
織
さ
ん
。
限
こ
の
お
針
を
も
っ
て
械
胞
に
持
っ
て
慨
し
て
く
る
・
」

い

-
m必
・
ゐ
斤
に
い
.
‘

と

一
云
っ
て、
お
江
が
ま
だ
何
も
去
は
な
い
う
ち
に
山川
か
け
て
し
ま
っ
た
。

獄
こ
は
織
隠
に
作
く
と
、
際
践
に

b
tった
。

蹴
二
は、コh
rで
一
ケ
山
市
慨
い
た
お
必
司
令
・
開
山
時
の
際
に
仰
い
て
か
ら
一
昨
っ
た
。

『
対
日
制、
僚
た
ち
は
、
一
ケ
山
一
戦
蹴
倣
山
酬
い
て

、
こ
れ
だ
け
し
か
お
鉱
が
と
れ

な
か
っ
た
ん
で
す
。
あ
と
の
お
銭
は
、
僚
が
ま
ち
ヲ
ん
と
脱
い
て
お
訟
し
し
ま
す
。

仰
向
し
て
体
滋
設
は
か
け
ま
せ
ん
か
ら
、
時
し
て
聡
け
ま
せ
ん
で
せ
う
か
。
」

関
市
慨
は
、
獄
こ
の
船
似
た
協
を
み
る
と
、
般
航
せ
ず
に
住
押
ら
れ
な
か
っ
た
。

『
淑
た
ち
.
3
h
r

で
m
m械
に
伶
〈
胞
が
に
こ
れ
だ
け
峨
い
た
の
た
ね
?
」

「
そ
うで
す
。
一
勧
航
併
で
蹴
き
ま
し
た
。
け
れ
ど
こ
れ
ど
け

し
か
m
h
r
な
か
っ

b
h
u
z

，
、
の

h
p
h
t

た
ん
で
す
。
で
も
お
創
は
き
っ
た
僚
た
ち
が
働
い
て
お
恥
し
到
し
ま
す
。
」

i

t

1

5

t

t

t

 

『
あh
い
い
と
も
、
心
開
し
な
〈
って
い
い
よ
。
必
た
ちは
本
常
に
般
引
だ・
羽

・

9
U
J

ゼ
』
胴
し
ゐ
ゆ
官
恨
事
以

4
h
L
w
g
a
'
i
u
t

た
ち
の
そ
の
立
忽
危
務
純
だ
け
で
も
、
既
に
充
分
抗
出

向
方
に
は
お
A
M札V
W割
っ
た
こ

と
に
な
る
・
m附
し
て
お
蹴
さ
ん
の
'
』
と
は
悦
服
し
な

く
っ
て
い
い
よ
。
ゆ
っ
く
り

と
お
伊7さ
ん
は
こ
の
町
村
阪

で
概
抑
制
さ
れ
て
い
い

J

獄
こ
は
隠
摺
の
m
m
m
M

に
灘
ぐ
み
な
が
ら
聡
を
さ
げ
た

。

• 

再
び
逢
ム
日

砥
m
w幣
か
脱
が
精
微
に

h
mっ
て
か
ら
一
特
鮮
に
は

、

同
川
も
飾
る
出
叫
叫

m
m
v
肱
が
加
問

純
と
し
て
部
抑
制
均
し
て
ゐ
た
。
そ
れ
か
ら
五
ケ
民
の
の
ち
に

、

問
紛
は
砕
れ
て
酢
一
利

に
駅
っ
て
き
た
。
倣
は
酢
一
村
松
野
川
町
総
の
対
き
な

h
v監
の
付
加
Vに
叫
川
、
て

、
部併
な

慨
き
を
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
秘
的
仰
は
拘
慨
に
聴
は
れ
る
附
賊
り
も
の
で
は
な

か
っ
た
が、
酢
械
のm
mら
し
い
踏
阪
に
印
併
の
対
が
加
は
っ
た
こ
と
を
、

m
w
m
w

は

斡
献
に
鶴
っ
た
。
そ
し
て
酢
認
め
開
聡
内
側
艇
の
戦
幣
税
総
か
ら

も
、
ほから
の

般
織
そ
も
っ
て
制
服
ひ
ら
れ
も
し
た
@

『
加
の
あ
の
川
市
の
い
砿
は

、

一
昨
胎
印
刷
内
紙
幣
ぺ
必
に

m
m脱
し
た
。
」

ι
ゐ
守
ん

.
k
&
F

色
V

か
白
川
崎
川
重'
b
b
a

ん
か
も
し
'

あ
る
m
wU
は
か
う
一
お
っ
て
、

間
銅
山
勺
践
的
協
き
を
骨
H，
し
感
践
し
た
・

総
が
駅
っ
て
き
た
崎
、
賠
印
刷
織
に
は

、
仇
町
仙
川
た
勝
戦
た
ち
の
仰
溜
へ
が
あ
っ
た
。

そ
の
前
島
町
に
、
掠
と
、
コ
仰
向
~
ト
慌
が

、

蹴
る
い
敏
郎
h
u勘
で
鰍
を
溜
へ
て
ゐ
た
。

「
あk
み
ん
た
そ
ろ
っ
て
銀
へ
に
き
て
く

れ
た
れ
・
慨
は
ど
ん
な
に
叫
惜
し

、
ゐ

た
か
・
で
も
、
滑
川
も
成

一
，
も
、
お
伊
γ
さ
ん
や
・
呪
っ
て
川
町
船
に
お
貯
や
伸
そ

し

て
く
れ
た
ゃ
う
だ
ね
、

ゐ
り
が
た
ヲ
よ
J

滋
岱
も
、
獄
一
一
も
、
仇
ん
の
誌
染
を
き
く
と
、

N
-滋
一U
Uに
慨
を
鴇
っ
て
鰐
鳴
も

せ
ず
鋭
い
て
き
た
こ
と
そ
よ
か
っ
た
と
鵠

っ
た
・
際bw・舵
か
し
な
が
ら
、

色
官
、
場
柄
。
孟
‘
号
ゐ

「
お
父
さ
んJ
と
公
っ
て
、
久
し
ぶ
り
の
父
に
と
ど
つ
い
て
ゐ
た
・
ハ
秒
、
は
与
し

V
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〆「

(弛〉
-..J 

(岱〉
、J

中

村

JIII.' や p、
山吉本じを 問
書， {(，言 、J

j与滋お の纏2
zzhlkgmz 起宮 、

足談会 原2 木f
さな併 は魚て
いど 、 、

。の打宅
起'な
原Z ら
とす
j~ð 鍛主

諜品
数r

ハ
大
阪
清
水
沢
鐙
V

ぺ骨
骨〉
錦
、
航
、

が
材
、
料MM明
伊

な
限引
仰
は
川
町
じ
で
「
船
山
市
」
と

M
Wし

・
・
れ
か

h
，
h
n
a

ま
す
。
之
島
也
「
倣
槌
一
と
A
〈
の
は

時
り
た
さ
う
で
す
。
域
燃
は
心
を

止

E
-

き
ま
す
雪

同
切
ら
し
て
人
&
集
め
るm
に
似
し

た
も
の
で
、
材
一
附
低
討
に
「
附
紙

?
置
は

e
s
f

の
直
言

動
ι
'
p
e

m
ち
他
市
町
川
い
に
拡
リ

τ
rに
勉
織
を
悦

p
特
に
附
子
炉
ナ
。
綿
伐
採
般

の
ほ
ぜ
を
が
っ
蹴
税
制
句
会
事
織

は
必
&
〈
掛
川
勉
ナ
ペ
し
起
点
ご
と
首

っ
て
伊
リ
、
一院
w
綬，

な
ど
に
も
悦

e
e
'
V
ψ
4
・
・
ゐ'
v
b
z

，

s
v
‘
，

h
制

の
問
品
川
に
山
総
健
、
隊
創
端
抽
聞
の
低

「*
a
へ
の
舵
禽
陰h
d
H
L

一ま
免
時枠
"$
に
t
・
伶
附
一

一
氏名
曲
胃
店
内
喝
の
土
信
仰
相
一

F
俵
偏
畠
t
に
持
品
る
と
主
、
一

一
日
以
上
被
名

は
笥
・
一

c
a

い

b

か
れ
て
あ
る
事
を
必
っ
て
貯
ま
す
か

究
X
，
h
v
'
a
e。

ら
、
初
訴
に
h
!川
〈
か
ら
め
っ
た
も
の

み
・
と
H
A・
え
ま
す
。

伊
崎
ね
の
も
の
は
「
燃
」
で
せ
う

が
、
訴
は
一
に
「
#
と
と
も
ず
っ

t
L

な
ぶ
《
・

3

て
日
的
り
空
ナ
。
も
と
支
郊
の
祭
器
で

い
L

勺
4

宇
宮
事

お
で
作
っ
た
の
が
本
お
な
の
だ
き
う

で
す
。
ま
た
お
側
般
の
吋
に
あ
る
川

刊

さ
い
の
を
併
に
「
リ
ご
と
ぽ
っ
て
州
市

酔
ん
‘a

・
'
w

す
-
-
A
z
m

ま
す
の
は
叫
ち
「
舎
で
紛
の
紙
を

d
っ
た
も
の
で
ナ
・

『g
z

a
，
e
・
可
・ι
"
'
V
A

剛

次
に
水
品
川
に
はニ
純
る
っ
て
一
は

e
や
虫
と
寺
院
‘
・

z
n
v

砂
・6
U
9
8
ζ

お
忽
の
叫
吋
附
叩
〈
4
Aい
脳
陣
で繊
の

眠

う
量
か
た

Z

彫
つ
で
あ
る
も
の
、
一
は
魚
の
形
老

し
た
総
五
に
つ
る
し
て
叫
が
の

M
W
V
に
ψ
ら
す
も
の
で
す
・
俄
は
減

税
舗r
と
も
に
時
ら
な
い
か
ら
俄
慨

を
う
な
が
ナ
か
併
で
似
慨
を
彬
っ
た

e
L

な

'
b

L
K山
叩し
ま
す
。
も
と
文
郊
の
お
品
す
で

鶏

康

践
し
た
も
の
が
郷
叫
向
島
り
、
吟

蒜
で
は
鷲
の
滋
野
崎
k

r
Jバ
が
ほ
ひ
側
め
た
の
で
、
お
に

一
対
に
腕
ゆ
る
宇
う
に
な
っ
た
と
ぽ

ふ
ζ

と
で
す
.

M
mに
剣
町
は
一
二
聞
の
が
を
時
へ
る

t
'葺

-
e
b
e
-
F占

h
@

し
主
'
c
a

時
、
骨
骨
骨
劃
t
g
Mる
伐
に
伎
m
し
た
柑
V

‘
f
v
j句-
w
s
a
Fa
'
"
v
b

屯

が
水
徳
子
細
胞
な
ど
に
も
似
て
府
リ
、

気
x
，
B￡
'
・z

，
F
陶

h
町
。

利
明
帥
起
岡
山
は
古
い
も
の
ら
し
い
で

す
・
4
義
的
に
し
て
伊
た
も
の

.
，
，
.
，

し

を
判
明m
し
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
・

誠
山
内
は
僻
続
の
炉
や
お
が
炉
艇
の

併
を
絞
る
備
に
山
崎
川

=
一十
府
の
叫
帽
を

舶
が
し
た
こ
と
か
ら
械
ま

っ
た
の
で

-

-

e

 

は
な
か
ら
う
か
と
.
Aっ
て
肘
り
ま

す
。
倒
れ
に
せ
よ
欝
り
た
っ
た

も
の
で
す
。
百
八
、
五
十
四
、
問
ナ

山
-、

三
十
六、
て
十
ヒ
、

二
十
一
、

併
A
y
b・
・
ャ
ヲ

十
八
、
十
例
な
ど
敏
行
あ
p

、
質
も

銭
祭
政
琳
川
川
崎
城
辺
製

紙
ヂ
ザ
邸
予
な
ど
的

M
M
V
げ
ら
れ
て

b
n
a
a

ゐ
L
拘
舎
に
ん
で

氏
ま
す
。
ま
た
法
然
上
人
の
お
必

干
の
附
配
の
仰
を
一
叫
ん

w
rを
鱗
附

a
'

い
う
b
H

-
ne
L

し
た
と
と
は
依
り
に
も
ダ
お
な
錦

で
ナ
・

年史~1. ヘ
ニ，私空 間

閥会f尋 仰す一

義54. 5 玄
嬰$21 芯v る同Z

話2無むき にじ
ヂ去~{<. は信之
恥宅:Eじ
き v.~ !は

に
ゆ
〈
の
に
も
、
は
ん
た
い
し
ま
ナ
。

お
吟
さ
ん
は
政
対
の
悦
梢
、
こ
の
ま

金
宅
お8
・f
-
l
l

i
，
.

ま
制
似
品
仕
て
き
る
と
ν
う
て
じ
キ
り

ん
な
ひ
円
、
ら
し
を
し
て
ゐ
ま
ナ
。
将

b
p
-
Z
L苦

%
や
勾E
L

9

は

m
w士
山
部
で
す
が
、
浄
土
公
はJE

-
九・一
一
十
の
脱
似

M
M
M
L
の
総
郡
情M，

の
、
叫
が
の
悦

一ず
る
鈴
制
で
、
m
w

し
ん
ら
んL
T
ヲ
に
ん
た
ま

の
も
の
は
殺
幽
局
窓lA
の
ひ
る
め
給

i
y
.
L
9
&よ
し
ゐ

ふ
良
市
川
を
関
打
川
ナ
る
の
に
か
ざ
る

h
h~
ι
 

と
、

訟
に
き
ゑ
ん
を
あ
げ
で
は
ん

おナた
父宮?い
さ 弱ぴ・し

ん路正生
â:平G ナ

1日時! の
偽去に で
敬習し
へてこ
み、ま

ち無むつ
び気量て
〈敬T ゐ
lこ のま

政E は
、

，、、

下手ど
さう
いし
。た

ら
よ
ν、

で
せ

う
油、

~ .. 



• 

て 69)

-
7・
0

-
a
d
E
 

4今

仰相一一銭

ヰ日る交。

二
、

総
叫
れ
の
川
町
姉

、

側
叫
れ
の
料
紙
、

腕
叫
れ
の
憾
紙

、

Mみ
の
附
燃
は
な
ん

同
ゆP昆
M樫q・
駒

と

い
ふ
似
川
様
で
す
か
を
お
し
へ
て

〈
だ
さ
い
ベ
大
阪
市
出
込
安
官
〉

(答
〉
関
手
紙
，
吟
の
地
滋
ゐ
悦

M
mであ
る
の
は
、

糠
雌
の
鵬
叫
ぽ
即
純

の
例
町
於
胡
叫
が
的
制
か
っ
た
鰐
ぬ
で
、

ア
メ
日
均
一
耐
に
な
ら
っ
て

、

仰
向
於
と

叫
抑
制
刊
と
密
封
縦

m
w
p
離
し
た
か
ら
で

ナ

ま
た
店
附
と
詐
ふ
も
の
に
は
「
対

日付
対
」
が
あ
っ
て

V
Mが
一
時
よ
い

お
も

ζ
Z
E
'

と
思
ひ
込
む
と
、

も
う
そ
れ
に
阿
お

し
て
が
ま
っ
て
、

ス
ツ
カ
ロ
献
M
m似
叫

が
な
〈
な
る
も
の
で
す
が
、
織
に
似

い
織
的
バ
に
は
さ
う
し
た
僻
叫
が
鈍

い
ゃ
う
で
ナ
。
そ
れ
は
悦
備
で

は
な

〈
て
「
伊
織
」
で
あ
り
「
時
於
」
で

あ
り
ま
ナ
。
掛
る
に
悦
例
は
も
っ
と

じ

い
ろ
くb
AJ
Kっ

し
事

。
て
会

自
由
澗
迷
な
も
の
で
、

思
畑
跡
的
に
も

た
-
w
企
長
官
ゐ

r

、
品
か

n
vる

回
削
除
的
に
も
段h
m附
ま
り
決
ま
り
し

て
伊
〈
併
で
す
か
ら

、

山
口
併
を
よ
〈

は
&
g
い
み

HVA74
3

反
省
し
て
口品る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

議
刷
は
，
崎
F
.
rの
叫
叫
叫
川
の
暗

に
は
さ
ま
つ
み
ら
れ
る
m
mで
、
特

に
野
町
併
時
さ
ず
に
は
伊
忘
れ
重

せ
ん
が、
町
営
-
m
w
続
な
ど
で
卸
吋

'
Z
P

事
い
&
正
乙
&
で
雪

殺
の
同
意
を
求
め
る
事
は
山
川
採
な
い

し
、
ま
た
釘
に
務
長Jm泌
を

抑
引
っ
脳
陣
る
叫
怖
に
も
伊
き
ま
す
ま
い
。

一一F
M門う
し
て
も
崎
笠
宮
崎
，
時

総
阪
な
り
倒
的
防
な
り
で

、

節
減
紙
を

航
鰯
さ
せ
る
よ
り
燃
に
執
日
仰
は
あ
り

主
せ
ん
。
だ
か
ら
一
昨
も
時
〈
『
う
ち

の
川
町
は
踏
に
肢
が
」
年

J
m枇

M
N且
.
，
、
舟

崎

に
忽
は
れ
る
や
う
に
な
っ
て
下
さ
い

z

b
b
b
か
う

き
ち
な
っ
た
ら
何
ん
な
に
然
れ
仰
な

ル
有
毒
z
l
Z

長
う
こ

、

E
e

お
父
絡
も
内
川
畑
仰
を
山
泌
す
や
う
に
な

る
で
せ
う
し、

お
鳩
山
悦
も
が
縦
に
時

い
、
叫
が
祁
ら
い
で
が
る
で
せ
う
。

て決S を上生母車
もしJ:.!< 7~ tTi~さ
府b て別3 公んにう

tzzkT23 
1 ニもはよおて

ヒ十 2mげか
してら

るの
叩L __..もて下全

警2て銭円
人iZ ま;{r;~1};'l ~ 
がした家暗然2 ぉ

4
9
仇
ι

・
ν
ι
zι

-
v

令
b
b
av
b

十
九
婆
門
ニ
十
毘
円
十
八弘
臨
門
と

し
て
、
十
九
肘
叫

→一
十一艇
が
御
崎
を
一

割
吾
uv

E
n

目立
ん

級
位
川
る
し
て
肌
附
ら
れ
る
の
で

、

法
品m

L
a
・
ゐ

b
r
o
h

必
を

t

上
人
は
陛
ち
に
十
八
阪
の
み
を
低

減
鮒
慨
に
劫
略
し
て
炉
、
り

μ
る
も

の
で
あ
る
と
ま
ふ
こ
と
。

そ
し
て
姉
雌
は
お
川
町
械
と
し
て
も

「
鉱
利
一
伊
」
で
あ
っ
て
、
劫
山
川
も
的
政

も
.
干
も
鳴
も

け似
てω棋
を
吟
岐
に
し
て

mM〈
rき
で
あ
る
か
ら
、

帥
刊
に
V
M

の
脱
却
跡
が
そ
の
時
川
町
だ
か

、b
と
官
つ

z

t

E

z

k

z

 

て
、

側
人
側
に
附
掛
川
す
る
の
で
は
卸

対
抑
制
へ
燃
し
て
も

J吟
鳴
が
な
い
し
、

r
つ
綜
紘
の
紡
併
が
よ
い
か
磁
い
か

を
き
へ
も
よ
〈

M
A時
め
も
し
な
い

で
、
紙
持
訪
に
似
て
誠
‘
か
ら
討
を

m
u

訴
し
が
る
の
は
m
w蝶艇
を
婦
に
す
る

a

c

-

-

事
に
な
り
は
し
な
い
か
と
￡
ふ
とと

b
n
-
。つ

置
は
・
ザ
レ
ん
はF
'
瓦
和
事
し
ん一w
'
ι
k
a

v

次
に
品
出
身
我
山
珂
出
殿

山
河
化
身
の
おA叩

ね
で
す
が
、
訴
は
土
吟
搬
綴

w

-
唯
ん
惨

舟
H

r

・r
'
T阜
、

hr

本
の
『
帥
岬
」
を
御
覧
下
さ
い
。

但
し

な

Z
内
郭
事

ζ
&
E
E

お
名
前
・
と
し
て
一
路
の
事
だ
け
4
VF山叩

事
E
t
阿
ぴ

ー
一る

L
，
e
w
，
，

し
ま
す
と
、
川
政
一
政
ば
同
地
底

A
W
W
川一品
開
、

制
叫
れ
は
山
門
叫
閉
山
町
川
町
、
腕
叫
れ
は
緋
断
的
ヤ

民

ぷ
つ
廿
し
ん

-
s
u
T
9
3

い
ど
た
め

m
m仰
、
化
身
は
総
生
を
撞
肝
出
品
す
る
伐

に
伊
り
に
税
は
れ
る
僻
判
、

、

制
仰
が
献

て
い
量

は
一
定
し
て
日
柄
引
ま
せ
ん
@

制
円
ほ
税
制
賀
川
ま
で
に
時
し
日
げ
た

い
と
と
は
懇
の
械
が
効
の
禁

に
は
椛
吋
の
彰
が
あ
り
ま
ず
か

ら
お
滋
〈
の
仰
抑
制
鳴
を
ザ
椀
ね
ん
で

W

L
a
-
e
走

修
都
世
下
さ
い
。

一
「
-
一
+湾
総
」
は
腎
駁
病

一

一

に
よ
《

鋤
t

一

一
品
野
一
顧
鮮
一

~
出
掛
の
妹
が
今
か
、
b

七
年
ば
か
一

一
り

前
に
A耐
性mH
践
に
4
ph
っ
て
~

一
ナ
F、
よ

〈
な
る
と
岡
山
っ
て
ゐ
た
一

…
ら
、
そ
れ
が
慢
性
に
な
っ
て
、
一

一
路
伶
札
叫
削
除
に
も
か
為

っ
た
け
れ
一

一
ど

す
っ
か
り
、
よ
〈
な
ら
な
い
一

一
で
闘
っ
て
ゐ
た
。
二
十
五
弦
を
一

一
紹
介
す
る
人
が
あ
っ
て
、
そ
れ
一

一
を
常
r
mす
る
よ
う
に
な
っ
て
か
一

一
ら

、

次
第
に
俄
践
に
な
っ
て、

一

←
九
円
ま
で
は
袋
〈
な
る
と

、

よ
〈

一

-

慈
〈
な
る
こ
と
が
あ
っ
た
け

ι
­

一
ど
、
今
年
は
起
ら
な
い
で
健
康

一

干
で
ゐ
ま
ナ
。

然
し
飲
む
と
と
は
一

一
宇
め
な
い
で
毎
日
お
茶
の
か
わ
一

一
り
に
飲
ん
で
ゐ
ま
ナ
。

磁
か
に
一

一
常
川
す
る
と
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